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はじめに
ɹ「わたしたちは自分自を分析し，教師である自分を向上させたいと思うとき，どのよう
なより良い模範を見つけることができるだろうかɻ自分の理೦と目標と方法を分析し，イ
エス・キリストのそれと比較することҎ上に，わたしたちが行えるすばらしい学習がある
だろうかɻ」（ボイド・K・パッカー，5FBDI�:F�DiMiHFOUMZ�改గ൛ʤ1991年ʥ，22）

救い主の方法で教える
ɹ救い主について知っていることを少しの間考えてみてほしいɻ救い主と，また救い主
のपりに集まったఋ子たちを心に描くことができるだろうかɻΨリラϠのւのそばで܈
ऺに教えておられる，あるいはҪށで女性に個人的に語りかけておられる救い主を
૾できるだろうかɻ救い主の教え方と導き方についてどのようなことに気づいただろ
うかɻ人々が学び，霊的に成長し，福音に従う者となるのを，救い主はどのような方法
で助けられただろうかɻ

ɹ救い主は，人々を愛し，൴らのために祈り，ઈえずไされたɻ一緒にいるػ会を見
つけ，愛を示されたɻ人々のڵ味とر望と望みと，൴らの生活にԿがىこっているかを
御ଘじであったɻ

ɹ救い主は，൴らがԿ者であり，どのような人になれるかを御ଘじであったɻ൴らが学び，
成長するのに助けとなるಠ自の方法，すなわち൴らにまさにふさわしい方法を見つけ出さ
れたɻ൴らがۤಆしているときに，൴らを見限ることなく，引き続き愛し，教え導かれたɻ

ɹ救い主は，祈りとஅ৯の時を御ಠりでա͝し，教える準備をされたɻ毎日わずかな
御自分の時間に，天の御父に導きを求められたɻ

ɹ救い主は，聖文を用いて教え，御自分の使命について証
ㆀㆉ㆗

されたɻ人々に，自分で聖
文について考え，聖文を使って自分のٙ問にえを見つけるように教えられたɻ救い主
が力と権能をもって神の言葉を教えられたとき，൴らの心は内に೩えたɻそして，൴ら
は聖文が真実であることを自分自で知ったのであるɻ

ɹ救い主は，簡潔な話と，たとえと，൴らにとって意味のある実生活の例を話されたɻ
൴らが自分自の経験とप囲の世քから福音の教訓を見つけることができるようにさ
れたɻړや子供の生，ാ事について語られたɻ互いを気ݣうことについて教える
ために，い出た༽を救い出す話をされたɻ天の御父の༏しい心ݣいを信頼するよう
ఋ子たちに教えるために，「のՖʤのことをʥ考えて見るがよい」と勧められたɻ

ɹ救い主は，൴らが考え，深く感じるように，زつかの質問をされたɻ൴らのえに心
から関心を示し，൴らが信仰を表したことを喜ばれたɻ൴らが自分のٙ問についてਘ
Ͷるػ会と，൴ら自のಎ察を分かち合うػ会を与えられたɻそして，൴らの質問に応
じ，൴らの経験ஊに耳を傾けられたɻ救い主から愛されていたので，൴らは自分の考
えや個人的な気持ちを述べてもࠩし支えないと感じていたɻ

ɹ救い主は，൴らに証を述べるように求められたɻそして，൴らが証を述べたとき，御
ㆿ

霊
㆟ㆾ

が൴らを感動させたɻ救い主はこうਘͶられたɻ「あなたがたはわたしをだれと言
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うかɻ」ペテロはそれにえ，その証は強められたɻ「あなたこそ，生ける神の子キリス
トですɻ」

ɹ救い主は，൴らを信頼し，備え，そしてほかの人々を教え，祝福し，人々にえる重要
なを与えられたɻそして，「શ世քに出て行って，すべてのられたものに福音を
宣
ㆮ

べ伝えよ」と命じられたɻ救い主の目的は，൴らがほかの人々にえることによって
改心するように助けることであったɻ

ɹ救い主は൴らに，信仰をもって行動し，救い主から教えられた真理に従って生活する
ように求められたɻ心をਚくして福音に従った生活ができるようにఋ子たちを助けるこ
とに集中してすべての教えを授けられたɻこれを成し遂げるために，ػ会を見つけては，
൴らが༗効な経験によって学べるようにされたɻニーファイ人に御

ㆿ

࢟
㆙ㆋ㆟

を現されたとき，一
人一人を御自分のもとに来るように招いて，ニーファイ人が自分自で救い主を目にし，
感じ，知るように向けられたɻ൴らが御自分のࠂげたことを十分に理解していないと
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感じられたときには，家に帰り，またって来てもっと学ぶ備えをするよう求められたɻ

ɹ救い主は，あらΏる点で൴らの模範であり，良い指導者であられたɻ൴らとともに祈
ることによって，祈りについて教えられたɻ൴らを愛し，൴らにไすることによって，
愛し，ไすることを教えられたɻ福音を教えることによって，主の福音を教える方法
を教えられたのであるɻ

ɹ明らかに，救い主の教え方は世の方法とはҟなっているɻ

ɹしたがって，これは，すなわち救い主が教えられたように教えることは，あなたの神
聖なঌしであるɻあなたがこれを行うとき，青少年は，福音の種を২え，らませ，育
てるためのॴを心の中にઃけるであろうɻこれは改心に結びつくであろうɻあなた
が教える究ۃの目標はこれであるɻ青少年が改心するのを助けるとき，൴らが生֔に
わたって救い主に従う備えをするのを，すなわち，൴らが伝ಓのไをし，神఼のّࣜ
をडけ，義にかなった家族を育て，શ世քに神のԦࠃを築くのを助けることになるɻ
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序文
教会教育システム
ɹ日聖徒イエス・キリスト教会の教会教育システム（$ES）は，日聖徒イエス・
キリスト教会の教育管理会・理事会の指示のԼにそのػ能を果たすɻ教育管理
会・理事会は，大管長会，十二使徒定һ会の中から指໊された会һ，ならびに教会
のそのほかの中ԝװ෦と中ԝ役һでߏ成されているɻ

ɹ教会教育システム内の個々の৫として，宗教教育セミナリー・インスティテュー
ト，ブリΨム・Ϡング大学，ブリΨム・Ϡング大学アイダホߍ，ブリΨム・Ϡング大学
ハワイߍ，ならびに -DSビジωスカレッジがあるɻ

宗教教育セミナリー・インスティテュート
ɹ宗教教育セミナリー・インスティテュートは，青少年とϠングアダルトのためにि
日の宗教教育を提供するɻ宗教教育セミナリー・インスティテュートはまた，合ऺ
を管理しているɻߍ学ߴと中ߍつかの地Ҭでখ学ز外のࠃ

ɹ宗教教育セミナリー・インスティテュートにおけるわたしたちの務めは，୯なる教
育ではなく宗教教育を施すことであるɻ宗教教育とは永遠のための教育であり，主
の御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

の影響力を必要とするɻ J・ルーベン・クラーク・ジュニア管長は，セミナ
リーとインスティテュートの教師に語り，次のように教えているɻ「教師である皆さ
んは偉大な使命を負っていますɻ皆さんは教師として，教育の点に立っていますɻ
皆さんの教える事柄は，値の知れない価値があり，範囲にわたって影響をٴ΅す
という意味において，永遠のաڈから，現ࡏ，永遠のະ来にわたって人間にかかわ
り合うものすべてに比べて決してͻけをとりませんɻ」（h 教育に関する教会の指針 �ɦ
改గ൛ʤ1994 年ʥ，12）

ɹ現ࡏ，શ世քでઍ人のセミナリーとインスティテュートの教師と指導者が，教会
の青少年とϠングアダルトがイエス・キリストの福音を学び，その原則に従って生活
できるように助けているɻ

ɹこの手引きh 福音を教え学ぶ はɦ，その務めを果たす教師を支援するために用
意されたものであり，リソースブックであるɻ教師はこの手引きの内容に精通し，自
分にとって最も助けとなる分に集中して，܁りฦし参照するべきであるɻ教師が
この手引きを研究し，主の指示を求めるとき，主は，教師が準備する際に霊感を授
け，教師と生徒の関係を強くし，教師の教えに力をఴえ，主の業をもっと十分に果
たせるように御霊を授けてくださるであろうɻ
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宗教教育セミナリー・インスティテュートの目的
ɹわたしたちの目的は，ҎԼのことができるよう，青少年とϠングアダルトを助けることですɻイエ
ス・キリストの教えと贖

ㆀㆋㆪ

いについて理解しそれに頼るɻ神఼の祝福をडける資格を得るɻ天の御
父とともに永遠の命にあずかるため，自分自と自分の家族とपりの人々を備えるɻ

ɹこの目的をୡ成するためにʕ

生活する

ɹわたしたちはイエス・キリストの福音に従って生活し，御
ㆿ

霊
㆟ㆾ

を伴
ㆯ㇓

侶
㇊㇇

とするため懸命に努力しま
すɻわたしたちは，家ఉ，教ࣨ，地Ҭࣾ会にあって，行動においても人とのަわりにおいても模範
となりますɻわたしたちは，ઈえず自分の働き，知識，態度，人格を向上させるように努めますɻ

教える

ɹわたしたちは生徒に，聖典と預言者の言葉に見いだされるままの福音の教義と原則を教えま
すɻこれらの教義と原則を，൴らが理解し，教化されるような方法で教えますɻわたしたちは，生
徒が学習のա程における自らの役割を果たすよう助けますɻまた，福音をଞの人々に教える備え
ができるよう൴らを助けますɻ

管理運営する

ɹわたしたちはプログラムと資産を適切に管理運営しますɻわたしたちの働きは，親が家族を強
めるを果たすための助けとなるものですɻわたしたちは，生徒に参加するように勧め，また，
生徒が互いにަわり，ともに学ぶための霊的な環境を提供するうえで，神権指導者とີに協力
して働きますɻ
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1目的
イエス・キリストの福音の教師には，神聖な信頼がஔかれているɻ൴らの目的

は，୯にレッスンを教えることだけにとどまらないɻダリン・H・オークス長
は次のように述べているɻ「福音の教師はメッセージを伝えたり，教えを説いた
りするだけでຬすることは決してありませんɻ༏れた福音の教師は主の子らに
永遠の命をもたらす主の業を助けることをئいますɻ」（「福音を教える」h リアホナʱ
2000 年 1݄߸，96）

ɹ「宗教教育セミナリー・インスティテュートの目的」は，主の業を助ける働きに関
して教師と指導者に明確な指示を与えるものであるɻ

わたしたちの目的 〔1.1〕
　わたしたちの目的は，以下のことができるよう，青少年とヤングアダルトを助ける
ことです。イエス・キリストの教えと贖

あがな

いについて理解しそれに頼る。神殿の祝
福を受ける資格を得る。天の御父とともに永遠の命にあずかるため，自分自身と
自分の家族と周りの人々を備える。

ɹ天の御父は，御自分の子供たちのそれͧれが永遠の命を得ることを望んでおら
れる（モーセ1：39 参照）ɻ救い主は次のように教えられたɻ「永遠の命とは，།
一の，まことの神でいますあなたと，また，あなたがつかわされたイエス・キリストと
を知ることでありますɻ」（Ϥハω17：3）したがって，宗教教育が焦点を当てている
のは，生徒が天の御父と御子イエス・キリストを知って愛するように助けること，ま
た救い主の教えと贖いについて理解しそれに頼るように助けることであるɻ

ɹイエス・キリストの贖
㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

は，救いのܭըの中心を成すものであるɻその基本的
な真理の上に福音の教義と原則がଧち立てられているɻイエス・キリストの贖罪
がすべての福音を教え学ぶ中心でなければならないɻボイド・K・パッカー長
は次のように証

ㆀㆉ㆗

しているɻ「（贖罪は）キリスト教の教義の根本ですɻ皆さんは
枝がໜったのように福音に対する知識は๛かもしれませんが，もし枝葉の
෦分しか知らず，しかもそれが根に関係のない，真理かられたものであるな
らば，そこに命も実質も贖いもありませんɻ」（「อ者」h 聖徒のಓʱ1977 年
10݄߸，488）

ɹ生徒は，イエス・キリストについて学び，イエス・キリストの教えと模
範に従い，自分の生活の中にイエス・キリストの贖罪の効力をٴ΅
すとき，強さを得，ࣻ

㇆㇋

しと癒
ㆂ㇄

しと改心を経験するɻヘンリー・B・
アイリング管長は次のように教えているɻ

ɹ「わたしたちは目標をよりߴく持たなければなりませんɻ登
録，定ظ的な出席，ଔ業，聖文の知識，聖霊が真理を確ೝし
てくださるのを感じる経験など，これまでܝげてきた目標を
อたなければなりませんɻさらに，伝ಓ地と神఼を目指さ
なければなりませんɻしかし，生徒には，生徒である間に必
要なものがもっとありますɻ……
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福音を教え学ぶ

メモ ɹイエス・キリストの७ਮな福音が，聖霊の力によって生徒の心
に২え付けられなければなりませんɻ……わたしたちの目標は，
൴らがわたしたちと一緒にいる間に，イエス・キリストのճ෮され
た福音にほんとうに帰ґするようにすることですɻ」（ʠWF� MVTU�
RBiTF� OVS� SiHIUTʡʤモルモン書に関する$ES 大会，2001年 8
݄14日ʥ，2）

ɹ真の改心は，イエス・キリストの福音がもたらす最ߴの祝福にࢸ
るものであるɻ最ߴの祝福は神఼のّࣜによって得られるɻ生徒
は神఼の聖約を忠実にަわしてそれをकるとき，ঢ栄と永遠の命を
ؚむそれらの祝福にあずかる資格を得るɻ霊的な強さが加えられ，
より大きなฏ҆を与えられ，さらに個人の啓示をडけるであろうɻ

ɹ生活の中心を救い主と神఼にஔく生徒は，世の༠とٗきに対
してより大きなकりを得ることができ，また天の御父から求められ
るすべてのことを成し遂げる，より良い備えをすることができるɻ
永遠の命にࢸるಓに確ݻとしてとどまる強さを得ることができ，ま
た自分の家族とほかの人々がಉじఋ子のಓを見いだし，従えるよう

に，より良い助けを与えることができるɻ

生活する 〔1.2〕

わたしたちはイエス・キリストの福音に従って生活し，御
み

霊
たま

を伴
はん

侶
りょ

とするため懸
命に努力します。 〔1.2.1〕

ɹ生徒が「セミナリー・インスティテュートの目的」の項で֓説されている目的をୡ
成するのを助ける際に，教師ができる最大のݙߩの一つは，イエス・キリストの福
音に一؏して忠実に従うことであるɻ教師は，キリストのような人格をはぐくむよう
に努力し，また自分の人生のあらΏる面で天の御父を知り，御父に喜ばれるように
努めるとき，神聖な力を祝福として与えられるɻその力は，生徒が福音のメッセー
ジをどのようにडけ入れ，理解するかに影響をٴ΅すであろうɻ

ɹ教師は，福音に従って忠実に生活するとき，聖霊を伴侶とする資格を得るɻこの
聖霊を伴侶とすることは，教師がセミナリーとインスティテュートで立に務めを果た
すうえできわめて重要であるɻ教義と聖約の中で，主は次のように強調しておられ
るɻ「御霊をडけなければ，あなたがたは教えてはならないɻ」（教義と聖約 42：
14）ロバート・D・ヘイルズ長は次のように述べているɻ「宗教教育セミナリー・
インスティテュートにおける教師のはଟくありますが，これらのを果た
すために，教師はまず，個人の義を確立するように努めなければなりませんɻ教師
として，ৗに御霊がともにいてくださるように，福音に従って生活しなければなりま
せんɻ」（ʠ5FBDIiOH� CZ� FBiUIʡʤロバート・D・ヘイルズ長との༦べ，2002 年 2݄
1日ʥ，1）

わたしたちは，家庭，教室，地域社会にあって，行動においても人との交わりに
おいても模範となります。 〔1.2.2〕

ɹ教師はߴ， 潔な生活をし，自分が教える教義と原則にふさわしい模範となる
があるɻあらΏるঢ়گで，主を愛し聖霊を伴侶とする人が行うように，語り，え，

「わたしたちが教会の若い人々に，救い
主イエス・キリストを愛するようにと
教えるとき，彼らは主のまことの弟子
になるでしょう。この過程は，彼らが
忠実な愛ある夫と父親，妻と母親，す
なわち永遠の家族の導き手になる備えとなるでしょ
う。神殿は彼らの生活の自然な，そして重要な一部
となるでしょう。宣教師となり，ヤングアダルトとし
て，また後には成熟した夫婦として伝道地で主に仕え
るでしょう。……わたしたちが青少年の心をキリスト
に向けて，彼らを強めるとき，家族と教会を強めてい
ることにもなるのです。」

（ディーター・F・ウークトドルフ，“A Teacher of Godʟs Children”
〔ディーター・F・ウークトドルフ管長との夕べ，2011年1月 28 日〕，3）
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目的

メモ生活しなければならないɻ

ɹ最も重要なのは，自分の家の人目に৮れないॴでどのように行動するか，また伴
侶と子供にどのようにするかであるɻ「説得により，容により，Թްとॊ和に
より，また偽りのない愛により」この最も重要な関係がอたれていなければならな
い（教義と聖約121：41）ɻエズラ・タフト・ベンソン大管長は次のように述べてい
るɻ「夫婦として皆さんの関係がすばらしいものであるようにとئっていますɻ皆
さんの家ఉにฏ҆と救い主の愛があり，皆さんの家ఉを๚れるすべての人がそれ
を感じるようにとئっていますɻ皆さんの家ఉにޱ論や不和があってはなりませ
んɻ……皆さんは，行うすべてのことと皆さんがどう見えるかで，夫婦として大管
長会を代表しているのですɻ」（ʠ5IF�GPTQFM�5FBDIFS�BOE�HiT�MFTTBHFʡʤ$ES
宗教教育者へのߨ話，1976 年 9݄17日ʥ，7）

ɹ教師は教ࣨで，慈愛，，༏しさ，ଚ敬，神聖なものを敬うこ
となど，キリストのような特質を表すػ会が毎日あるɻ教師は，生
徒と良で適切な関係をҡ持しなければならないɻしかし，特定
の人に༏しくしす͗てޡ解を招いたり，Ա測やうわさのもとになっ
たりしないようにしなければならないɻ

ɹ教師は，学ߍや地Ҭや教会の活動や行事に参加したり，出席し
たりする際に，キリストのようなৼる舞いをするように努めなけれ
ばならないɻ親やಉ྅，宗務指導者，地Ҭࣾ会の人 と々適切かつ
協力的な関係を築き，ҡ持するように努めなければならないɻい
つもこれらのことを行って，イエス・キリストの福音に従って生活
するという७ਮな心からの決意を示すと，人々の生活に良い影響
をٴ΅す力が૿し加えられるɻ

わたしたちは，絶えず自分の働き，知識，態度，人格を向上させる
ように努めます。 〔1.2.3〕

ɹ教師は神の子供として，神性の一෦を内に備えているɻそれは，向上し，ਐา
し，もっと天の御父とイエス・キリストのようになりたいという望みを持たせるもの
であるɻ教師は，ઈえずこの望みを深め，また主とほかの人々の助けを得て，向上
したいという気持ちをもって行動しなければならないɻゴードン・B・ヒンクレー
長は，個人として成長し続けることの必要性を強調して次のように述べているɻ

ɹ「わたしは向上できると信じていますɻ成長を信じていますɻ……

ɹܑఋ࢞ຓ，あなたが 30 であろうと，あるいはࡀ 70 であろうと，成長し続けてࡀ
くださいɻ」（ʠFPVS� *NQFSBUivFT� GPS� RFMiHiPVT� EEVDBUPSTʡʤ$ES 宗教教育者
へのߨ話，1978 年 9݄15日ʥ，2）

ɹ向上するには，望みと熱意とが，またख़考と祈りによって求める主の助けが
必要であるɻヘンリー・B・アイリング長は，自己改善について重要な原則を教
えているɻ「ほとんどの人は，自己を改善するように努力した経験がଟ少はありま
すɻわたしは自分の経験から，人 と々৫の改善法について学びましたɻ最も大切
な注目すべき点は，わたしたちのよく行う事柄の中にখさな変化をىこしていくこと
ですɻண実に，また܁りฦし行うことには力がありますɻ変わるために適切なখさ
な事柄を選ぶよう霊感による導きを得ることができれば，従順であり続けることに

「皆さんはそれぞれ，かなり以前から，
自分がどういう人間であるかを教え
ているということをよく理解していま
す。……特定のレッスンで教える特
定の真理よりも，複合的に，皆さんの

特性の方がよく記憶されます。……わたしたちがキ
リストの弟子になろうと真剣に努めているなら，それ
が体現され，記憶されるのです。自分がどのように
記憶されるかという展望を持ち，そのうえで個人の
義を守っていると，皆さんの生徒の人生に真実の貢
献ができることでしょう。」

（ニール・A・マックスウェル，“But a Few Days”〔CES 宗教教育者へ
の講話，1982 年 9月10 日〕2）



4

福音を教え学ぶ

メモ よって大きな改善がもたらされますɻ」（ʠ5IF�-PSE�WiMM�MVMUiQMZ� UIF�HBSvFTUʡ
ʤヘンリー・B・アイリング長との༦べ，1998 年 2݄ 6日ʥ，3）

ɹセミナリーとインスティテュートで，教師は，ઈえず自分の働き，知識，態度，人格
を向上させるように努めなければならないɻ

働き。�教師は，教えると管理運営するにおける働きを向上させるようにい
つも努めなければならないɻ基本的な原則と技術を理解し応用するようにバラン
スよく，ண実に，熱心に努力することによってそれを行うことができるɻセミナリー
とインスティテュートの資料に，またスーパーバイβー，ಉ྅，生徒，神権指導者，
そのほかの人々に助けを求めることは，教師と指導者が自分の働きについてもっと
正確な評価を得るのに，また最も必要な分を改善するために必要な導きを得る
のに役立つであろうɻ

知識。� 教師は，聖典と預言者の言葉の背景と内容，ならびにそれ
にؚまれている教義と原則を研究するように一؏して努めなければ
ならないɻそうするときに，救い主の福音と贖

㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

についての理解が
૿し，もっと生徒の人生に祝福をもたらすことができるようになる
であろうɻ教師は，聖文ならびにセミナリーとインスティテュートの
資料にؚまれている原則と効果的な教授法について知識と理解を
૿すようにしなければならないɻ適切な管理運営の原則に精通し
（7ページの第 1�4 項「管理運営する」を参照），またセミナリーと
インスティテュートの方針と業務を理解しなければならないɻ

態度。� 教師の態度によって，かなりの程度，教師自のせと生
徒に良い影響をٴ΅す能力が決まるɻݩ気であるようにઈえず努
め（教義と聖約 68：6 参照），ほかの人々にえるように努め，一
致を得ようと努力し，難しいঢ়گで最善をਚくす教師は，かかわる
生徒とಉ྅の人生に祝福をもたらすであろうɻ

人格。�福音に従って生活するように努力し，自分の働き，知識，態
度を向上させるように一؏して実に努める教師は，「セミナリー・
インスティテュートの目的」をୡ成するのを助けるために必要な人
格が自વにはぐくまれるであろうɻリチャード・G・スコット長は
次のように教えているɻ「わたしたちは，自分がそうありたいとئ
う人物になりますɻそのためにはटඌ一؏して毎日，自分がそうな
りたいとئう人物であらͶばなりませんɻ義にかなった人格は，皆
さんがなろうとしている人物が備えるべき大切な特質ですɻ義に

かなった人格は，ࠓ手にしているいかなる物質，学習によって得たいかなる知識，
あるいはこれまでにୡ成したいかなる目標よりもずっと大切ですɻ」（「本質を変える
信仰の力と人格」h リアホナʱ2010 年 11݄߸，43）

ɹ結ہ，自分の働き，知識，態度，人格を向上させるように努めるときに大切なの
は，イエス・キリストの模範に従うことであるɻハワード・W・ハンター大管長は次
のように述べているɻ「主イエス・キリストの教えと模範は，生活のあらΏる面でわ
たしたちの行動をܗづくり，人格をܗ成しʤますɻʥそれは，主の御

ㆿ

໊
ㆪ

をףした教会
へのݙにとどまらず，家ఉ，職，地Ҭࣾ会などのଟذにわたるࢲ生活にまでٴ
んでいますɻ」（「神の証人になる」h 聖徒のಓʱ1990 年 7݄߸，64 参照）

「兄弟姉妹，知識が十分な人はだれ一
人いません。学習の過程は終わりの
ない過程です。わたしたちは読まな
ければなりません。観察しなければ
なりません。吸収しなければなりま
せん。心を向けるものについて深く考えなければな
りません。」

（ゴ ー ド ン・B・ ヒ ン ク レ ー，“Four Imperatives for Religious 
Educators,” 2）

「もし人がわたしのもとに来るならば，
わたしは彼らに各々の弱さを示そう。
……わたしの前にへりくだるすべての
者に対して，わたしの恵みは十分であ
る。もし彼らがわたしの前にへりくだり，わたしを信
じるならば，そのとき，わたしは彼らの弱さを強さに
変えよう。」

（エテル12：27）
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目的

メモ教える 〔1.3〕

わたしたちは生徒に，聖典と預言者の言葉に見いだされるままの福音の教義と
原則を教えます。 〔1.3.1〕

ɹイエス・キリストの福音の教義と原則に関する知識，理解，証
ㆀㆉ㆗

は，天の御父の御
ㆿ

心
㆓㆓㇍

にかなう選択をする指針と十分な強さを生徒に与えるであろうɻ

ɹ教義とは，イエス・キリストの福音の基本的な不変の真理であるɻボイ
ド・K・パッカー長は次のように教えているɻ

ɹ「真実の教義を理解すれば，人の態度や行動は変わりますɻ

ɹ福音の教義を研究することは，人の行動を研究することよりも，
ずっとやかに行動を改善する力がありますɻ」（「༮き子ら」h 聖
徒のಓʱ1987 年 1݄߸，18－19）

ɹリチャード・G・スコット長はこう強調しているɻ「原則は真理を凝縮したも
のであり，ҟなったঢ়گにく応用できるものですɻ真の原則が分かれば，最もࠞ
乱した，またどうしようもないঢ়گにおいても確信をもって決அすることができま
すɻ」（「霊的な知識を得る」h 聖徒のಓʱ1994 年 1݄߸，97 参照）

ɹ聖典と預言者の言葉には，教師と生徒が理解し，教え，応用するように努めなけ
ればならない福音の教義と原則がؚまれているɻ日に福音を教える人々に，主
は次のように指示しておられるɻ「h 聖書 とɦશな福音がࡌっているh モルモン
書 のɦ中にあるわたしの福音の原則を教えなければならないɻ」（教義と聖約 42：
12）主はまた，日の預言者の教えを理解し，それに従うことの重要性をஅ言して
おられるɻ「൴が……わたしの言葉とռめをडけるとき，あなたがた……は，൴が
あなたがたに与えるそれらのすべてを心に留めなければならないɻ……あたかも
わたし自のޱから出ているかのように，൴の言葉をडけ入れなければならないɻ」
（教義と聖約 21：4－5）

ɹ1938 年に，J・ルーベン・クラーク・ジュニア管長は，大管長会を代表して，セミ
ナリーとインスティテュートの教師に歴史的なߨԋをし，次のように述べているɻ

ɹ「皆さんがまず関心をうべきこと，皆さんの最も大切な，また།一の義務は，こ
の日に啓示されたままに，主イエス・キリストの福音を教えることですɻ皆さんは
資料とし，典ڌとして，教会の標準聖典と，この日に主のຽを導くように神よりঌ
された人々の言葉を使って，この福音を教えなければなりませんɻ……

ɹ皆さんは職のߴにかかわりなく，教会の標準聖典に宣言され，主の思いと御心
を教会に伝えるように権能を与えられた人々の宣

ㆮ

べた教会の教義を，変えたり修正
したりしてはなりませんɻ」（h 教育に関する教会の指針 改ɦగ൛ʤ1994 年ʥ，12－
13 参照ɻ教義と聖約 42：12－13も参照）
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福音を教え学ぶ

メモ これらの教義と原則を，彼ら〔生徒〕が理解し，教化されるような方法で教えま
す。 〔1.3.2〕

ɹ教師は，福音の教義と原則を教える方法を決めるとき，生徒がこれらの重要な
真理を理解し，聖霊によって教化されߴめられるような方法を選ばなければならな
いɻ教師と生徒は，教義と原則を理解すると，その意味が分かり，それらとほかの
原則と教義との関係を知り，救いのܭըにおける，また自分自の人生におけるそ
の重要性が分かるɻ人は福音の原則に従って生活し，また心が聖霊によって照らさ
れて初めて，永遠の原則と教義をほんとうに理解できるのであるɻ

ɹ教化は聖文を理解するとಉ時にىこるものであるɻ「FEiGZ」（教化する）とい
う言葉は，ラテン語の語根「BFEFT」（「ॅډ」または「神఼」の意）と「GBDFSF」
（「作る」の意）から生したものである（$PMMiOT� EOHMiTI� DiDUiPOBSZ ʕ
$PNQMFUF�BOE�6OBCSiEHFEʤ2003 年ʥ，ʠFEiGZʡ参照）ɻしたがって，「教化する」
とは，神఼のݐઃに関連しており，霊的にݐてる，あるいは強めることを意味してい
るɻ喜び，ฏ҆，啓ൃ，義にかなって生活したいという望みは，教化に関連するもの
であるɻ教師と生徒が྆者ともに教授と学習のա程で御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

の指示に従うならば，
聖典では次のことが約束されているɻ「説く者とडける者が互いに理解し合い，྆
者ともに教化されて，ともに喜ぶのであるɻ」（教義と聖約 50：22）

わたしたちは，生徒が学習の過程における自らの役割を果たすよう助けます。
また，福音を他の人々に教える備えができるよう彼らを助けます。 〔1.3.3〕

ɹ改心を促し，福音が生徒の心の中に根づくのに助けとなる福音の学習には，教
師のଆの熱心な努力Ҏ上のものが必要であるɻ霊的な学習には，学習者の努力と
選択の自由を使うことが必要であるɻヘンリー・B・アイリング長は次のように
教えているɻ「真の改心は，大きな努力とともに，生徒が信仰をもって自由に求め
ることにかかっていますɻ」（ʠWF�MVTU�RBiTF�OVS� SiHIUTʡ� 4）デビッド・A・ベ
ドナー長は，生徒のう努力がその心に聖霊の影響力を招くことを強調してい
るɻ

ɹ「教師は，説明し，論証し，་し，証
ㆀㆉ㆗

することができ，しかも大きな霊的な力をもっ
て効果的に行うことができますɻしかしながら，結ہ，メッセージの内容と聖霊の
証は，डける人がそれをडけ入れるときにのみ心に入るのですɻ……

ɹ正しい原則に従って行動し，選択の自由を使う学習者は，聖霊に
心を։き，聖霊の教えと，証の力と，確信をもたらす証を招き入れ
ますɻ」（ʠSFFL� -FBSOiOH� CZ� FBiUIʡʤデビッド・A・ベドナー長
との༦べ，2006 年 2݄ 3日ʥ1，3）

ɹ聖典では，霊的な学習を求める者は，教えをडけるために自分
の思いと心を備え，研究とख़考と祈りによって熱心に知識と理解を
求め，また聖霊からडける気持ちに従わなければならないと教え
られている（エズラ 7：10ʀ1ニーファイ10：17－19ʀ教義と聖約
138：1－11ʀジョセフ・スミスʕ歴史 1：10－20 参照）ɻଟくの

生徒にとって，聖文から学΅うとそのような努力をすることは不׳れであり，ଟ少ࠔ
難に思われるかもしれないɻしかし，教師は，൴らが理解し，डけ入れ，福音の学
習における役割を果たすのを助けることができるɻҎԼのことを行うように生徒を

「わたしたちは，誠実に一貫して信仰
に促された行為を続けることによっ
て，聖霊からの教えを学んで受け入れ
る意欲があることを天の御父と御子
イエス・キリストに示すことができま
す。」

（デビッド・A・ベドナー，“Seek Learning by Faith,” 3）
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目的

メモྭますことによって，൴らが霊的な学習における役割をੵۃ的に果たす方法を学ぶ
のを助けることができるɻ

wç毎日の聖文研究を習׳とするɻ
wç御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

の影響をडけるように心と思いを備えるɻ
wç自の生活に関連のある教義と原則を見つけ，自分の言葉で述べるɻ
wç熱心な研究とᛉ

㇁ㆂ


㆝ㆄ

と祈りによって聖文の理解を深めるɻ
wç福音と福音を生活に応用する方法をもっとよく理解するのに役立つ質問を
し，えを求めるɻ

wçಎ察と経験と気持ちを分かち合うɻ
wçほかの人々に福音の教義と原則を説明し，それが真実であることを証す
るɻ

wç印を付ける，相互参照する，聖典研究補助資料を使用するなど，聖文研究
の技術を伸ばすɻ

ɹ霊的な学習における自らの役割を果たす生徒は，聖霊から教え
をडけようとする意欲を示していることになるɻそのような生徒は
しばしばもっと聖文に心を向け，感動を覚えるɻ救いの教義と原
則をさらにはっきりと理解し，思い出し，また教えられたことをもっ
とよく応用するようになるɻ福音の教義と原則を見つけ，質問を
し，えを分かち合うとき，自分自で研究するための༗ӹな技術
も学ぶのであるɻ

ɹこのように参加することによって，生徒は自分の家族や友人，そ
のほかの人々にもっと効果的に福音を教えることができるようにな
るɻまた，ক来，宣教師，親，教師，また教会の指導者として福音
の教義と原則を教えるための備えがもっとよくできるであろうɻ

管理運営する 〔1.4〕

わたしたちはプログラムと資産を適切に管理運営します。 〔1.4.1〕

ɹ管理運営するとは，人々を指導し，人々にえ，またプログラムと資産について指
示し管理することと定義づけることができるɻイエス・キリストは，すべての事柄に
ついてશな模範を示す御方として，真実の指導者が持つ神聖な特質の手本を示
されたɻ現ࡏの割り当てがԿであろうと，セミナリーとインスティテュートのすべて
の指導者と教師は，キリストのような方法で指導し管理するػ会とがあるɻ

ɹ慈愛，ビジョン，ݠ
㆐㇓

ଝ
㆝㇓

という特質を備えている人は，主が望んでおられるように主
の業を果たすことができるɻ慈愛，すなわちキリストの७ਮな愛は，教師にとって，
生徒，神権指導者，親，ಉ྅，スーパーバイβーとの関係の基でなければならないɻ
慈愛とは，୯なる気持ちだけではなく，ৼる舞い方と生き方でもある（モロナイ7：
45 参照）ɻビジョンを持っている指導者は，霊感による指針を与え，目的意識を生
み出し，प囲の人々に熱意を注͗込むɻ聖典では，ビジョンがなければຽは໓びる
と教えられている（ᝯ言 29：18 参照）ɻݠଝな管理者と教師は，自分が主にґଘ
していることをよく理解し，また「セミナリー・インスティテュートの目的」をୡ成す

「〔生徒が〕参加しようと決心すること
は選択の自由を使うことであり，そう
すると，各個人の必要に適した個人あ
てのメッセージが聖霊によって伝えら
れます。参加しやすい雰囲気を作る

と，教師が伝えることのできる教えよりももっと重要
な教えを御霊が伝えてくださる可能性が高まります。

　その参加によって，御霊の指示が生徒の生活にも
たらされます。」

（リ チ ャ ー ド・G・ ス コ ッ ト，“To Learn and to Teach More 
Ef fectively,” Br igham Young University 2007 － 2008 
Speeches〔2008 年〕，4－ 5）
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福音を教え学ぶ

メモ るためにほかの人 と々緊ີに協力して働こうとするɻ主は次のように述べておられ
るɻ「人はݠଝであり，愛にຬち，信仰とر望と慈愛を持ち，また自分にせられ
たすべてのことについて自制しなければ，だれもこの業を助けることはできないɻ」
（教義と聖約12：8）

ɹすべての教師と指導者は，適切にプログラムと資産について指
示し管理するػ会とがあるɻ管理運営上のは，個人に
祝福をもたらすという霊的な目的のためにあるɻ「༧ࢉを立て，レ
ϙートを作成し，教会のॴ༗物や資産に配ྀし，̓ શを確อし，プ
ログラムをಜし，評ٞ会に参加ʤし，生徒や親，神権指導者と話
し合うことはʥすべて，管理運営上のきわめて重要な務めであるɻ」
（h 適切に管理運営するʕ教会教育システム指導者ならびに教
師用手引き ʤɦ2003 年ʥ，2）ヘンリー・B・アイリング長は次のよ
うに教えているɻ「皆さんがえている人々のために現世の事柄
を適切に行うことの霊的な価値を，決して，決してաখ評価しない

でくださいɻ」（ʠ5IF�BPPL�PG�MPSNPO�WiMM�$IBOHF�:PVS�-iGFʡʤモルモン書に
関する$ESシンϙジウム，1990 年 8݄17日ʥ，7）

わたしたちの働きは，親が家族を強める責任を果たすための助けとなるもので
す。 〔1.4.2〕

ɹ子供にイエス・キリストの福音を教える第一のは，親にあるɻ親は子供のࣾ
会性のൃల，対人関係，とだしなみの標準をಜすること，また教義上の質
問にえることについてもを負っているɻ教会の指導者は，親がこのを
果たすのを助けるɻ

ɹセミナリーとインスティテュートの指導者と教師は，第 1に，親を支援するɻその
ために，聖典と預言者の言葉に見いだされるままのイエス・キリストの福音を生徒
に教え，教義的に見て家族が重要であることと，家族と家族の活動を༏ઌするこ
との重要性を強調する（h 適切に管理運営するʱ4 参照）ɻ教師は生徒に，親を敬
い，親に助言と指導を求めるようにྭまさなければならないɻ教師はまた，クラス
で教えていることを親と分かち合うこともできるɻ

わたしたちは，生徒に参加するように勧め，また，生徒が互いに交わり，ともに
学ぶための霊的な環境を提供するうえで，神権指導者と密接に協力して働きま
す。 〔1.4.3〕

ɹ宗教教育セミナリー・インスティテュートのプログラムはすべて，適切な神権の鍵
ㆉㆍ

をอ༗している中ԝと地ݩの神権指導者の྆方の指示のԼで運営されるɻ

ɹ青少年とϠングアダルトに祝福をもたらす努力をするに当たって，セミナリーとイ
ンスティテュートの指導者と教師は，地ݩの神権指導者とີに，また緊ີに協力
して働くことが重要であるɻ神権指導者の指示のԼで，指導者と教師は，話し合
い，協力して，確実に֤青少年とϠングアダルトが登録し，出席し，適切な学習コー
スを修了するように൴らに勧め，൴らをྭますɻ教師と管理者は，神権指導者とੵ
的に連བྷを取り合い，生徒をセミナリーとインスティテュートに登録し定ணさせるۃ
ようにしなければならないɻクラスに来ている生徒だけを教えることでຬしては
ならないɻ

「慈愛は長く堪え忍び，親切であり，
ねたまず，誇らず，自分の利益を求め
ず，容易に怒らず，悪事を少しも考え
ず，罪悪を喜ばないで真実を喜び，す
べてを忍び，すべてを信じ，すべてを望み，すべてに
耐える。」

（モロナイ 7：45）
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目的

メモɹセミナリーとインスティテュートの指導者と教師は，ط定の方針と手続きにఴっ
て，神権指導者とີに協力して，クラスのためにઃ備の準備をし，証

ㆀㆉ㆗

が強められ
福音の知識が૿す適切な霊的かつࣾަ的環境を備えるɻ教師と管理者は，現行
のセミナリーとインスティテュートの方針に従わなければならないɻまた，ࣾ ަ活
動とไ活動の種ྨとස度について地ݩの神権指導者と協ٞし，神権指導者や補
助৫指導者がܭըし実施する活動をげず，むしろ支援できるようにするɻ

ɹ教師と管理者は，若い男性と若い女性の指導者とも緊ີに協力して働き，また
「神への務め」プログラムと「成長するわたし」プログラムに参加するように適切に
青少年をྭまさなければならないɻ可能であれば，セミナリー教師は，青少年が必
要としていることについて，青少年のほかの教師やアドバイβー，指導者と相ஊし
なければならないɻ

（セミナリーとインスティテュートの管理運営に関する原則と業務のৄ細について
は，手引きh 適切に管理運営する をɦ参照するɻ）
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福音を教え学ぶときの 
基本
「宗教教育セミナリー・インスティテュートの目的」では，「教える」際の 3 つ

の主要な目的が示されているɻ管理者と教師は，宗教教育セミナリー・イ
ンスティテュートの目的をୡ成するためにこれを行うように努めるɻ

�1��わたしたちは生徒に，聖典と預言者の言葉に見いだされるままの福音の教義
と原則を教えますɻ

�2��これらの教義と原則を，൴らが理解し，教化されるような方法で教えますɻ
�3��わたしたちは，生徒が学習のա程における自らの役割を果たすよう助けますɻ
また，福音をଞの人々に教える備えができるよう൴らを助けますɻ

ɹこれらの目的をୡ成できるよう助けるために，セミナリーとインスティテュートの
教師と生徒は，「福音を教え学ぶときの基本」を実行するように特に勧められてい
るɻ

福音を教え学ぶときの基本
教師と生徒が行うべきこと

wç御
ㆿ

霊
㆟ㆾ

によって教え，学ぶɻ
wç愛と敬意と目的意識のある学習環境を作るɻ
wç毎日聖文を研究し，コースの聖典を読むɻ
wç聖典と預言者の言葉の背景と内容を理解するɻ
wç福音の教義と原則を見つけ，理解し，それらが真実であり重要である
ことを感じ，それらを応用するɻ

wç福音の教義と原則を説明し，分かち合い，証
ㆀㆉ㆗

するɻ
wç重要な聖句と基本的教義に精通するɻ

ɹこれらの原則と実ફと結果は相互に関連し合っているɻこれらの基本的な事柄
を，ݡ明に，また相互に調和をอって実行するとき，生徒は，聖文と聖文にؚまれ
ている教義と原則を理解する能力をに付けることができるɻまた，福音の学習
における役割をੵۃ的に果たすよう生徒に促し，福音に従って生活して福音をほか
の人々に教える能力を૿し加えるɻ

御
み

霊
たま

によって教え，学ぶ 〔2.1〕
ɹ福音を教え学ぶことは，聖霊の力によって行われるɻ御霊による教授と学習は，
聖霊が役割を果たされるとき，すなわち聖霊が教師，生徒，またはその྆者ととも
に働かれるときに行われるɻ御霊によって教え学ぶことによってのみ，生徒はイエ
ス・キリストの教えと贖

ㆀㆋㆪ

いについて理解しそれに頼るようになり，永遠の命の資格
を得ることができるɻ

2
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福音を教え学ぶときの基本 

メモɹヘンリー・B・アイリング管長は，霊的な学習において聖霊が果たされる重要な
役割を強調し，次のように教えているɻ「生徒は，聖なる御霊によって教えられな
いか͗り，神について知ることはできませんし，本来あるべき愛し方を知ることも
できませんɻ御霊によってのみ，生徒は，神がわたしたちを深く愛してわたしたち
の罪をঈうために御子をݣわしてくださったこと，イエスが神の御子であられる
こと，またキリストが罪の代価を支ってくださったことを知ることができるの
ですɻ御霊によってのみ，モルモン書が神の真実の言葉であることを知るこ
とができるのですɻそして，霊感によってのみ，永遠の命をडけるために
必要なّࣜを与えてくださっている御父と御子の愛を感じることができる
のですɻ聖霊によって心の中に深く২え付けられるそれらの証

ㆀㆉ㆗

を得ること
によってのみ，生徒は，確かなの上にをஔき，人生の༠とࢼ練を
通じてしっかりと立てることでしΐうɻ」（ʠ5P�KOPX�BOE�UP�-PvF�GPEʡ
ʤヘンリー・B・アイリング管長との༦べ，2010 年 2݄ 26日ʥ，2）

ɹҎԼのリストは，福音を教え学ぶ際に聖霊が果たされる役割に関連し
てその働きのزつかを述べたものであるɻ

wç父なる神と御子イエス・キリストについて証してくださる（1コリント
12：3ʀエテル12：41参照）ɻ

wç教師と生徒の྆方を教化される（霊的にߴめる，あるいは強める）
（1コリント14：12ʀ教義と聖約 50：22－23ʀ84：106 参照）ɻ
wç喜び，愛，ฏ҆，，Թްなどをؚむ「御霊の実」を授けてくださる（Ψ
ラテϠ 5：22－23ʀローマ15：13ʀ教義と聖約 6：23ʀ11：12－13 参
照）ɻ

wç権Җをもって大に語る力を人に与えられる（1ニーファイ10：22ʀアル
マ18：35ʀモロナイ8：16 参照）ɻ

wç福音の教義と原則が真実であることを証してくださる（Ϥハω15：26ʀ教
義と聖約 21：9ʀ100：8 参照）ɻ

wç真理，知識，ಎ察，理解，啓ൃを与えてくださる（Ϥハω16：13ʀ1コリン
ト2：9－11，14ʀ教義と聖約 6：14ʀ11：13－14ʀ76：5－10，116 参
照）ɻ

wç教師と生徒がアイデア，֓ ೦，原則を思い出せるように助けてくださる（Ϥ
ハω14：26 参照）ɻ

wç言うべきことと言ってはならないことについて霊感を与えてくださる（ル
カ12：11－12ʀ2 ニーファイ32：7ʀ教義と聖約 84：85ʀ100：5－ 6 参
照）ɻ

wç真理を人々の心に伝えてくださる（2 ニーファイ33：1参照）ɻ
wç人々の心を和らげてくださる（1ニーファイ2：16ʀアルマ 24：8 参照）ɻ
wçҚめを与えてくださる（Ϥハω14：26ʀ教義と聖約 88：3 参照）ɻ
wç聖
ㆌ㇈

め，心を変えてくださる（モーサϠ 5：2ʀ3 ニーファイ27：20ʀモロナイ
6：4 参照）ɻ

ɹ教師は，霊的な学習における聖霊の重要な役割を理解すると，これらの働きを
果たされる御霊を招くために，自分が行えることをすべて行うであろうɻこれを行
うために，個人としてふさわしくあるように努めるであろうɻ「信仰の祈り」をささげ
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福音を教え学ぶ

メモ （教義と聖約 42：14），またそれͧれのレッスンの準備を十分に行おうとするであ
ろうɻ生徒の学習経験に焦点を当てるようにし，またほかのことに心をୣわれたり
心配したりせずに心を穏やかにするように努めるであろうɻڏݠな探究心を持つ
であろうɻまた，学ぶա程で聖霊を招くように生徒に勧めるであろうɻ

ɹ教師と生徒は，聖霊をडけやすくする助けとしてҎԼのことを行えるɻ

wç༗意義なディボーショナルを行うɻ
wç聖典と預言者の言葉を読み，教えるɻ
wç救い主の模範と救い主に関する話し合いに焦点を当て，救い主について証
を述べるɻ

wç福音の教義と原則について簡潔明
㇁ㆂ

ྎ
㇊㇇ㆄ

に述べるɻ
wç静かな中で霊感をडけられるように深く考える時間を取るɻ
wç適切な個人の経験を分かち合い，教義と原則について証するɻ
wç霊を鼓舞する音楽を使うɻ
wç互いと主に対して愛と感ँを表すɻ

• 

ɹ教師は次のような質問を考えることによって，クラスに御霊の働きがあるかどう
か知ることができるɻ

wç生徒は，救い主，福音，聖文に対する愛が૿していると感じているだろうかɻ
wç生徒は，教えられている原則をはっきりと理解しているだろうかɻ
wç生徒は，教化され，学んだ原則を行動に表す促しを感じているだろうかɻ
wçクラスの和合一致が૿しているだろうかɻ
wç証を述べ，証を強くしているだろうかɻ
wç生徒は，学ぶことにڵ味を持ち，学び続けているだろうかɻ
wç教ࣨに「愛，喜び，ฏ和，容，慈愛，善意，忠実」の気持ちがあるだろうか
（ΨラテϠ 5：22）ɻ

ɹいかに࠽能があっても，あるいは忠実であっても，御霊の働きを
なせる教師はだれ一人としていないことを覚えておくことが重要で
あるɻ時ં，霊的な経験を作り出そうとする教師がいるɻボイド・
K・パッカー長は次のように教えているɻ「霊的な事柄に無理
強いはききませんɻ……౾に無理にժを出させたり，ཛにͻなにか
えるように命じたりすることができないように，無理に御霊から
えを引き出すこともできませんɻ皆さんにできるのは成長を促す環
境作りをし，養い，कることであり，無理強いはできませんɻ成長

をたなければならないのですɻ」（「主のともしび」h 聖徒のಓʱ1983 年 10݄߸，
40 参照）

ɹ御霊によって教えようとする教師は，自分の知性や教える技術，人柄だけに頼っ
てはならないɻ聖霊の影響力に頼るようにしなければならない（2 ニーファイ4：
34 参照）ɻまた，感情をあおったり，あるいは御霊がある証ڌとして意識的にྦを
༠おうとしたりすることは避けなければならないɻハワード・W・ハンター会長は
次のように注意しているɻ「毎日教ࣨで教えている教師……として，わたしたちは，
気をつけなければ，ふさわしくない作為的な手ஈによって主の御霊の真実の影響

「クラスの中に主の御霊がとどまるよ
うにしたければ，穏やかな雰囲気が絶
対に不可欠です。」

（ジェフリー・R・ホランド「教会で教え，学ぶ」『リ
アホナ』2007 年 6月号，59）
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福音を教え学ぶときの基本 

メモを模倣しようとし࢝めるかもしれませんɻ感情のߴまりやྲྀれ出るྦが御霊のྟ
ྦ，をわたしは心配しますɻ確かに主の御霊はگとಉ一視されるようなঢ়ࡏ など，
情緒的な強い感情をもたらすことがありますɻしかし，その外面的な現れを御霊そ
のもののྟࡏとࠞಉしてはなりませんɻ」（ʠEUFSOBM�*OvFTUNFOUTʡʤハワード・W・
ハンター会長との༦べ，1989 年 2݄10日ʥ，4）

ɹ教師は，「御霊から……とࠂげられました」とか，「……するようにと御霊が言い
ました」などという言葉の使い方には気をつけなければならないɻނ意であろうと
なかろうと，このような言葉は，自分で自分を宣伝するものと思われたり，霊的ਫ準
がߴいというա大評価をほのめかすことになったりしかͶず，結ہは霊的な事柄を
無理強いするものであるɻ通ৗ，教師は，自分が御霊に促されていることをެ言せ
ずに，御霊の促しに従って行動すればそれで十分であるɻ

ɹヘンリー・B・アイリング長はこのように勧ࠂしているɻ「生徒に御霊を伴う経
験を与えることは，それについて話すことよりもはるかに重要ですɻまた，御霊に
ついて経験することは人によって少しҧうということを知っておいてくださいɻ……
それはඇৗに個人的なものであるので，あまりଟく۩ମ的な話をしないように少し
慎重になった方がよいと思いますɻ御霊を伴う経験は……h 御霊を感じています
か とɦ言い続けるよりもよいのではないかと思いますɻh 御霊を感じていますかʱ
と言い続けることはٯ効果になる危険性があると思いますɻ」（ʠEMEFS�RiDIBSE�G��
SDPUU�BOE�EMEFS�HFOSZ�B��EZSiOH�DiTDVTTiPOʡʤ$ES 訓練Ӵ์ૹ，2003 年
8݄ʥ，8）

ɹ教師は，御霊によって教えるということは，指定された教科課程用資料を使うこ
とをؚめ，熱心によく考えてレッスンを準備するをഉ除するものではないという
ことに留意しなければならないɻଞ方，祈ることや考えること，あるいは可能な変
更を加えることをせずに，教科課程用資料のすべての提Ҋに従うというのではな
く，御霊によって教えるにはそれҎ上のことが必要であるɻさらに教師は，レッス
ンの֓要にີݫに従うことに集中するあまり，心を։くことをしない，つまりクラス
の時間中に御霊をडけて御霊からの印に従わないということのないようにしなけ
ればならないɻ

愛と敬意と目的意識のある学習環境を作る 〔2.2〕
ɹ教師と生徒が，主と互いと神の言葉を愛しଚぶとき，学習が促されるɻ目的意識
をڞ༗すると，努力とظを集中させ，また教ࣨでの経験が方向づけられるɻ愛
と敬意と目的意識のあるこのような環境を作ることは，教師と生徒の྆方ので
あり，聖霊の影響力による教化をもたらすɻ

愛と敬意 〔2.2.1〕

ɹ愛は心を和らげ，聖霊の影響力を招くɻ教師は，救い主が人々を愛されるように
愛するとき，救い主が御ཡになるように人々を見るɻ教師は，キリストのような愛が
あれば，若い男性と女性一人一人が真の改心を遂げられるように助けることを決し
てやめないɻダリン・H・オークス長は次のように教えているɻ「教えるঌしを
डけるときに，わたしたちは永遠の父なる神と御子イエス・キリストを愛しているた
めにそのঌしをडけ，そして教えるべきですɻそのうえで，福音の教師は生徒への
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福音を教え学ぶ

メモ

Notes lines
Cover up

愛をもってৗに教えなければなりませんɻ……わたしたちをไにۦり立てる最も
ਸߴな動ػは，神に対する愛と神の子供たちに対する愛ですɻ愛に基づいて教え
る人は，自分がえている御方の御

ㆿ

手
ㆦ

に使われる者としてଚばれることでしΐうɻ」
（「福音を教える」h リアホナʱ2000 年 1݄߸，95 参照）

ɹ主を愛し，自分たちに対する主の愛を知っている教師と生徒
は，主に近づき，もっと主のようになりたいと心から望むようにな
るɻ教師と生徒は，主の言葉と預言者の言葉をଚび，敬うと，熱
心に聖文を研究し，学ぶことを応用し，また学んでいることをほ
かの人 と々分かち合いたいと思うようになるɻ

ɹ生徒は，教師やほかの生徒から愛され，ଚ敬されていると分か
れば，学ぶ準備が整っているクラスにやって来るであろうɻडけ
入れられ，愛されていると感じれば，心が和ら͗，ڪれがബれ，自
分の経験と気持ちを教師やクラスのほかの生徒と分かち合いた
いという望みとそれに必要な自信を持つようになるであろうɻ

ɹ教師は，生徒が贖
㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

を理解するように助けることにより，生徒
に൴らの神聖な性質と，天の御父と御子にとって無限の価値があ
ることを教えることにより，また適切に敬

㆐ㆂ

虔
㆐㇓

な方法で御二方につ
いて語り証

ㆀㆉ㆗

することにより，生徒の主に対する愛とଚ敬の気持ちを養うことができ
るɻ

ɹ教師は，生徒に対して๊いている愛とଚ敬の気持ちを૿すようにしなければなら
ないɻそうすることは，生徒に対してキリストの७ਮな愛を์つのに役立ち，また
と思いやりをもって教えるのに役立つであろうɻ教師は，生徒の໊前を覚え，
൴らの関心事，࠽能，努力目標，能力を知るように努めることができるɻ生徒શମ
のために，また֤々のためにも祈ることができるɻクラスに来るすべての生徒を自
らܴし，またすべての生徒に参加するػ会を与えることができるɻ生徒が質問
するときや自分の考えや気持ちを分かち合うときに，注意深く耳を傾けなければな
らないɻさらに，生徒が参加する࠵し物やスϙーツ競技，そのଞの行事に行くとよ
いɻ生徒を愛するように努力はしても，親や神権指導者に代わろうとしたり，生徒
の個人的な相ஊ相手になろうとしたりしてはならないɻ

ɹほとんどの教師には，ある程度，能力に限քのある生徒や心
に障がいのある生徒がクラスにいるであろうɻ൴らも天の御父
の子供であり，現世で経験する問題や制限にかかわりなく福音を
学ぶ必要があるɻ預言者ジョセフ・スミスはこのように教えてい
るɻ「神がかつて世にૹられたすべての精神と霊は，成長すること
ができますɻ」（h 歴代大管長の教えʕジョセフ・スミス ʤɦ2007
年ʥ，210）教師は，生徒のશһにこまやかに気を配り，レッスンを
準備し，行うときに൴らの個人的な必要と能力を考ྀする必要が
あるɻ

ɹ教師が生徒に対する真心からの愛を૿すために行える最も༗
ӹなことの一つは，心から祈って慈愛のࣀ

㆟ㆾ

物
㇂ㆮ

を求めることであるɻ
預言者モロナイはこのように教えているɻ「したがって，わたしの愛するಉ

ㆯ㇉

๔
ㆉ㇉

よ，
あなたがたは，御父が御子イエス・キリストに真に従う者すべてに授けられたこの

　「たといわたしが，人々の言葉や御
み

使
つかい

たちの言葉を語っても，もし愛がな
ければ，わたしは，やかましい鐘やさ
わがしい鐃

にょう

鉢
はち

と同じである。

　たといまた，わたしに預言をする力があり，あらゆ
る奥義とあらゆる知識とに通じていても，また，山を
移すほどの強い信仰があっても，もし愛がなければ，
わたしは無に等しい。」

（1コリント13：1－2）
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福音を教え学ぶときの基本 

メモ愛でຬたされるように，また神の子となれるように，熱意を込めて御父に祈りなさ
いɻ」（モロナイ7：48）

目的意識 〔2.2.2〕

ɹ教師と生徒が目的意識をڞ༗すると，信仰が૿し，教ࣨでの経験の指針が定ま
り，経験が意義深いものとなるɻ生徒は，天の御父と御子イエス・キリストを知る
ようになるために，また聖典と預言者の言葉を研究することによって永遠の命に向
かってਐむためにクラスに出席しているということを理解するであろうɻまた，生徒
は，探究と祈りの࢟で主に近づくことによって，聖霊により教えられ教化される
ことができると信じるであろうɻ教師と生徒が，御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

によって学べる，また互いか
ら学べるというظをもって聖文研究に取りむとき，啓示を招く環境が整えられ
るɻ

ɹ教師はҎԼのことを行うことによって教ࣨで目的意識を持つように促すことがで
きるɻ

wç学習者としての役割を果たすことを生徒にظするɻ目的意識があるクラ
スでは，教師は生徒に学習者としての役割を果たすことをظし，そうす
ることによって生徒を助けているɻまた，そのようなクラスでは，生徒は༗
意義な方法でݙߩするという信頼を得ているɻ生徒を心から愛し，目的意
識を持っている教師は，わずかな努力でຬしないで生徒の成長と成ޭ
に十分に気を配るɻこのような教師は，愛をもってྭまし，生徒が学習者
としてもイエス・キリストのఋ子としてもそのજࡏ的な能力をൃشするよう
に൴らをߴめるであろうɻ

wç聖文と福音について実で，熱心で，精力的であるɻ生徒は，教師が話し
合いの対となっている題材に熱意と信仰を持っていると感じるとき，通
ৗ，目的を持って学びたいという，より大きな望みを持つものであるɻ

wç教化するレッスンを準備するɻ教師は，教化するレッスンをよく準備してク
ラスに来て，従うように導かれた指示を信頼するとき，生徒に目的意識が
伝わり，生徒はそれを容қに理解することができるɻ

wç必要な資料とثػを準備するɻ教師は，必要な資料とثػを準備するた
めに，生徒よりもઌに教ࣨに౸ணしなければならないɻそうすれば，౸ண
する生徒の一人一人にあいさつすることができるɻ生徒は，時間どおりに
教ࣨに来て，クラスが࢝まる前にصに向かい，聖典やマーカーペン，日記な
ど，વるべき学習教材をすべて準備しておくようにしなければならないɻ

wç時間を無ବにしないɻクラスが時間どおりに࢝まり，無ବな時間はないと
生徒が分かるとき，生徒は目的意識を感じるであろうɻ

wçクラスの手順を定めておくɻクラスでしばしば܁りฦす物事の手順を定め
ておくことは，秩序感覚と目的意識をもたらすɻクラスの手順はすべての
生徒の参加を促し，教師と生徒がو重なクラスの時間をもっと༗効に使
うのに役立つɻ聖典と学習教材をडけ取り，ย付ける，心を啓ൃするディ
ボーショナルをܭըし，提供する，配付物や資料を配り，集めるなどの作
業の手順を定めておくことができるɻൃ表事項を伝えること，生徒の出席
記録をつけること，割り当てを確ೝすること，そのଞの事務を行うことは，
ディボーショナルとレッスンの前にࡁませておくのがよいɻ
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福音を教え学ぶ

メモ 適切な学習環境を作るための追加の提案 〔2.2.3〕

ɹ愛と敬意と目的意識のほかに，理的な福音の学習環境には，秩序，敬
㆐ㆂ

虔
㆐㇓

，ฏ
҆な気持ちもあるɻボイド・K・パッカー長は，「霊感は穏やかな環境の中では
いっそう容қに与えられ」，また「敬虔さが啓示をもたらす」と教えている（「啓示を
もたらす敬虔さ」h 聖徒のಓʱ1992 年 1݄߸，23）ɻҎԼにڍげるのは，福音を学
ぶ助けになる環境をઃけ，ҡ持するために教師が用いることのできるそのଞの提
Ҋであるɻ

物理的な学習環境を整える
ɹ物理的な環境は生徒が福音の学習で経験することに影響をٴ΅すことがあるɻ
教師は，生徒がշ適に感じ，レッスンに集中できるように，教ࣨの準備をするため
にできることをすべて行わなければならないɻ考ྀすべき事柄としてҎԼのことが
あるɻ

座席。� Կか特別な事情がないか͗り，生徒皆が楽に座り，書いたり，聖典や学習
教材をஔいたりする席がなければならないɻまた生徒が教師や教師の用いる視覚
資料を見やすい座席配ஔでなければならないɻ可能な合，༷ 々な学習活動に応
じて座席配ஔを変えてもよいɻ席を決めておくと，教師が生徒の໊前をૣく覚える
のに役立ち，খ人のグループ学習やマスター聖句の活動のためにクラスをฤ成す
るのにศརであり，またレッスン中に互いにおしΌべりをしがちな生徒を引きすこ
とができるɻ教師は，集中できないあるいは視力障がいのある生徒によく気を配っ
て席を配ஔし，レッスンへの参加を促すようにするɻ

気を散らすもの。� 教師は，教授と学習をげかͶないような，気を散らすものを取
り除くように努めなければならないɻ家ఉで教える合は，特に難しいことがある
かもしれないɻしかしその合でも，入೦にܭըすれば，げとなるものを最খ限
にえることができるɻ

教室の環境。� 福音に関連した絵やࣸ真，イラスト，ϙスターなどのల示で学習環
境を良くすることができるɻきれいで，ਗ਼潔で，整された教ࣨも人を敬虔にし，御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

の影響をडけやすくする環境となるɻ

教師の外見。� 教師のとだしなみが慎み深く，適切であ
り，福音のメッセージの神聖さを反өするものである合，生徒は
もっと学習経験の重要性を理解しやすくなるɻ

ディボーショナルを効果的に行って御霊を招く。
ɹクラスの࢝めにいディボーショナルを行わなければならないɻ
ディボーショナルは，思いと心を霊的な事柄に向けさせることに
よって生徒を結束させるすばらしい方法であるɻそれによって，
教師と生徒は御霊を感じ，学ぶ準備をすることができるɻディ
ボーショナルは通ৗ，賛美歌，祈り，聖文を読んで得た考えから成
るɻ生徒が個人の聖文研究で得た気持ちとಎ察を分かち合い，�
証
ㆀㆉ㆗

を述べるとき，それはඇৗに効果のあるものとなるɻ時間の長
い，あるいは手の込んだディボーショナルでは，レッスンの時間
がくなるだけでなく，実際に御霊がୀいてしまうڪれがあるɻ�
ディボーショナルにリフレッシュメントを出すと，霊的というより
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福音を教え学ぶときの基本 

メモも，ܰ 々しいཅ気な雰囲気になってしまうɻ教師は，ディボーショナルの目的と，
ディボーショナルを改善するために行える事柄と，すべての人に参加を促すことの
できる方法について，生徒たち，特にクラスリーダーと時間を割いて話し合う必要
があるɻ

霊的な学習の原則について話し合う。
ɹ教師は，年度の࢝めに生徒をަえて，どのようなঢ়態であれば霊的な学習が促さ
れるかについて話し合うとよい（1コリント2：10－11ʀ教義と聖約 50：17－22ʀ
88：121－126 参照）ɻこれらの話し合いでは，福音を学ぶときにともにいるように
主の御霊を招く態度と，また御霊がୀく原因となる態度にも焦点を当てるとよいɻ
教師と生徒は，御霊を招くためにಉ意した事柄を実ફするためにઈえず互いにྭま
し合わなければならないɻこのような努力は，生徒と教師の྆方が，学ぶա程で御
霊を招くために果たす役割を理解し，その役割を果たすのに役立つであろうɻ

学習活動を注意深く選ぶ。
ɹ教師は，༷ 々な学習活動が生徒の気持ちや態度を༷々に変えるということを知っ
ておかなければならないɻ例えば，クラスの࢝めにに͗やかなήームをして教えた
後，レッスンを霊的に終えることができなくなってࠔった教師がいるɻまた，クラス
の間にリフレッシュメントを出したときに，規律の問題がさらに大きくなるというこ
とを知った教師もいるɻ

生徒の行動に注意を払い，適切に対応する。
ɹ教師は，レッスン中にىこっていることに気を配り，適切な方法で対応しなけれ
ばならないɻ生徒がୀ۶そうであったり，མちணかない༷子であったりする合，
それは，レッスンに集中していないか，あるいは，教えられている事柄を，もしくは
そのレッスンが自分にどう当てはまるかを理解していないためと考えられるɻ教師
は，生徒が集中するのを助けるために，レッスンの提示方法をԿか変える必要があ
るかもしれないɻ生徒が不適切な行動をし，クラスから御霊をୀかせるような原因
を作っている合，それを無視するのではなく，霊感を求めてその問題に対ॲする
必要があるɻ教師は，ほかの生徒との会話がない生徒やݽಠに見える生徒にも気
を配らなければならないɻそのような生徒には，教師やクラスのほかの生徒からの
個人的な関心がさらに必要かもしれないɻそのような合，教師は，知っておく必
要のある根本的原因や事情があるかどうか確ೝするために親と神権指導者に話す
とよいɻ

秩序を乱す行為や不適切な行為を正す。
ɹ教師が教ࣨに適切な秩序と敬意をもたらすのに役立つ，心に留めておくべき一般
的な原則がزつかあるɻ秩序があるとは，必ずしもશに沈黙するということで
はなく，またクラスが楽しく༇շなॴであってはならないということでもないɻしか
し，秩序を乱したり不敬な言動をしたりする生徒やグループは，学習にѱい影響を
与えたり，聖霊の影響力がٴぶのをげたりすることがあるɻ
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福音を教え学ぶ

メモ ɹ生徒の一人あるいはグループの行ّがѱいと，それによって教師とほかの生徒
がいらいらすることがあるɻそのような合，教師にとって特に大切なのは，自分
の感情をコントロールし，御霊の影響力を求めることであるɻىこっている出来事
に教師がどのように対応するかは，出来事そのものよりも重要であり，生徒の敬意
と信頼感を૿すこともあれば，ݮじることもあるɻ教師は，不適切な行為を正す

合，確ݻとした࢟を示しながらも，༏しさとެฏと心配りも示し，
その後すぐにレッスンにる必要があるɻ生徒をެવとあ͟ける
ことは，一時的に生徒の行為を正すのに役立つかもしれないが，
教師と生徒のどちらをも教化しないɻまた，ほかの生徒たちが教
師をڪれたり，信頼しなくなったりするという結果を招く危険性も
あるɻ教師は，説得，容，Թް，ॊ和，偽りのない愛，༏しさとい
う義にかなった影響力のことを心に留めておかなければならない
（教義と聖約121：41－ 42 参照）ɻ

ɹ問題がىきたときに，教師がその問題をॲ理するために取れる۩ମ的な方法が
にಉじ方法でگつかあるɻこれらの方法を使えば，すべての生徒やあらΏるঢ়ز
は対応できない規律の問題に対ॲできる可能性があるɻ

wç目を合わせるɻ生徒は，教師に気づかれないと考えて，不適切なときにお
しΌべりをすることがあるɻそのような合，教師はその生徒たちの方を
向いて目を合わせ，ىきていることに教師は気づいているということを知
らせるɻ

wç話すのを中அするɻ話をฉくべきときにおしΌべりをしている生徒がいる
合，教師は，必要であれば話している్中であっても，話すのを中அす
るɻ൴らより大きなを出して話しても，通ৗは問題の解決にはならないɻ

wç近づくɻ不適切な行動をに指ఠせずに正すもう一つの方法は，問題
の生徒に近づいて，らに立つことであるɻこの方法を取ると教師はレッ
スンを続けることができ，生徒も通ৗは教師のଘࡏを感じて，しているこ
とをやめるものであるɻ

wç質問するɻ不適切な行動そのものには৮れず，問題の生徒にレッスンに関
連した質問をするɻそうすれば，ஏずかしい思いをさせずに，生徒をレッ
スンに引きすことができるɻ

ɹあまり的でないこれらの方法に生徒が反応せず，まだクラスのげとなるこ
とがあるかもしれないɻその合，ҎԼのようなもっと的な方法を取って，秩
序のҡ持を図ることができるɻ

wç問題の生徒と個人的に話すɻ主は，もしだれかがほかの人にをٴ΅した
合，をडけた人が自分にを与えた人と「二人だけで」話し合わなけ
ればならないと述べておられる（教義と聖約 42：88）ɻ教師は，生徒が
不適切な行動を取っている理由について本人と話し合い，態度を変えなけ
ればならないこと，そうしなければほかの手ஈを取るようになることをそ
の生徒に知らせるɻ教師は，生徒の行動とその個人の価値とを区別するよ
うにしなければならないɻ「人の価値が神の目に大いなるものである」こ
とを覚えておくことが重要である（教義と聖約18：10）ɻ教師は，ましく
ない行動は容ೝできないが，その生徒は価値あるଘࡏであることを生徒

「愛すべき人よりも，解決すべき問題
の方を重要視しないでください。」

（トーマス・S・モンソン「人生の旅路に喜びを見い
だす」『リアホナ』2008 年11月号，86）
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福音を教え学ぶときの基本 

メモに伝えなければならないɻまた，主の勧ࠂに従うことを心に留めて，「あな
たのめた人……にいっそうの愛を」示さなければならない（教義と聖
約121：43）ɻ

wçする生徒たちを引きすɻ
wç親や神権指導者と相ஊするɻ容ೝできない行動が続く合，教師がその
生徒の親と相ஊすることはしばしば༗ӹであるɻ問題を解決するのに役
立つさらなるಎ察とアイデアを親から得られることがよくあるɻ生徒のビ
ショップから助けが得られる合もあるɻ

wç生徒をクラスから出すɻデビッド・O・マッケイ大管長は教師に次のように
勧ࠂしているɻ「ʤあなたの努力がʥ実を結ばなければ，その親にૌえ，
ʰもし行動がこのまま改まらなければ，登録を取りফさ͟るを得ませんʱ
と話してもよいɻこれはඇৗにݫしいॲஔであるɻ教師はʤ生徒ʥの登
録を取りফすことができるɻただし，そうする前にほかのあらΏる手立て
をਚくすべきであるɻしかし，秩序がなければならないɻそれは人の成
長に必要なものであり，一人ʤの生徒ʥが，あるいは二人ʤの生徒ʥがそ
の要ૉを生み出すことをڋむなら，൴らをڈらせなければならないɻクラ
スશମがঃ々にಟされていくよりは，一人ʤの生徒ʥが飢える方がよいɻ」
（ʠ5IF�5FBDIFS `T�GSFBUFTU�RFTQPOTiCiMiUZʡ�*OTUSVDUPS � 1965 年 9݄
߸，343）

ɹ生徒に長ظ間の出席ఀࢭを伝える前に，教師は，親，セミナリー
とインスティテュートのスーパーバイβー，また୲当の神権指導者
と相ஊしなければならないɻそのような合，教師にとって大切
なのは，次の点を生徒と親が理解できるように助けることであるɻ
すなわち，容ೝできない行動を選ぶということはセミナリーに出な
い選択をするにしいɻ容ೝできないのは行為であり，生徒
ではないɻ選びを変える生徒はクラスにることができるɻ

毎日聖文を研究し，コースの聖典を読む 〔2.3〕

毎日聖文を研究する 〔2.3.1〕

ɹ毎日の個人の聖文研究は，教師と生徒にとって，福音を学び，証
ㆀㆉ㆗

を૿し，主の
をฉくઈえ͟るػ会となるɻ主は教義と聖約の中で次のように述べておられるɻ
「聖文が，あなたがたを教えるためにわたしから与えられているɻ」（教義と聖約
33：16）預言者ニーファイは，「キリストの言葉をよく味わいながら力強くਐみ，最
後までתえぶならば，……永遠の命をडける」と教え（2 ニーファイ31：20），ま
た「キリストの言葉はあなたがたがなすべきことをすべてࠂげる」とも教えている
（2 ニーファイ32：3）ɻ

ɹ日の預言者は，毎日聖文を学ぶことの重要性を強調しているɻハロルド・B・
リー大管長は次のように忠ࠂしているɻ「もし毎日聖文を読んでいないとしたら，
わたしたちの証は次第にやせ細り，霊性が深まることもありませんɻ」（h 歴代大管
長の教えʕハロルド・B・リーʤɦ2000 年ʥ，70）ハワード・W・ハンター長も次
のように教えているɻ「毎日聖文を勉強する人の方が，長時間勉強したかと思うと
ͺったりٳむという人よりも，はるかにはかどることは確かですɻ」（「聖典を読む」

「反応を示さない生徒には今は教える
ことはできないかもしれませんが，愛
することはできます。そして，今

きょう

日，
愛することができるなら，明日は教え
ることができるかもしれません。」

（ジェフリー・R・ホランド「教会で教え，学ぶ」『リアホナ』2007 年 
6 月号，70 参照）
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福音を教え学ぶ

メモ ʰ聖徒のಓʱ1980 年 3݄߸，87）

ɹリチャード・G・スコット長は次のように勧めているɻ「どうͧ大切な青少年
一人一人の思いと心に聖文への愛を೩え上がらせてくださいɻ青少年一人一人の中
でそのফすことのできないԌが೩え上がるようにしてくださいɻԌは，それを感じ
た人々を，ઈえず主の言葉を知り，主の教えを理解し，それを実ફし，それをほかの
人 と々分かち合いたいという望みを持つように動ػづけることでしΐうɻ……

ɹまず，生徒が主の神聖な言葉についてଟくを学ぶとき，一า一า生徒とともにา
んでくださいɻ聖文に対する皆さんの熱意と敬意と愛を൴らが感じられるようにし
てくださいɻ

ɹ第 2に，生徒が聖文を読み，深く考え，ͻそかに祈るようにして，聖文からわき
出る力とฏ҆を見いだせるように助けてくださいɻ」（ʠFPVS� FVOEBNFOUBMT� GPS�
5IPTF�WIP�5FBDI�BOE�*OTQiSF�:PVUIʡʤچ約聖書に関する$ESシンϙジウム，
1987 年 8݄14日ʥ5）

ɹ生徒が聖文を大切にして日々研究するようになるのを助けること
Ҏ上に，教師が生徒の生活により力強く永続的な良い影響をٴ΅
せることはほとんどないɻ教師が自分の生活で日々の聖文研究の
模範を示すことから，しばしばこれが࢝まるɻ毎日༗意義な個人
の聖文研究を行う教師は，自らの生活における聖文の価値につい
て個人の証を生徒に述べる資格があるɻこのような証は，生徒が
自分自で定ظ的に聖文を研究しようと決意するのに役立つ重要
な要ૉとなるɻ

ɹ教師は，日々の個人の聖文研究の背景となる教義と原則を一؏して教えるべき
であるɻ教師はまた，個人の聖文研究の時間を毎日取るように生徒一人一人をྭま
し，また実が分かる適切な確ೝ方法を使って，毎日研究するというを生徒が
引きडけるように助け，さらに個人の聖文研究で学び，感じていることをزらか互い
に分かち合うػ会をクラスで定ظ的に与えることができるɻ毎日の聖文研究を促す
ときは，自分で聖文を研究しようと懸命に努力している生徒を当させたり，やる
気をࣦわせたりしないように気をつけなければならないɻ

ɹ識ࣈ障がいなどの学習障がいがある生徒には，音や手話，点
を与ࢶなど，生徒の必要により合った方法で聖文を学ぶ選択ࣈ
えるようにしなければならないɻ読むのにۤ࿑する生徒のଟくに
とって，ほかの人がに出して読んでいる間，そのページを目で
うことは༗ӹであるɻ

聖文研究の技術と方法
ɹ生徒が個人の聖文研究をよく行えるようにするために，教師は，生徒が聖文研究
のいろいろな技術と方法をに付けて活用するのを助けることができるɻҎԼに
げるすべての技術と方法，ならびにこの手引きに述べられていないそのଞの技ڍ
術と方法を指導して，生徒が御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

によって学び，聖文を理解し，福音の教義と原則
を見つけ，それらを生活に応用する際の助けとするɻ

「生徒を強める前に，皆さんが研究と
信仰の両方によって王国の教義を調
べ，福音を学ぶことが不可欠です。」

（エ ズ ラ・ タ フ ト・ ベ ン ソ ン，“The Gospel 
Teacher and His Message”〔CES 宗教教育者
への講話，1976 年 9月17 日〕3）

「絶えず命の言葉をあなたがたの心の
中に大切に蓄えるようにしなさい。」

（教義と聖約 84：85）
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メモ聖典研究補助資料を使う。� 教会は範囲にわたる聖典研究補助資料を作成し，
せているɻ（ほかの言語でもhࡌつかの言語で標準聖典にز 聖句Ψイド とɦして
準備されているɻ）補助資料として，٭注，章の前書き，項目別ࡧ引，h聖書ࣙ典ʱ
（BiCMF� DiDUiPOBSZ），地図などがあるɻこれは，教師と生徒が聖文を研究すると
きにར用できる最も価値のあるものであるɻ教師は，この研究補助資料をクラス
の間に適切に使って，生徒がこれに精通するように助けることができるɻ教会はま
た，そのଞの༗ӹな研究資料をオンラインでར用できるようにし
ているɻ

印を付け，注釈を施す。� 教師と生徒にとって，学んだことに注意
をい，れないようにするための最も༗ӹな方法の一つが，聖
文に印を付け，注釈を施すことであるɻ印を付けるとは，明示す
る，区別する，際立たせる，あるいは留意を促すことであるɻその
ために，聖文の大切な言葉や語句にઢを引いたり，৭をృった
り，要点を書いたりするɻ注釈を施すとは，解説の言葉を書き加え
ることであるɻ聖文の注釈の例として，個人として感じたこと，預
言者の注解，相互参照，言葉の定義，クラスの生徒のコメントから
得たಎ察を，特定の聖句のྡの༨白෦分に書くことなどがあるɻ

ɹ聖文に印を付け，注釈を施すことは，教師と生徒にとって次の
点で役立つɻ

wç重要な言葉，語句，֓ ೦，真理，人物，出来事を思い出すこ
とや見つけることが容қになるɻ

wç聖文の意味が明確になり，よく分かるɻ
wç自分が得たಎ察とほかの人々から得たಎ察を残しておけるɻ
wçほかの人々に福音を教える準備ができるɻ

ɹ教師は生徒に次のように言って，聖文に印を付けるように促す
ことができるɻ「この聖句を調べるときに，皆さんが見つけた大
切な原則に印を付けるようにしてくださいɻ」「これは大切な相互
参照聖句ですɻ聖典の༨白に書いておくとよいでしΐうɻ」聖文
に印を付けることについては，特定の方法を教えるよりも，年度を
通してその基本要ૉを教え，説明し，実行する方がよいɻ

深く考える。� 深く考えるとは，ある事柄についてᛉ
㇁ㆂ


㆝ㆄ

する，あるいはख़考すること
を意味し，それにはしばしば祈りが伴うɻ生徒が個人の聖文研究のときに深く考
えるようになると，御霊がしばしば真理を明らかにし，どうすればもっとイエス・キ
リストのようになれるかを知る助けを与えてくださるɻ

ɹ救い主はニーファイ人を教えた後，൴らに次のように言われたɻ「わたしが述べ
たことを深く考えなさいɻ」（3 ニーファイ17：3）霊的にレッスンに参加し，学んでい
ることを実ફして理解を深めるように生徒を促す一つの方法は，学んだことについ
てᛉする時間をクラスで与えることであるɻそのようなときに，教師は，主の助け
を求めるように生徒に勧めなければならないɻ

メモઢ上へ
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福音を教え学ぶ

メモ 質問する。� 聖文を研究するときに質問をしてえを求めるように
することは，生徒がに付けられる最も重要な聖文研究技術の一
つであるɻ質問をする生徒は，聖文の背景と内容をもっとよく理解
できるようになり，また福音の重要な教義と原則を見つけて理解で
きるようになるɻ生徒は，質問をするようになると，自分が学んで
いることは真実であり重要であると感じるようになり，また学んで
いることをどのように実ફすればよいか分かるようになるɻ

難しい言葉と語句の意味を明確にする。� 生徒が難しい言葉と語
句を理解するのに，ࣙ 書，生徒用資料，٭注，聖典研究補助資料
がしばしば役立つɻ

思い描く。� 思い描くとは，聖文の話の中でىこっていることを心
の中で૾することであるɻ例えば，生徒は，救い主に向かってਫ
の上をาいているペテロ（マタイ14：28－29 参照）や，Րの೩え
るの中にげ込まれたシャデラク，メシャク，アベデωゴ（ダニエ
ル 3：19－25 参照）を૾することができるɻ思い描くことは，

生徒にとって，聖文の話をもっと明で生き生きしたものとするのに役立つɻ

聖文を自分に当てはめる。� 聖文を自分に当てはめるとは，自分自の生活になͧ
らえることであるɻ生徒は次のように自問することができるɻ「自分の生活でどの
ような事情やঢ়گが，聖文のこのՕॴの事情やঢ়گに似ているだろうかɻ」「自分は
聖文で学んでいる人物にどのように似ているだろうかɻ」生徒は，自分の経験とࠓ
聖文中の経験のྨ似点に目を向けるとき，福音の教義と原則を見つける能力を૿す
ことができるɻまた，自分自の生活のよく似たঢ়گでこれらの原則をどのように
応用できるか知ることもできるɻ

相互参照する。� 相互参照とは付加的な聖文の参照Օॴのことであり，これによっ
て，学んでいるՕॴに関する情報とಎ察をさらに得ることができるɻ相互参照す
る，すなわち「リンクさせる」とは，生徒が聖句や教義，原則を理解するのに助けと
なる聖文の参照Օॴをつな͗合わせることであるɻ༗ӹな相互参照は，٭注とそ
のଞの研究補助資料，教師用手引きと生徒用資料，また૯大会の話の中に見つけ
ることができるɻ教師と生徒は，自分で学んでいるときにも関連ある相互参照を見
つけることができるɻ

比較し，対比する。� 聖句や教義，原則は，Կかほかのものと比較あるいは対比す
るときに，明確になることがよくあるɻ教えや人物，出来事のྨ似点または相ҧ点
に留意すると，福音の真理にさらによく集中することができるɻ例えば，ベニϠミ
ンԦの౷࣏とϊアԦの౷࣏を対比すれば，義にかなった指導者がडける祝福とअ
ѱな指導者の招くഁ໓をඇৗにはっきりと知ることができるɻϠコブとアルマの生
֔と教え，証を，シーレムとコリホルの思や生֔と比較することによって，生徒は
もっと容қにࠓ

㆓㇓

日
ㆫㆡ

の世の偽りの思を見分け，それとಆう方法を知ることができ
るɻイスラエルの子ら，リーハイと家族，Ϡレド人がཱྀした約束の地への行程を比
較し対比することから，教師と生徒は原則を学び自分の人生におけるཱྀに役立てる
ことができるɻ

「もっとゆっくりと，もっと注意深く，
また心にもっと多くの疑問を抱いて
読むように〔皆さんの生徒に〕勧めて
ください。生徒が深く考え，すべての
言葉，すなわちすべての聖文という宝
石を調べるように彼らを助けてください。それを明
かりにかざし，引っ繰り返し，どのように反射し屈折
するか見るように教えてください。ある日ある必要
を抱えた生徒がだれか，このようにして調べることに
よって，畑に隠してある宝，すなわち高価な真珠，値
の知れない真珠を掘り出すことでしょう。

（ジェフリー・R・ホランド，“Students Need Teachers to Guide 
Them”〔CES 衛星放送，1992 年 6月 20 日〕，4）
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福音を教え学ぶときの基本 

メモリストを作る。� リストとは，一連の関連する考え，֓ ೦，教えのことであるɻ教師
と生徒にとって，聖文中にリストを探すことは，記録者が強調している要点を明確
にするのに役立つɻ例えば，十ռは一つのリストである（出エジプト20 章参照）ɻ
福の教えもリストと見なすことができる（マタイ5：3－12ʀ3ࢸ ニーファイ12：3－
11参照）ɻ教義と聖約 4 章には，主にえるঌしをडける人々の資格についてのリ
ストがあるɻ

関連性，パターン，テーマを探す。�聖文を研究するときに関連性，パターン，テーマ
を探すように生徒に勧めるɻデビッド・A・ベドナー長は次のように語っているɻ
「霊的な知識をさらに加えてくれるのが，関連性，パターン，テーマを探しながら啓
示を注意深く調べるという方法ですɻ……救いのܭըの理解ととらえ方ががり
ますɻ」（「生けるਫのݯ」ʤϠングアダルトのための $ESファイϠサイド，2007 年�
2݄ 4日ʥ，2）

ɹ教師と生徒は，通ৗ，年度を通してクラスでこれらの技術と方法のଟくを使うこ
とになるɻそうするときに，教師は，時ંレッスンを中அして，使っている方法や技
術について生徒と時間話し合い，個人学習で使うようにྭますとよいɻ

コースの聖典を読む 〔2.3.2〕

ɹすべての標準聖典，すなわち，چ৽約聖書，モルモン書，教義と
聖約，ならびにߴ価な真चは，霊感によって書かれたものであり，
福音の教義と原則がؚまれているɻ標準聖典は人に対する神の
業について述べており，イエス・キリストの贖

㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

について教えてい
るɻ個人にとっても人々にとっても重要なものであり，天の御父に
よって備えられた福音と救いのܭըについて，より深い理解を与え
てくれるɻ

ɹ生徒と教師は，֤ 学習コースに対応する聖典をすべて読み，研
究しなければならない（例外として，چ約聖書については教科課
程用資料にڍげられている抜ਮՕॴを読む）ɻ

聖典と預言者の言葉の背景と内容を理解す
る 〔2.4〕
ɹ聖典と預言者の言葉の背景と内容が分かると，教師と生徒は，
霊感をडけた記録者のࠂげようとしていることをよく理解する準
備ができるɻ背景と内容は，ほかの人の経験と教えに記録されている福音の教義
と原則を明らかにし，例証するɻҎԼのଟくは特に聖典の背景と内容を理解するこ
とについて述べたものであるが，ಉじ原則と考え方が，日の預言者の言葉とメッ
セージの研究にも応用できるɻ

「遠い昔から，天の御父は，聖霊の導
きを通して人生のきわめて困難な問
題への解決策を見いだせるように，え
り抜きの男女に霊感を与えてこられ
ました。御父は，これら権能を持つ僕

しもべ

たちに，そのような解決方法を記録するよう霊感を
与えてこられました。そのようにして，御父の幸福の
計画を信じ，御父の愛する御子イエス・キリストを信
じる信仰を持つ子供たちに一種の手引きを与えよう
とされたのです。その解決方法は，標準聖典と呼ば
れる宝を通して，いつでも手の届くところにあります。
標準聖典とはすなわち，旧約聖書，新約聖書，モルモ
ン書，教義と聖約，高価な真珠のことです。」

（リチャード・G・スコット「聖文の力」『リアホナ』2011年11月号，6）



24

福音を教え学ぶ

メモ 背景 〔2.4.1〕

ɹ背景とは，（1）あるઅまたは一連のઅの前後にある聖句，あるいは（2）特定の
聖句や出来事，話にかかわるঢ়گあるいは背景となるঢ়گのことであるɻ

ɹ背景は，聖文の内容を理解する手ஈであるɻ聖文の中の物語，教え，教義，原則
を明らかにし，理解を深める背景情報を提供するɻ聖典の֤記録者は聖霊に導か
れて書いているが，その記録は記録者の描ࣸ法と文化の影響をडけているɻした
がって，記録を理解するために，教師と生徒は，記録者が見たように物事を見るこ
とができるように，努めて心の中で「൴らの世քにを౿み入れ」なければならな
いɻҎԼは，༷ 々なタイプの背景の例であるɻ

歴史的な背景。� ジョセフ・スミスが教義と聖約121，122，123
章の啓示をडけ，記録したのがリバティーのࠈにいたときであっ
たことを考えると，ٯ境や，力と権能の使用などの事柄に関してこ
れらの章で教えられている教義と原則に深みと力が加えられるɻ

文化的な背景。� 日の背景を知るこٳりの日とࡇ代イスラエルのݹ
とによって，それが的に救い主とその使命にどのように関連し
ているかが明らかになるɻサマリϠ人のݯىと，キリストの時代に
ϢダϠ人が൴らのことをどのように思っていたかを知ることによっ
て，良いサマリϠ人のたとえがよく理解できるようになり，またサマ
リϠのҪށでの救い主と女性の出会いの意味が深まるɻ

たとえや出来事，教義，原則を引き出した質問や状況。� 教義と聖約 9 章はオリ
バー・カウドリが༁できなかったことに対して与えられたものであることを理解
すると，その章で教えられている啓示に関する原則が明らかになるɻ

だれが，だれに，なぜ語っているか。� 贖
㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

と෮活，ࡋき，࿁
ㆀ㇏

れみ，
ެ正に関するアルマの教えは，その教えの背景がଉ子コリアントン
との対話であり，ଉ子は自分が൜した重大な罪の結果について心
配していたということを知ると，より深い意味を持つɻ

地理的な背景。�カナンの地を知ることによって，ロトとアブラハ
ムが定ॅしたॴ，それが൴らの選択にどのような影響を与えた
か，またその選択が൴らの家族にどのように影響したかをもっと深

く理解できるようになるɻ

ɹ聖典，聖典中にある研究補助資料，教科課程用資料には通ৗ，教師と生徒が聖
文の内容を理解するのに助けとなる背景上の情報が十分にؚまれているɻ

内容 〔2.4.2〕

ɹ内容とは，聖文をߏ成している話のے，人物，出来事，説教，霊感に基づく説明
であるɻ聖文の内容は，その聖句ブロックに見いだされる教義と原則を生きたもの
とし，関連性を与えるɻ例えば，真

㆗㇓

᭦
ㆡ㇅ㆄ

の൛を手に入れたニーファイの話は，主を信じ
る信仰を持ち，御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

にฉき従うことによって，ࠀできないように思える問題をࠀ
できるようになるという原則を教えているɻエジプト出に関する出来事を理解す
ると，主を信頼し，預言者に従うことによって，ຽとࠃ家は主が約束してくださった
祝福をडけることができるが，ຽがつぶやき，不従順になると祝福はࠩしࢭめられ

「聖文の中で説かれている教訓に慣
れ親しんでください。主のたとえや
預言者の勧告の背景や場面を学んで
ください。それらを，あたかも自分に
話されているかのように研究してくだ
さい。実際，わたしたちに語られているからです。」

（トーマス・S・モンソン「最高の自分になる」『リアホナ』2009 年 5
月号，67－ 68）

「わたしは聖文を理解する鍵
かぎ

を持って
います。その答えを引き出した質問は
何であったのか……と問うのです。」

（ジョセフ・スミス，History of the Church,  第 5
巻，261）
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メモるということが明らかになるɻ

ɹ生徒は，聖文に述べられている人々を知るようになると，自分が面する難問に
対ॲし，信仰をもって生活しようという霊感とྭみを得ることができるɻリチャー
ド・G・スコット長は，モルモン書の約束について次のように述べているɻ

ɹ「モルモン書をͻもとけば，ニーファイ，Ϡコブ，エϊス，ベニϠミン，アルマ，アン
モン，ヒラマン，モルモン，モロナイ，そのほか大の人々の友情と価値ある模範に
出会うでしΐうɻ൴らは，もう一度༐気をୣい立たせ，信仰と従順へのಓを示して
くれるでしΐうɻ……

ɹしかしそれҎ上に大切なのは，൴らは皆例外なく，皆さんの目をશ無比な友，
救い主，贖

ㆀㆋㆪ

い主，キリスト・イエスに向けてくれるということですɻ」（「引き上げてく
れる真の友」h 聖徒のಓʱ1989 年 2݄߸，79）

ɹ聖文に注意深くอଘされてきた説教は，内容のもう一つのඇৗに重要な෦分で
あるɻ罪のことでۤしんでいる生徒は，パウロやଉ子アルマの説教をر望とྭまし
のݯとすることができるɻຽに対するベニϠミンԦの最後の説教では，救い主と贖

㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

の力と重要性が見事に説かれており，またไの意味，従順のもたらす祝福，必
要な人に手をࠩし伸べることの重要性が明らかにされているɻイエス・キリストの
ఋ子になろうと熱心に努力している生徒は，ࢁ上のਨ訓における救い主の言葉を学
び，応用するように努めることによってಎ察を得られるɻ

ɹ難しい言葉や語句の意味，たとえやなどの解釈を学ぶことも，内容を理解
することの一෦であるɻ例えば，「味」（マタイ5：13），「すがる」（教義と聖約11：
19 参照），「྾ける」（教義と聖約 45：48）などの言葉や，「ࠊにଳをకめる」（教
義と聖約 75：22 参照），「財とା」（ルカ10：4 参照）という語句の意味を知
ることは，聖文の意味を明らかにするのに役立つɻ救い主のたとえで教えられ
ている原則はߴ， 価な真च（マタイ13：45－ 46 参照），ഴとಟഴ（マタイ
13：24－30 参照），い出た༽（ルカ15：4－7 参照）などのたとえの
的な意味が分かると，もっと容қに理解できるようになるɻ

ɹ教師は，学び，教えることのできるすべての情報とともに，知ܙを働
かせて，実際にどれだけの時間を背景と内容にॆて，またどれだけの
時間を福音の教義と原則を学ぶことにඅやすかを決めなければなら
ないɻ教師は，生徒が聖文の中に見いだされる永遠の真理を理解す
るのに役立つ背景と内容を提供しなければならないɻしかし，そう
した背景や細෦を強調しす͗て，それがレッスンの中心となってはな
らないɻ
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福音を教え学ぶ

メモ 福音の教義と原則を見つけ，理解し，それらが真実であり
重要であることを感じ，それらを応用する 〔2.5〕
ɹ福音の教義と原則を見つけ，理解することは，教師と生徒が聖典と預言者の言
葉を自分の生活に応用するのに役立ち，また物事を決める際の指針となるɻ福音
の教義と原則が真実かつ重要であり，緊急を要するものであると感じれば，学んだ
ことを応用したいという望みが強くなるɻ福音の原則を応用すると，約束された祝
福がもたらされ，理解力と改心が深まり，教師と生徒がもっと救い主のようになるの
に役立つɻ

ɹ教義とは，イエス・キリストの福音の基本的な不変の真理であるɻ天の御父はࠎ
肉のମを持っておられる，バプテスマは神のԦࠃに入るために必要である，また，す
べての人が෮活するなど，このような真理は教義の例であるɻ

ɹ原則とは，物事を決めるときに指針として取り入れることのできる不ٺの真理
や決まりであるɻ福音の原則はීวであり，人々が福音の教義を毎日の生活に応
用する助けとなるものであるɻリチャード・G・スコット長は次のように教えて
いるɻ「原則は真理を凝縮したものであり，ҟなったঢ়گにく応用できるもので
すɻ」（「霊的な知識を得る」h 聖徒のಓʱ1994 年 1݄߸，97）すなわち，福音の原
則は通ৗ，行動ならびにそれに伴う結果を示すɻ例えば，祈ることはৗに༠にଧ
ちউつのに助けとなる（教義と聖約10：5 参照）ɻまた，わたしたちが聖霊の促し
に従えば，主から命じられたことを果たせるように聖霊は助けてくださる（1ニー
ファイ4 章参照）ɻ

ɹ教義と原則のҧいを見分けることは時ં難しいɻヘンリー・B・アイリング長
は次のように述べているɻ「ところで，わたしは，原則と教義をはっきり区別する
のにଟくの時間をかけたいとは思いませんɻその種のことはあまり役立たないと
いう話をฉいたことがありますɻ」（ʠ5SBiOiOH�GViEFMiOFT� BOE�RFTPVSDFT�� EMEFS�
RiDIBSE�G�� SDPUU� BOE�EMEFS�HFOSZ�B�� EZSiOH�DiTDVTTiPOʡʤ$ES Ӵ訓練
์ૹ，2003 年 8݄ʥ，10）

教義と原則を見つける 〔2.5.1〕

ɹ聖文の主要な目的の一つは，福音の教義と原則を教えることであるɻマリオ
ン・G・ロムニー管長は次のように説明しているɻ「人は実に，福音の原則を学
ぶことなしに聖文を研究することはできませんɻなͥなら，聖文は，わたしたちを
ӹするために原則を書き残したものだからですɻ」（ʠ5IF� MFTTBHF� PG� UIF� OME�
5FTUBNFOUʡʤچ約聖書に関する$ESシンϙジウム，1979 年 8݄17日ʥ，3）ボ
イド・ ・̠パッカー長は次のように教えているɻ「ʤ原則はʥ聖文の中に見いだ
せますɻそれは啓示の本質であり，啓示が与えられる目的ですɻ」（ʠ1SiODiQMFTʡ
EOTiHO � 1985 年 3݄߸，8）この神権時代に，主は聖典に見いだされるままの福
音の原則を教えるようにと主の教会の教師と指導者に命じておられるɻ「さらに
また，この教会の長と࢘ࡇと教師は，h聖書 とɦશな福音がࡌっているh モル
モン書 のɦ中にあるわたしの福音の原則を教えなければならないɻ」（教義と聖約
42：12）

ɹ聖典に見いだされる福音の教義と原則を見つける方法を学ぶには，思ྀ深く努
力し，実行する必要があるɻこの努力について，リチャード・G・スコット長は
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福音を教え学ぶときの基本 

メモ次のように語っているɻ「原則を探求することですɻ原則と，その説明のために用
いられている枝葉的な事柄とを注意深く識別しましΐうɻ」（「霊的な知識を得る」
97）

ɹ教師は，クラスで時ં，教義と原則を指ఠする時間を取るɻまた別の時間に，生
徒を導き，ྭ まし，生徒自が教義と原則を見つけるようにするɻ教師は，生徒が
自分で教義と原則を見つける能力をに付けられるように熱心に助けなければな
らないɻ

ɹ教義と原則によっては，はっきりと述べられていて見つけやすいものもあるɻこ
のような明白に述べられている原則の前には，しばしば「これによって分かるよう
に」「したがって」「それだから」「見よ」などの言葉が見られるɻこれらの言葉
は，聖典の記録者がその言わんとすることを要約したり，結論を引き出したりして
いることを示すɻ

ɹ例えば，ヒラマン 3：27 は次のとおりであるɻ「これによって分かるように，主
は，真心から主の聖なる໊をݺ΅うとするすべての人に࿁

ㆀ㇏

れみをかけられるɻ」

ɹアルマ12：10 は次のとおりであるɻ「したがって，心をかたくなにする者はわず
かな御

ㆿ

言
㆓ㆨ

葉
ㆰ

しかडけないが，心をかたくなにしない者は，さらにଟくの御言葉を与
えられて……ɻ」

ɹエペソ6：13 では次のように教えられているɻ「それだから，ѱしき日にあたっ
て，よく߅し，શにউち抜いて，ݎく立ちうるために，神の۩をにつけなさ
いɻ」

ɹアルマ41：10 には次のようにあるɻ「見よ，あなたに言っておくが，ѱ事は決し
て福を生じたことがないɻ」

ɹ聖典の記録者は，ଟくの原則を言葉でに述べるのではなく，言外に伝えてい
るɻ言外に伝えられる原則は，聖典の書શମ，章，あるいは୯ಠのઅから得られこ
ともあり，あるいは聖典の話のےや出来事，たとえの中に示されていることもあるɻ
言外に伝えられる原則を見つけることには，聖典の話の中で述べられている真理を
見分けることと，それを明確かつ簡潔に述べることがؚまれるɻそのためにはし
ばしば，時間をかけて注意深く考えることが必要であるɻリチャード・G・スコット
長は次のように教えているɻ「集めた真理をみ立てて簡潔な原則を生み出そ
うと努めるのは，༗意義なことですɻ」（「霊的な知識を得る」97 参照）

ɹ言外に伝えられる原則は，聖句ブロック内の原因と結果の関係を探すことによっ
て見つかることがよくあるɻ聖典の話に出てくる人や人々の行動，態度，行いを分析
し，また祝福や結果を見つけることによって，福音の原則がよりはっきりと分かるよ
うになるɻ

ɹ言外に伝えられる原則は，ҎԼのような質問をすることによっても見つけることが
できるɻ

wçその話の教訓と要点はԿだろうかɻ
wç記録者がこの出来事や言葉を入れたのはなͥだろうかɻ
wç記録者はわたしたちにԿを学ばせようとしたのだろうかɻ
wçこの言葉の中で教えられている基本的な真理はԿだろうかɻ
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福音を教え学ぶ

メモ ɹҎԼは，言外に伝えられる原則のزつかの例であるɻ

ɹଉ子アルマまたはパウロの生֔における出来事から学べる原則：真理をडけ入
れて罪をչい改める人は，ほかの人々を福音の祝福に導くことができる
（アルマ 36：10－21ʀ使徒 9：4－20 参照）ɻ

ɹ10人のおとめのたとえから学べる原則：わたしたちは，忠実に霊的
な備えをしておけば，主が来られるときに用意ができているɻしかし，
霊的な備えをଵれば，来ྟのときに主にडけ入れられない（マタイ25：
1－13 参照）ɻ

ɹダビデとゴリアテの話から学べる原則：わたしたちは༐気と主を信じ
る信仰をもって行動するときに，人生における大きな難問にଧちউつこ
とができる（サムエル上 17：40－ 51参照）ɻ

ɹҎԼは生徒が原則と教義を見つけられるように助けるためのزつか
の方法であるɻ

wç学んでいる֓೦を，「もし……なら，……である」という表現で
書いてもらうɻ

wç学んだ真理を，「これによって分かるように」という書き出しで
まとめるように割り当てるɻ

wç聖句ブロックの中で人が取った行動を見つけ，その行動がもた
らした祝福または結果を探してもらうɻ

wç聖文中の原則と教義を見つける鍵
ㆉㆍ

の言葉または語句にઢを
引くように勧めるɻ

wç聖句ブロック中の教義または原則をホワイトボードまたは黒板
に書くɻそして，生徒に，そのブロックを調べ，それが原則で
あるとした根ڌを見つけるように言うɻ

ɹ原則と教義を見つけたら，それを明ྎかつ簡潔に述べることが重要であるɻ
「h 真理を知らせるには，宣

ㆮ

べ伝えなければならないɻより明確に，よりશに伝え
ることができれば，聖なる御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

が人の心にこの御
ㆿ

業
㇏㆖

の真実性を証されるのに，いっ
そう合であるɻɦʤ/FX� WiUOFTTFT� GPS� GPE � શ 3 1909）ר 年），第 2 ，ר
ᾢʥ」（B・H・ロバーツɻジェームズ・E・ファウスト「伝ಓに出る前にଉ子に知って
ほしいこと」h 聖徒のಓʱ1996 年 7݄߸，49 に引用ɻh わたしの福音を宣べ伝え
なさい ʤɦ2004 年ʥ，182）

ɹ見つけた原則や教義をホワイトボードまたは黒板に書くことや，生徒に書き出し
てもらったり聖句にઢを引いてもらったりすることは，生徒の心にこれらの真理
をはっきりと刻みつけるのに役立つ一つの方法であるɻ

教義と原則を理解する 〔2.5.2〕

ɹ福音の教義や原則を理解するとは，見つけた真理，主のܭըにおけるほかの原
則や教義とその真理との関係，またどのようなঢ়گでその原則を生活に応用できる
かを生徒が理解するということであるɻ教師や生徒は，教義や原則を理解すると，
その言葉にどういう意味があるかだけでなく，その教義や原則が自分の生活にど
れほど影響をٴ΅すかについても知ることができるɻ教義や原則を見つけ，理解
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福音を教え学ぶときの基本 

メモできると，それをもっと容қに応用することができるɻ

ɹ教師と生徒は，ҎԼのことによって福音の教義と原則に対する理解を૿すことが
できるɻすなわち，関連ある教えの聖句と加のಎ察を調べる，日の預言者と使
徒の言葉や教えに心を向けることによって学んでいる福音の真理をほかの人々に
説明する，また，聖霊の助けを祈り求めるɻ原則を応用すると，理解がさらに深ま
るɻ

ɹ教師は，生徒が教義と原則を理解する助けとして，その意味を分析するように導
く質問をすることができるɻ例えば，モルモン書の 2000人の若いઓ࢜の話から，
ٙわなければ神は救ってくださるという原則を学ぶことができる（アルマ 56：47－
48 参照）ɻこの原則が意味することについてもっと深い理解を得るために，教師と
生徒は，ҎԼのような質問について考えてみるとよいɻ

wç若いઓ࢜がٙわなかったことはԿだろうかɻ
wçこれらの若いઓ࢜がٙわなかったというどのような証ڌがあるかɻ
wç神はその若いઓ࢜をどのようにして救われただろうかɻ
wçࠓ
㆓㇓

日
ㆫㆡ

の教会の青少年がઓっている「ઓい」としてどのようなものがあるだ
ろうかɻ

wç神はそのようなઓいからどのような方法で青少年を救ってくださるだろう
かɻ

wçアビナダイ，ジョセフ・スミス，あるいはシャデラク，メシャク，アベデωゴの
経験は，救われるということの意味についてԿを教えているだろうかɻ

ɹچ約聖書のナアマンとエリシャの話から，わたしたちはへりくだって，預言者の
勧ࠂにਐんで従うならば，癒

ㆂ㇄

しを得ることができるという原則を学ぶことができる
（列ԦԼ 5：1－14 参照）ɻこの原則が意味することを理解するために，教師と生
徒は，ҎԼのような質問について考えてみるとよいɻ

wçݠ
㆐㇓

ଝ
㆝㇓

であることは預言者の勧ࠂに従うのにどのように役立つだろうかɻ
wçナアマンが最後にはਐんで「ࣣたび……をਁʤしたʥ」ことは，預言者
の勧ࠂに忠実に従うとはどういうことか理解するのにどれほど役立つだろ
うかɻ

wçࠓ日，ମのප気のほかにどのようなことからの癒しが必要だろうかɻ
wç預言者たちは，世の人々には意味がないかもしれないがわたしたちに霊的
な癒しをもたらすԿを行うように求めているだろうかɻ

教義と原則が真実であり重要であることを感じる 〔2.5.3〕

ɹ生徒は福音の原則と教義を見つけ，理解するかもしれないが，御
ㆿ

霊
㆟ㆾ

によってそれ
が真実であり重要であると感じ，その原則を自分の生活に取り入れる緊急性をあ
る程度感じるまで，応用しないことがよくあるɻロバート・D・ヘイルズ長は次の
ように説明しているɻ「真の教師は，いったんʤ福音のʥ真実を教えたら，……ʤ生
徒がʥさらに一า౿み出して心に霊的な証

ㆀㆉ㆗

と理解を得て，行動と行いにҠるように
しますɻ」（ʠ5FBDIiOH� CZ� FBiUIʡʤロバート・D・ヘイルズ長との༦べ，2002 年
2݄1日ʥ，5）
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福音を教え学ぶ

メモ ɹ聖霊は，生徒の思いと心に教義や原則の重要性を記し，原則を実行したいと
いう望みとそれを行う力を与えてくださるɻ教師は，クラスで֤生徒がこの経験を
得られるようにするために，あらΏる努力をわなければならないɻリチャード・

G・スコット長は，教師に次のように勧めているɻ「生֔にわ
たって使えるように生徒の思いと心に真理を深くしみ込ませる方法
について，導きを祈り求めてくださいɻ皆さんがよく祈ってそうする
方法を求めるときに主が導いてくださることを，わたしは知ってい
ますɻ」（ʠ5P�6OEFSTUBOE�BOE�-ivF�5SVUIʡʤリチャード・G・ス
コット長との༦べ，2005 年 2݄ 4日ʥ，2）

ɹ生徒が心の中に御霊の影響を招くのを助け，学んだ原則に従う
ように生徒を備える最も効果的な方法の一つは，その原則に関す
る個人の経験についてよく考えるように促すことである（61ページ
の第 5�1�3 項「気持ちと証を促す質問」を参照）ɻこれは，原則が
自分の生活やほかの人々の生活にٴ΅した影響を生徒が理解す
るのに役立つɻ例えば，ॄ

㆘㇅ㆄ

分
ㆶ㇓

の一の律法について話し合った後，
教師はこのようにਘͶるとよいɻ「ॄ分の一の律法をकることによって，皆さんの
生活に，あるいはほかの人々の生活に，どのような祝福があったでしΐうかɻ」生徒
がこのような質問についてよく考え，クラスで適切な個人的経験を分かち合うとき，
生徒自とほかの人々が福音の教義と原則に従って生活することによってडけた祝
福をもっとはっきりと理解できるように，聖霊は生徒を助けてくださるɻ御霊はま
た，生活にこれらの真理を応用したいという，より大きな望みを生徒が感じられる
ように助けてくださるɻ教師はまた，自分の生活から，あるいはほかの人々の生活
から実話を分かち合い，話し合っている原則の重要性と，その原則に従って生活す
ることの重要性を生徒が感じられるようにするɻ

ɹ教師は，原則と教義が真実であることを証するػ会を生徒に与えることができ
るɻまた，自分の証を述べるػ会を探さなければならないɻさらに，聖典の中の人
物が述べている証を強調することによって，また，日の預言者と使徒の証を読ん
だりฉいたりすることによって，教義と原則が真実であり重要であることを生徒が
感じるようにすることができるɻ

教義と原則を応用する 〔2.5.4〕

ɹ生徒が学んだ原則について考え，話し，それに従って生活すると
き，応用が行われるɻリチャード・G・スコット長は，原則を応
用することの重要性について説明し，次のように語っているɻ「教
ࣨでىこっていることの効果を測る最善の方法は，真理が理解さ
れており，生徒の生活に応用されていることを観察することですɻ」
（ʠ5P�6OEFSTUBOE�BOE�-ivF�5SVUIʡ�3）

ɹ生徒は，生活に福音の原則を応用すると，約束されている祝福を
डけるɻまた，自分が応用した教義や原則をより深く理解し，証

ㆀㆉ㆗

を
得ることができるɻ例えば，̓ ଉ日を聖日としてकる生徒は，कらない生徒よりも，
その意味をよりશに理解するであろうɻ心をਚくして主に信頼しており（ᝯ言 3：
5 参照），ٯ境やࢼ練のときに強められҚめられている生徒は，そのようにしていな
い人 よ々りも，その原則をもっとよく理解できるɻ

「福音を教えるとき，回復されたイエ
ス・キリストの福音が真実であり，重
要であり，緊急を要するものであるこ
とを，これまで以上に強調しなければ
なりません。教授の目的であるこの
3 要素は非常に重要です。なぜなら，その力が完全
な改心を促すからです。」

（ニール・A・マックスウェル，“Those Seedling Saints Who Sit before 
You”〔旧約聖書に関する CESシンポジウム，1983 年 8月19 日〕，2）

「福音を教える目標は，……クラスの
会員の心の中に『情報を注ぎ込む』こ
とではありません。……その目的は，
福音の原則に従って生活することに
ついて考え，感じ，その後，何かを行
うように個人を促すことです。」

（トーマス・S・モンソン，Conference Report，1970 年10月，107）
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メモɹ教師は，生徒に，理解し感じたことについてᛉ
㇁ㆂ


㆝ㆄ

し，深く考え，あるいは書き留
める時間と，生活に応用するための۩ମ的な行動について考える時間をクラスで与
えるべきであるɻそのときに教師は，主の導きと指示を求めるように生徒に勧めな
ければならないɻ教師はまた，生徒が経験する可能性のあるঢ়گについて話し合
い，それらのঢ়گで福音の原則を応用することによって生活にどれほどの祝福がも
たらされると思うか生徒の考えを分かち合ってもらうことができるɻ教えられた原
則に従って生活するために役立てられる目標をઃ定するように生徒に提Ҋすること
ができるɻ配付資料として聖句や引用文，ࢻ，賛美歌の歌ࢺの一෦を準備し，原則
を思い出させるものとして生徒が家に持ち帰れるようにしてもよいɻ

ɹ福音の原則を応用できる方法を教師と生徒が提Ҋする時間をクラスで持つとよ
いɻこのようなࢼみによって，毎日の生活に福音の原則を応用する方法について༗
ӹなアイデアを生徒に与えることができるɻしかしながら教師は，生徒に特定の応
用を課して指示的になりす͗ないように注意しなければならないɻ個人的な応用
に対する最も༗意義な指示は，聖霊を通じて主の霊感あるいは啓示として個別に
与えられるということに留意するɻダリン・H・オークス長は次のように教えてい
るɻ「福音の原則とh Ԧࠃの教義 （ɦ教義と聖約 88：77）を教えるように命じられ
ている教師は通ৗ，特定の規則や応用方法を教えることを慎むべきですɻ……教
師が聖文と生ける預言者から教義とそれに関連する原則を教えたら，その後の۩
ମ的な応用方法や規則については通ৗ，個人や家族のとなりますɻ」（「福音を
教える」95）

福音の教義と原則を説明し，分かち合い，証
あかし

する 〔2.6〕
ɹ教義と原則を説明し，ಎ察と関連ある経験を分かち合い，神聖な真理について
証すると，福音の教義と原則についての理解が明らかになり，ほかの人々に福音を
教える能力が向上するɻ生徒は説明し，分かち合い，証するとき，述べているその
事柄についてより大きな証を得られるようにしばしば聖霊によって導かれるɻま
た，聖霊の力によって，生徒の言葉と表現は，それをฉいている友人や人々の心と
思いに大きな影響を与えるであろうɻ

ɹよく考え，よく祈ってレッスンを研究し，準備し，教える教師は，ଟくのことを学び
やすいɻこのಉじ原則が生徒にもそのまま当てはまるɻ生徒はճ෮された福音の
教義と原則を研究し，互いに教え合うとき，より大きな理解力を得，証が強まるであ
ろうɻ
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メモ

/PUFT�MiOFT
$PvFS�VQ

説明する 〔2.6.1〕

ɹ生徒と教師が互いに聖文を説明し合うとき，聖文の理解が૿すɻある聖句の意
味，あるいは教義や原則の意味を明確かつ簡潔に話す準備をすると，そのઅを深
く考え，自分の考えを整理し，また教えるために聖霊を招くようになるであろうɻ

ɹスペンサー・W・キンボール大管長は次のように教えているɻ「わたしたちは行
うことによって行うことを学びますɻ福音を教えるために福音を研究すれば，知識
を得ますɻなͥなら，明かりをܞえてほかの人のಓを照らすとき，自分自のಓも照
らすことになるからですɻほかの人々にふさわしいレッスンをするために聖文を分析
し，準備するとき，自分自の心がはっきり定まりますɻすでに知っていることを説
明するときに，そのほかの真理も明らかになり，理解が深まり，৽たな結びつきがで
き，実ફの力が૿すように思われますɻ」（5IF�5FBDIiOHT�PG�SQFODFS�W��KiNCBMM
ʤ1982 年ʥ，530）

ɹほかのだれかに教義や原則を説明するػ会を生徒に与えると，生徒は，自分が
学んだことをほかの人々に教える前にもっと深く考え，もっと大きな理解力を求める
ように促されるɻ教師は，信仰を持つこと，バプテスマをडけること，あるいはॄ

㆘㇅ㆄ

分
ㆶ㇓

の一の律法に従うことがなͥ重要であるのかを説明するように生徒に頼むことが
できるɻ，ତམ，あるいは家族が天の御父のܭըの中心であると信じている理
由についてほかのだれかに話すように生徒に勧めることができるɻ二人一かখ
グループで，ロールプレイで，クラスશମで，あるいは書いて，これを行うことがで
きるɻ親やきΐうだい，友人，ڃ友に聖句を説明するように，あるいは教義や原則
を教えるように，時々生徒に勧めることも適切であるɻ

分かち合う 〔2.6.2〕

ɹ教師と生徒は，教義や原則に関するಎ察と理解をڞ༗し，それ
について個人的に経験したことを伝え合うػ会を持つようにしな
ければならないɻまた，ほかの人々の生活で見た経験を話すこと
もできるɻ

ɹ ・̟ルーベン・クラーク・ジュニア管長は次のように述べてい
るɻ「皆さんのセミナリーやインスティテュートにやって来る青少
年はほとんど，自分が霊的な祝福をडけていることをよく知って
いますɻまた，祈りの効果を目にし，ප人を癒

ㆂ㇄

す信仰の力を目
ㆾ

の
当たりにし，霊的なほとばしりを見ていますɻ世の人々は一般に，
このようなことを知らずにいますɻ」（h 教育に関する教会の指針 �ɦ
改గ൛ʤ1994 年ʥ，11－12）クラスでこのような経験を分かち
合うػ会を生徒に与えなければならないɻ（教師は，クラスで分

かち合うには適さないඇৗに神聖な経験，あるいは個人的な経験もあることを生
徒が理解できるように助ける必要があるかもしれないɻアルマ12：9ʀ教義と聖約
63：64 参照）
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メモ証
あかし

する 〔2.6.3〕

ɹ福音の原則について説明し，自分の生活に応用した経験を分かち合った生徒
は，自分が信じるようになったことについて証する備えがよりよくできていることが
しばしばあるɻ

ɹボイド・K・パッカー長は，証することによってもたらされる祝福の一つについ
て次のように説明しているɻ「一つの原則を述べたいと思いますɻ証は実際に証を
述べる中で見いだすものですɻ……

ɹ本を読み，人の話をฉいて証を得ることにはそれなりの意義がありますɻそれは
最初のஈ֊として必要なことですɻしかしそれは，自分が証したことが真実である
という御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

の確ೝを心にडけることとはまったく別の事柄ですɻ」（「主のともしび」
42 参照）

ɹ証を分かち合うことは，証を述べる本人に祝福をもたらすだけ
でなく，ほかの人々の信仰と証も強めるɻ証することは，ճ෮され
た福音に関する特定の教義と原則について聖霊が証を述べてく
ださるػ会ともなるɻ証は必ずしも，「わたしは証します」という
言いճしで࢝まるわけではないɻそれはただ，人が真実であると
知っていることを心から確信をもって語る言葉だという合もあ
るɻ福音の教義や原則をどのように感じているかということと，そ
れによって自分の生活が変わったことについての簡潔なஅ言とも
言えるɻ教師とほかの生徒が福音の原則の価値について証を述べるのをฉくとき，
生徒は，それらの原則を自分の生活に応用できる方法をもっとはっきりと理解で
き，また応用するようにという促しをもっと感じることができるɻ

ɹ教師は，経験し確信していることを分かち合うように勧める質
問をすることによって，福音の真理について証するように生徒を
促すことができる（61ページの第 5�1�3 項「気持ちと証を促す質
問」を参照）ɻまた，友人に証するほかのػ会を生徒に与えること
もできるɻ教師は，証が個人に与えられる神聖なものであること
を心に留めておかなければならないɻ証を分かち合うように勧め
ることはできるが，決して強要してはならないɻ教師は，天の御父
と御子イエス・キリストを愛していること，また福音の教義と原則
が真実で価値あるものであることについてしばしば証するػ会を持たなければな
らないɻ救い主が述べられた証とಉ༷に，日の預言者たちと使徒たちが述べた
証にも留意し，それを引用しなければならないɻ

「証
あかし

，つまりほんとうの証は，御
み

霊
たま

から
生じ，聖霊によって確認され，人の生
活を変えるものです。」

（M・ラッセル・バラード「純粋な証」『リアホナ』
2004 年11月号，40）

「教えている際に信仰を促す出来事が
起こります。生徒が友人に教え，証す
る役割を果たすときに，それは起こり
ます。」

（ロバート・D・ヘイルズ，“Teaching by Faith” 4）
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メモ 重要な聖句と基本的教義に精通する 〔2.7〕
�人がその思いと心の中に永遠の真理を大切にえるとき，聖霊は，必要なときに
これらの真理をその人の記Աからݺびىこし，信仰をもって行動する༐気をお与え
になるɻハワード・W・ハンター大管長は次のように教えているɻ

ɹ「皆さんに切にお勧めしますɻ教えるときに聖文を使ってくださいɻまた，生徒
が聖文を使い，聖文を使い׳れるように，皆さんのできる範囲ですべてのことをし
て生徒を助けてくださいɻ若い人々が聖文を信頼するようになってほしいのですɻ
……

ɹまず，生徒が聖文の力と真理を信頼し，天の御父が実際に聖文を通じて自分に
語りかけておられるという確信と，聖文を調べれば自分の問題と祈りに対するえ
が見つかるという確信を持ってほしいと，わたしたちは思っていますɻ……

ɹ……適切な聖句を探し出せるほどよく聖文を知らないために必要な助けを得
られず，びくびくしながら，またはばつのѱい思いで，あるいはஏずかしい気持
ちで教ࣨを後にする生徒が一人もいないようにと，わたしたちはئっていますɻ」
（ʠEUFSOBM�*OvFTUNFOUT，ʡ�2）

ɹ生徒が永遠の真理を大切にえ，聖文についての確信を૿すのを助けるために，
セミナリー・インスティテュートは，マスター聖句を選び，「基本的教義」のリストを
作成しているɻマスター聖句とこれらの教義の勉強を一緒にਐめて，生徒がこれ
らの教義を自分の言葉で述べられるように，そしてマスター聖句を使ってこれらの
真理について説明し証することができるようにしなければならないɻ

マスター聖句 〔2.7.1〕

ɹ宗教教育セミナリー・インスティテュートは，4つのセミナリーコースのそれͧれ
に対して 25 のマスター聖句を選んでいるɻこれらの聖句は，福音を理解し，分か
ち合うために，また信仰を強めるために，重要な聖句による基൫を与えるものであ
るɻҎԼのようにしてこれらの聖句を「マスター」するようにセミナリーの生徒に勧
めるɻインスティテュートの生徒には，これら100 のマスター聖句を基ૅとして，ほ
かの重要な聖句への理解を深めるように勧めなければならないɻ

ɹ聖句をマスターするためにҎԼのことを行うɻ

wç探す。�関連する参照聖句を知ることによって聖句を探すɻ
wç理解する。�聖句の背景と内容を理解するɻ
wç応用する。�聖句で教えられている福音の原則と教義を応用するɻ
wç暗記する。�聖句を暗記するɻ
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メモɹ暗記は，選び抜かれた聖句を生徒が知って大切にするのに役
立つすばらしい方法になり得るɻリチャード・G・スコット長
は次のように説明しているɻ「主が記録するよう命じられた聖句
をそのまま引用すると，ほかの言葉では伝わらない本質的な力を
しますɻ」（「主は生きておられる」hشൃ リアホナʱ2000 年 1݄
߸，105）しかし，֤ 生徒に寄せるظはその生徒の能力とঢ়گに
合ったものであるように注意しなければならないɻ暗記できない
ことでஏずかしさやࠔを感じさせないようにしなければならな
いɻ

ɹ教師自がこれらの聖句をマスターすれば，教師はもっとよく
生徒を助けることができるであろうɻ教師がいつもマスター聖句
を引用し，適切なظを寄せ続け，༷ 々な学習スタイルにૌえる方法を用いると，
生徒がこれらの重要な聖句をマスターするようにもっとうまく助けることができるɻ
レッスン中に，関連ある教義と原則を明確にするためにマスター聖句を使うように
しなければならないɻディボーショナルのテーマとして使用してもよいし，教ࣨのど
こかにܝ示してもよいɻまた，クラスの外で学び，応用するように生徒に勧めなけ
ればならないɻ

ɹෳの教師が一つのクラスを教えている合，マスター聖句を౷一した方法で
ਐめると，生徒の学習が促されるɻ教師がաڈの年度のマスター聖句を定ظ的に
෮習するようにすれば，生徒は，選び抜かれた聖句のすべてをマスターしたঢ়態を
อつことができるɻ

ɹ聖句をマスターすることは教科課程の重要な一෦であるが，毎日ܧ続して
行う聖文研究をܰ視させるものではなく，補するものでなければならな
いɻ教師は，マスター聖句にॆてる時間についてݡ明でなければならな
いɻ家ఉ学習コースの教師は，ि日のクラスがि日のマスター聖句活動に
ならないように特に注意をわなければならないɻ教師は，聖文のҖݫと
目的，精神に一致し，争いをぐような方法や活動，音楽を選択しなけれ
ばならないɻ

基本的教義 〔2.7.2〕

ɹセミナリーとインスティテュートのクラスで強調するために，「基
本的教義」がൃ表されているɻ教師は，生徒がこれらの福音の
基本的教義を見つけ，理解し，信じ，説明し，応用することがで
きるように助けなければならないɻそうすることは，生徒が証
を強め，イエス・キリストのճ෮された福音に，より感ँする助
けとなるであろうɻこれらの教義を学ぶことは，生徒がこれら
の重要な真理をほかの人々に教える準備をさらによく整えるの
にも役立つであろうɻ

ɹたとえ「基本的教義」のリストにڍげられていなく
ても，ほかの意義深い福音の教義も教えるのをれな
いことが重要であるɻ

「聖文を暗記することで，大きな力が
得られます。聖文を暗記することは，
新しい友情を築くことです。それはま
るで，必要なときに助けてくれる人，
霊感と慰めを与えてくれる人，必要な

変化を遂げる動機を与えてくれる新しい人に出会う
のに似ています。」

（リチャード・G・スコット「聖文の力」『リアホナ』2011年11月号，6）
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メモ ɹ宗教教育セミナリー・インスティテュートによって選ばれた「基本的教義」は，Ҏ
Լのとおりであるɻ

wç神会
wç救いのܭը
wçイエス・キリストの贖

㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

wç神権時代，背教，ճ෮
wç預言者と啓示
wç神権と神権の鍵
wçّࣜと聖約
wç結ࠗと家族
wçռめ

ɹ教師は，これらの教義を個人的に学んで理解すると，教えるときにもっと自વに
それを参照し，それについて証

ㆀㆉ㆗

を述べるようになるɻしかし，配列順に聖文を教え
ることかられて，これらの教義だけに焦点を当ててはならないɻむしろ，聖文と
学習コースに自વに出てくるときに，これらの教義に入೦にまたઈえず注意をう
ようにしなければならないɻこのようにすれば，「基本的教義」のリストは，生徒に
とってඇৗに価値のあるそれらの永遠の真理に焦点を当てることと，学習コースશ
ମにわたってそれらを強調することを思い出させるものとなるɻこれらの「基本的
教義」はディボーショナルのテーマとして使ってもよいɻ

ɹまた，ݡ明な教師は，生徒がこれらの教義を理解するのを助ける際に，と一
؏性が重要であることもれないであろうɻ生徒がすぐにすべてをશに理解す
ることはظされていないɻ主は，「教えに教え，訓ռに訓ռ」を与えてその子供
たちを教えられる（教義と聖約 98：12）ɻ教師と生徒は，これらの教義はセミナ
リーの 4 年間をかけて理解し，またインスティテュートでも引き続き学ぶものと見な
すべきであるɻ
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メモ



/PUFT セミナリーと
インスティテュートで
聖文を教える
青少年とϠングアダルトがイエス・キリストの教えと贖

㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

について理解し，それ
に頼るようになるために，セミナリーとインスティテュートの教師は，聖典に

見いだされるままの福音の教義と原則を生徒に教えるを負っているɻこれが
果たされるように，宗教教育セミナリー・インスティテュート教育ҕһ会は，セミナ
リーとインスティテュートのコースでは，標準聖典に見られる順序で書とその章を教
えることにしたɻすべてのઅをそれが記されている順序どおりに教えなければなら
ないという意味ではないが，֤ レッスンは，通ৗ，話のྲྀれ，あるいは聖句の自વな
ྲྀれに従うɻこの方法で聖文を研究することは，霊感をडけた記録者が伝えよう
としたメッセージのશ容を理解する基となり，福音の原則と教義を，聖文に出てくる
ままに，また聖文に述べられているままに研究することができるɻ

ɹ配列順に聖文を研究することは，ҎԼのような効果があるɻ

wç教師と生徒は，福音の真理を互いに照らし合わせながら，また聖文のほ
かの内容と関連づけながら研究することができるɻこうすることで，教
師と生徒は聖文中の霊感されたメッセージをはっきりと，またしっかり
と見て理解することができるɻ
wç聖典に見いだされるままの福音の教義と原則を適切に強調し，܁りฦ
すことができるɻ
wç生徒と教師が「原因と結果」の関係をもっと容қに見つけるうえで助
けとなるɻ
wçレッスン時にৄ細に話し合うことができない合でも，生徒がෳ
の福音の原則を見つけて理解するうえで助けとなるɻ個々の生徒
は，これらの真理が聖霊によって明らかになった後，自分自のঢ়
にそれらを当てはめることができるɻگ
wç教師と生徒は，աڈに生きていた人々の生֔と経験の面から福音
の教義と原則を研究し，それについて話し合うことができるɻこ
うすることで，生徒はこれらの原則と教義を自分自の生活に当
てはめて考えやすくなるɻ
wç֤標準聖典のશମについてある程度まで精通するうえで助けと
なるɻ

3
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メモ

メモઢ上へ

ɹデビッド・A・ベドナー長は次のように教えているɻ「ʤ聖典をʥ初めから終わ
りまで通して読むと，生けるਫが生活の中へྲྀれ込んできますɻつまり，重要な出
来事，福音の教義，永遠の原則がわたしたちの中にྲྀれてくるのですɻ聖典を通し
て読むと，聖文のおもな登人物について知ることができますɻ一つ一つの出来
事や教えの順序，時代，背景が分かりますɻ通して読むと，聖典のશମ૾がつか
めますɻこの読み方は，生けるਫをҿむための第 1の最も基本となる読み方ですɻ」�
（「生けるਫのݯ」ʤϠングアダルトのための $ESファイϠサイド，2007 年 2݄�
4日ʥ，2 参照）

福音を教え学ぶときの基本を取り入れる 〔3.1〕
ɹセミナリーやインスティテュートの聖典に基づいた֤レッスンは，特定の֓೦や
教義，あるいは原則ではなく，聖句ブロックに焦点を当てて行うɻ教科課程では聖
典をこれらの聖句ブロックに分割しており，聖句ブロックはখさな合は一つの章，
大きな合は一つの書શମにわたることがあるɻほとんどの聖句ブロックには，
行動や話題が変わる自વな変わり目があるɻこれらの変わり目に基づいて，聖句
ブロックをよりখさなセグメントすなわちઅのまとまりに分けるɻ聖句ブロックશମ
をこれらのよりখさなセグメントに分けて研究することで，霊感をडけた記録者の
メッセージを理解し教えるためのみができるɻ

ɹ教師と生徒は，聖句ブロックのこれらのセグメントを配列順に研究すると，「福音
を教え学ぶときの基本」のଟくを取り入れることができるɻ背景と内容を理解す
る，福音の教義と原則を見つけ，理解し，それが真実であり重要であることを感じ，
応用するなど，「福音を教え学ぶときの基本」は，方法ではなく，ୡ成すべき結果で
あるɻこれらの基本事項は互いに作用し合い，これらが，思いと心に福音を注͗込
むために教師と生徒が取り入れることのできる基本パターンとなるɻこのパターン
は次のとおりであるɻ

1. 背景と内容を理解する。� 聖句ブロックの背景と内容を生徒が理解できる
ように助けることは，聖文を教えるプロセスの基本ステップであるɻ背景や話
のྲྀれなどの情報を理解することは，福音の原則と教義を見つけ，また聖句ブ
ロックの中に見られるそれらの真理を説明し解説する基ૅとなるɻ聖句ブロッ
クの中の1，2 અだけを教えることでは，この基本によって明ྎに深く理解でき
るはずのものがしばしばݮじたり，ࣦ われたりするɻ

2. 教義と原則を見つける。� 聖文の内容を理解することは，生徒と教師が聖句
ブロック内に見られる原則と教義を見つける備えとなるɻ時ં，聖典の記録者
は，自分が伝えたいと思っている原則や教義をに言葉として述べることが
あるɻそのほかに，それらの真理を聖文の話の中にؚませて述べることもあ
るɻその合は，その福音の教えを，真理を言い表す簡潔な言葉にする必要
があるɻ
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メモ 3.それらの教義と原則の意味を理解する。�いったん原則と教義を見つけると，
生徒と教師は，それらの真理の意味を分析し話し合うことによって，それをもっ
とよく理解しようとするɻ聖句ブロック自ମの中に明շな注解がؚまれている
ことがしばしばあるɻそれは生徒が教義または原則を述べている言葉の意味
を理解するのに助けとなるɻさらに，聖文を現代のঢ়گに当てはめることは，
生徒が自分の生活にとってその原則と教義がどのような意味を持つかをもっと
よく理解するのに役立つɻ教義または原則についての生徒の理解が૿すと，福
音の真理をほかの人々に説明するػ会を持つことによって，その生徒自の理
解力は૿し，さらにしっかりしたものとなるɻ

4. 御
み

霊
たま

の影響によって原則や教義が真実であり重要であることを感じる。�生
徒が原則や教義をはっきりと理解することは，それが真実であり重要であるこ
とを感じる備えとなるɻそして，御霊の影響によって原則または教義が真実で
あり重要であり，緊急を要するものであると感じれば，自分の生活にその真理
を応用したいという思いが૿すɻ教師は，福音の原則に従って生活して得た経
験を分かち合うػ会と，それが真実であることを証

ㆀㆉ㆗

するػ会を生徒に与えるこ
とによって，൴らが御霊から来るこの気持ちを招いて養えるようにするɻ教師
はまた，自分自の証と経験を分かち合うこともできるɻଟくの合，聖典の
記録者も，教えられている原則や教義について証を述べているɻ教師と生徒
は，聖句ブロックのઅの中にあるこれらのことを確ೝする証を探さなければな
らないɻ

5. 教義と原則を応用する。�生徒は原則や教義が真実であり重要であると感じ
れば，それを生活に応用するようになるɻ個人的な福音の原則の応用が最もස
ൟに行われるのはクラスҎ外のॴであるɻしかし，生徒が学んでいることを
༗意義な方法で応用しようと決意を強め，その能力を૿すのに役立つ重要な事
柄は，レッスン中にىこるɻ教師は，生徒が自分自のঢ়گについて深く考え，
その原則または教義を応用できる۩ମ的な方法を考えるػ会を生徒に与える
ことができるɻ生徒が原則を自分自の生活に当てはめる方法を思い८らし，
考える時間を持つとき，御霊はその生徒の心に個人的な導きを与えるɻ教師
は，適切なときに，ক来どのようにその原則を応用できるかについてアイデアを
分かち合うように生徒に勧めることができるɻ

ɹ教師と生徒は聖句ブロック内のそれͧれのઅのまとまりについて学ぶとき，レッ
スンのશମにわたってこの基本パターンのすべて，あるいは一෦を܁りฦすɻ

ɹレッスンの中で強調する聖句ブロックのセグメントもあれば，あまり注意をわな
くてよいセグメントもあるɻそれが霊感をडけた記録者のメッセージશମの中心で
はないか，あるいは生徒にとって特に必要なものではない合，あまり注意をわ
なくてよいɻ強調すべきセグメントに関しては，次のことにଟくの時間をॆて，力を
注ぐようにするɻすなわち，背景と内容を理解する，福音の原則と教義を見つける，
原則を理解し，それが真実であり重要であることを感じ，それを応用するように努
めるという一連のプロセスを通して生徒を指導し続けるɻ



41

セミナリーとインスティテュートで聖文を教える  

メモɹ別の例としては，背景と内容を十分に研究し理解して原則または教義を見つけ，
その後，聖句ブロックの次のセグメントにҠるという方法があるɻ教義または原則
がその文章の中で明らかになった合，教師または生徒はそれを簡潔に述べるɻ
すると，たとえそれらの真理についてレッスン中に十分な話し合いをしなくても，聖
霊はػ会をとらえて個々の生徒に必要な福音の真理を教え，個人に合ったものにし
てくださるɻ

ɹそのଞのセグメントについては，教師と生徒は，背景と内容だけを学ぶɻあるい
は，教師は，次のઅのまとまりにҠる前に話のྲྀれや内容を簡୯に要約することが
できるɻ要約するとは，クラスで強調しない章またはઅにؚまれている事柄につい
て簡潔に述べることであるɻ要約することによって，教師は聖句ブロックの෦分を
さっとհすることができるɻ教師は，聖句ブロックのセグメントをলུせずに要
約することで，生徒が話のྲྀれと背景をはっきりと記Աにとどめ，その後にブロッ
クの中に出てくる原則または教義を見つけて理解するのに必要な基൫を与える
ことができるɻまた要約することは，霊感をडけた記録者のメッセージを࿙れ
なく，ྲྀ れにఴって採り上げるのに役立つɻ

ɹ教師と生徒がこの方法で聖句ブロックの֤セグメントを配列順に採り上げる
とき，一つのઅのまとまりが別のまとまりとどのように関連しているか
をよりよく理解することができるɻ聖句ブロックの༷々な෦分の間の
関係を知ることによって，教師と生徒は，個々の教義と原則をより深
く理解するだけでなく，聖文が教えている事柄をよりい視で理
解することもできるɻ
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メモ ルカ5章：例 〔3.2〕
ɹҎԼの例は，教師が「福音を教え学ぶときの基本」を取り入れて聖句ブロックを
教える方法を示すものであるɻ

ɹここで例として採り上げるルカ5 章の聖句ブロックは，話のྲྀれや話題が変わる
よりখさなઅのまとまり，すなわちセグメントに分けることができるɻ

ルカ5：1－11� ペテロとϠコブとϤハωは，ح的におびただしいڕをとっ
た後，主からঌされて人をとるړ師となるɻ

ルカ5：12－26�イエスは人のප人を癒
ㆂ㇄

し，罪のࣻ
㇆㇋

しを与えられるɻ

ルカ5：27－35�イエスが取੫人や罪人と৯事をڞにされたことで，律法学者
やパリサイ人はイエスに質問をするɻ

ルカ5：36－39�イエスはݹい皮ାの中の৽しいぶどうञのたとえを語られ
るɻ

ɹ次の図表は，これらのセグメントのそれͧれに対するサンプルレッスンのల։を
示すために使用するものであるɻまた，教師がそれͧれのઅのまとまりに「福音を
教え学ぶときの基本」を取り入れるܭըをどの程度まで行うかについても示すɻ

福
音
を
教
え
学
ぶ
と
き
の
基
本
 

教義と原則を
応用する

教義と原則が
真実であり 

重要であること
を感じる

教義と原則を
理解する

教義と原則を
見つける

背景と内容を
理解する

聖句ブロックを配列順に研究する

36－39 節27－35 節12－26 節1－11節ルカ 5 章
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メモ1－11節

ペテロとヤコブとヨハネは，奇跡的におびただしい魚をとった後，主から召され
て人をとる漁師となった。

ɹ最初に，生徒がルカ5：1－11の背景と内容を理解するように助けるɻ生徒はこ
れらのઅを学ぶと，イエスがペテロに「ԭへこ͗出し，をおろしてړをしてみなさ
い」と言われたことが分かる（4 અ）ɻ通しړをして「Կも」とれなかったが（5
અ），ペテロは主に従い，ڻいたことにおびただしいڕをとったことを，生徒は知るɻ
ペテロの経験から，生徒は次の原則を見つけることができるɻ「理由が分からなくて
も主から求められることを行えば，わたしたちは༧ظしたҎ上の祝福をडけることが
あるɻ」その後，教師は，生徒がもっとよくこの原則を理解することができるように，ま
たそれが自分にとってどのような意味があるかを理解できるように助けるɻそれを行
うために，ペテロの経験は生徒自の生活におけるঢ়گとどのように似ているか，生
徒とともに話し合うɻあるいは，日の預言者や使徒の関連ある言葉をհするɻ

ɹこれらのઅで教師が望むのは，生徒がこの重要な原則を見つけて理解するのを
助けることだけでなく，御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

の影響力を通してそれが真実であり重要であることを
感じるようにすることであるɻそのために，理由が十分に分からないときでも主の
指示に応じてどのように祝福されてきたか，生徒に経験を分かち合ってもらうɻ生
徒と教師が自分の生活でこの原則が真実であるというどのような証ڌを見てきた
かについて証

ㆀㆉ㆗

するとき，御霊はそれが真実であることを証し，実ફするように促すɻ
その後，教師は，少しの時間を生徒に与えて，この原則をどのように応用することが
できるかよく考えてもらい，書き留めてもらうɻ

ɹ図表は，「福音を教え学ぶときの基本」がこのセグメントで実行されたことを示す
ものであるɻ

福
音
を
教
え
学
ぶ
と
き
の
基
本
 

教義と原則を
応用する

教義と原則が
真実であり 

重要であること
を感じる

教義と原則を
理解する

教義と原則を
見つける

背景と内容を 
理解する

聖句ブロックを配列順に研究する

36－39 節27－35 節12－26 節1－11節ルカ 5 章
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メモ 12－26 節

イエスは数人の病人を癒
いや

し，罪の赦
ゆる

しを与えられた。

ɹ生徒がこれらのઅの内容を理解することができるように，教師はまず，重い皮ෘ
පにかかっている人と中

ㆡ㇅ㆄ

෩
ㆶ

をױっている人が主から癒しをडけた話を生徒によく
知ってもらうɻ内容についての生徒の理解を深めるために，これら二つの癒しはど
のような点が似ており，またどのようにҧっているか，生徒に分析してもらうɻ生徒
がこれを行えるように，྆ 方の癒しで信仰が果たした役割について考えてもらうɻ
どちらの合も信仰が必要であったことが分かったら，生徒は次の原則を見つけ
ることができるɻ「わたしたちが信仰を働かせて主のもとへ行けば，主は癒しを与
えてくださるɻ」二つの話のҧいを分析することによって，生徒は，重い皮ෘපにか
かっている人は自分で主のもとへ行き，中෩をױっている人はほかの人々の助けが
必要であったことに気づくであろうɻこのことから，生徒は，もう一つの原則を見つ
けることができるɻ「わたしたちは，ほかの人々が救い主のもとに来て癒しをडけ
られるように助けることができるɻ」

ɹ教師は，ප気Ҏ外のどのようなことについて人々が癒しをडけることができるか
ਘͶて，生徒がこれらの原則を理解するのを助けることができるɻ話し合うこと
で，これらのઅに出てくる肉ମの癒しはわたしたちに霊的な癒しを与える主の力を
するものであると，生徒が理解することができるɻ霊的な癒しには，罪のࣻ
し，൵しんでいるときのҚめ，あるいはڪれや心配がなくなることなどがؚまれるɻ

ɹ生徒がこれらの原則が真実であり重要であることを感じることができるように
するため，教師は，生徒自，あるいは生徒が知っているだれかが霊的または肉ମ
的に癒しをडけた経験を分かち合ってもらうɻまた，救い主の癒しの影響力をड
けるようにほかの人を主のもとに連れて来た人を見たときのその模範について話す

福
音
を
教
え
学
ぶ
と
き
の
基
本
 

教義と原則を
応用する

教義と原則が
真実であり 

重要であること
を感じる

教義と原則を
理解する

教義と原則を
見つける

背景と内容を
理解する

聖句ブロックを配列順に研究する

36－39 節27－35 節12－26 節1－11節ルカ 5 章
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メモように頼むこともできるɻ（生徒にそのような模範について分かち合ってもらうとき
に，それに関係した人の໊前を言わないように注意するɻ）教師は，救い主の愛に
ついて，また癒しを与える救い主の力について証

ㆀㆉ㆗

するように生徒に勧めるとよいɻ

ɹ応用を促すために，癒しやࣻしやҚめをडける信仰を働かせるために行える۩
ମ的な事柄，あるいは友人やだれかほかの人を救い主のもとに連れて来る方法に
ついて生徒に考えてもらうɻ

ɹ27－35 અにਐむ前に，これらのઅから救い主について学んだことを分かち合う
ように生徒に頼むɻこの勧めにこたえると，救い主の思いやりに気づき，感ँする
気持ちがわいてくるであろうɻ

27－35 節

イエスが取税人や罪人と食事を共にされたことで，律法学者やパリサイ人はイ
エスに質問をした。

ɹこのセグメントでは，生徒が背景と内容を理解するのを助けることだけをܭըす
るɻこれらのઅについて研究すると，生徒は，取੫人レビすなわちマタイのঌしに
ついて，またイエスが取੫人や罪人と৯事をڞにされたことについて知るであろう
（内容）ɻ取੫人は൰しい分の者であり罪人であるとϢダϠ人から見られていたこ
とを生徒が理解できるように助ける（背景）ɻこの背景は，主のఋ子となるマタイの
ক来のঌしの重要性を理解するのに役立つであろうɻまたそれは，これらのઅに
見られる，主が「取੫人や罪人などとҿ৯をڞに」しておられることについてのパ
リサイ人と主とのやり取り，ならびに罪人がչい改めるのを助けるという主の使命
をさらに意味あるものとしている（30－32 અ参照）ɻ
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福音を教え学ぶ

メモ 36－39 節

イエスは古い皮袋の中の新しいぶどう酒のたとえを語られた。

ɹ生徒がこのたとえの背景と内容を理解するのを助けるために，ॊらかく力性の
ある皮ାとݻくて力性のない皮ାのҧいについて生徒に話し合ってもらうɻそ
の後，イエスがパリサイ人に語っておられることと（背景），このたとえの「ݹいண
物」と「ݹい皮ା」は，変わろうとせず，キリストの教義をडけ入れようともしない
パリサイ人をしていることを説明するɻまた，「৽しいண物」と「৽しい皮ା」
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㆐㇓

ଝ
㆝㇓

であり，自ൃ的に
変わらなければならないɻ」その後，生徒にその章を見してもらい，救い主とその
教えに対してかたくなで不従順な態度を示した人々の例と，ݠଝであり，喜んで変
わった人々の例を探してもらうɻこの活動は，生徒がもっとよくこの原則を理解す
るのに役立つであろうɻ

ɹレッスンの結びとして，ルカ5 章を学んで得たそのଞのಎ察あるいは感じたこと
を分かち合うように生徒に勧めるɻさらに，教えた真理について証

ㆀㆉ㆗

し，見つけた原
則と教義に従って行動するように生徒に勧めるɻ
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教える準備をする
個人的な準備 〔4.1〕

ボイド・K・パッカー長は次のように述べているɻ「教師が個々のレッスンの
準備のためだけでなく，御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

と調和した生活を続ける準備のためにもできる
か͗りすべてのことを行うとき，力が与えられるɻ霊感を求めて御霊に頼ることを
学べば，霊感をडけて教えることができるという，はっきりした知識をもって，……
生徒の前に立つことができるɻ」（5FBDI� :F� DiMiHFOUMZ� 改గ൛ʤ1991年ʥ，358
－359）

ɹ福音の教師の準備として最も重要で基本的なことは，自分自を霊的に備える
ことであるɻそのような備えをする際に考ྀすべき重要なこととして，福音に従っ
て生活すること，助けと導きを祈り求めること，信仰を働かせること，現職訓練集会
（教師会）に参加することなどがあるɻ

福音に従って生活する 〔4.1.1〕

ɹ教師がどれほど忠実に福音に従って生活しているかが，その教え方に影響をٴ
΅すɻ聖霊を伴侶として導きを得るのにふさわしい生活をすることҎ上に大切な
準備はない（2ページの第 1�2 項「生活する」を参照）ɻ

助けと導きを祈り求める 〔4.1.2〕

ɹ祈りは教える準備をするのに欠かせないものである（教義と聖約 42：14ʀ
104：79，82 参照）ɻ教師は，聖文と福音の原則を理解する際に御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

の助け
を祈り求め，また御霊によってそれらの原則を教える最良の方法をஅする
際に知ܙを祈り求めることができるɻ֤クラスを࢝める前に助けと導きを祈
り求め，また御霊によって感じ，学ぶ生徒の自ൃ性を祈り求めることがで
きるɻ֤生徒をもっとよく理解するために識別のࣀ

㆟ㆾ

物
㇂ㆮ

を求め，ฃಆしてい
る個々の生徒に手をࠩし伸べるために助けを求め，またほかの生徒より
も愛することが難しい生徒を愛するために慈愛のࣀ物を主に求めるこ
とができる（モロナイ7：48 参照）ɻ

信仰を働かせる 〔4.1.3〕

ɹ「宗教教育セミナリー・インスティテュートの目的」の「教える」
のஈམには，効果的に教える教師は神の言葉の力を信頼し，主
と聖霊を信じ，生徒を信頼しているはずであるという意味がؚ
まれているɻ教師が良い働きができないとき，これらの要ૉを
欠いていることがよくあるɻ

御
み

言
こと

葉
ば

の力を信頼する。教師は，生徒は聖文研究をするこ
とがきではない，あるいは毎日聖文を教えていると生徒
のڵ味を引き続けることができないと思う༠にۦられる
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霊
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際に知ܙを祈り求めることができるɻ֤クラスを࢝める前に助けと導きを祈
り求め，また御霊によって感じ，学ぶ生徒の自ൃ性を祈り求めることがで
きるɻ֤生徒をもっとよく理解するために識別のࣀ

㆟ㆾ

物
㇂ㆮ

を求め，ฃಆしてい
る個々の生徒に手をࠩし伸べるために助けを求め，またほかの生徒より
も愛することが難しい生徒を愛するために慈愛のࣀ物を主に求めるこ
とができる（モロナイ7：48 参照）ɻ

信仰を働かせる 〔4.1.3〕

ɹ「宗教教育セミナリー・インスティテュートの目的」の「教える」
のஈམには，効果的に教える教師は神の言葉の力を信頼し，主
と聖霊を信じ，生徒を信頼しているはずであるという意味がؚ
まれているɻ教師が良い働きができないとき，これらの要ૉを
欠いていることがよくあるɻ

御
み

言
こと

葉
ば

の力を信頼する。教師は，生徒は聖文研究をするこ
とがきではない，あるいは毎日聖文を教えていると生徒
のڵ味を引き続けることができないと思う༠にۦられる



48

福音を教え学ぶ

メモ

メモઢ上へ

ことがあるɻしかし，聖文には「命の言葉」が記されており（教義と聖約 84：85），
その言葉は「やそのほか……どのようなことよりも」心に「力強い影響」をٴ΅
す（アルマ 31：5）ということを覚えておかなければならないɻ

ɹヘンリー・B・アイリング長は次のように述べているɻ「皆さん自のために，
また生徒のためにおئいしますɻ生徒はʤ聖文をʥ読みたいと思うだろうという信
仰を持ってくださいɻ生徒を聖文にۦり立てるにはٴびませんɻ信仰が生徒を聖
文に引き寄せるでしΐうɻ……主がその書をお書きになったのですɻ皆さんを引き
寄せるようにそれを書く方法を，主はニーファイに示されましたɻそして，それは皆
さんの生徒を引き寄せるでしΐうɻ」（ʠ5IF�BPPL�PG�MPSNPO�WiMM�$IBOHF�:PVS�
-iGFʡʤモルモン書に関する$ESシンϙジウム，1990 年 8݄17日ʥ，2）

主と御
み

霊
たま

を信じる。青少年とϠングアダルトに福音の原則を教えるはࠔ難でѹ
されてしまいそうだと感じるかもしれないɻしかし，それは主の業であるɻ主は
信仰をもって主に心を向ける人々を助けてくださるɻモルモン書はこう教えているɻ
「キリストは言われたɻh あなたがたはわたしを信じるならば，わたしの心にかなう
ことをԿ事でも行う力を持つであろう とɦɻ」（モロナイ7：33）

ɹ教師は，主が֤生徒の必要を理解し，祝福を授けたいと思っておられるという信
仰を持たなければならないɻまた，聖霊が֤生徒に福音のメッセージを伝え，生徒
の必要とঢ়گに応じて福音の原則を応用するように促してくださると信じなければ
ならないɻ教師は，聖霊が「真理を教えるためにݣわされたҚめ主」であられるこ
とを覚えておかなければならない（教義と聖約 50：14）ɻ

生徒を信頼する。教師は，適切に導きྭませば生徒は聖文を理
解し，教義と原則を見つけるようになり，ほかの人々に福音を説明
し，福音の教えを生活に応用できるという信仰を持たなければな
らないɻ J・ルーベン・クラーク・ジュニア管長は，セミナリーと
インスティテュートの生徒のزつかの特質について述べているɻ

ɹ「教会の青少年は，御霊に関することに飢えていますɻ൴らは
福音を学びたいと切望していますɻ福音をബめることなく७ਮな
まま学びたいと思っていますɻ……

……皆さんは，このような霊的経験の๛かな青少年に対して，͝
取りをする必要もなければ，宗教について耳にささやきかけるݏػ
必要もありませんɻまっすぐに面と向かって話せばよいのですɻ宗
教的な真理を世ଏ的な事柄で෴いӅす必要はありませんɻ皆さん
はこれらの真理をแみӅさず，ありのままに教えることができるの
ですɻ」（h 教育に関する教会の指針 改ɦగ൛ʤ1994 年ʥ，4，12）

ɹ生徒の外見や行動，あるいは福音学習に対する対応を見ると，「御霊に関するこ
とに飢えて」いないかのように思われることが時ંあるɻこのようなঢ়گで，教師
にとって特に重要なのは，クラーク管長の教えを信じる信仰を働かせることであ
るɻヘンリー・B・アイリング長は，次のように力強い約束の言葉を述べているɻ
「生徒は，飢

ㆌ

ծ
ㆋ

で気をࣦうということを知らないかもしれませんɻしかし，神の言
葉は，生徒自が渇いていることを知らなかったその渇きを癒しますɻそして，聖
霊はそれを生徒の心の中に記してくださることでしΐうɻ」（ʠWF�MVTU�RBiTF�OVS�
SiHIUTʡʤモルモン書に関する$ES 大会，2001年 8݄14日ʥ，3）
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教える準備をする

メモɹ御言葉の力を信じる信仰，主と聖霊を信じる信仰，また生徒を信じる信仰を働
かせることによって「セミナリー・インスティテュートの目的」をୡ成しようと努める
教師は，ઈえずҎԼのことを自問しなければならないɻ

ɹわたしの教え方は，

�1��神の言葉に対する理解と愛を深めるように促しているだろうかɻ
�2��聖霊を招き，教化に結びついているだろうかɻ
�3��信仰をもって個人的に福音を学び，福音に従って生活するように֤生徒を促す
ものだろうかɻ

�4��生徒がイエス・キリストをもっとよく知り，愛し，イエス・キリストに従ううえで助
けとなるものだろうかɻ

現職訓練集会（教師会）に参加する 〔4.1.4〕

ɹセミナリー・インスティテュートは，教師と指導者に現職訓練のػ会を提供するɻ
現職訓練はおもに，教授法を改善し，福音の知識を૿し，教師がセミナリーとイン
スティテュートにおける管理運営の方法を学ぶのを助けることを意図しているɻ

ɹこの訓練の一つの面は，ެ ࣜの現職訓練集会（教師会）であるɻ現職訓練集会
（教師会）は定ظ的に行われ，教師と指導者が出席するようにظされているɻこ
の集会で，参加者は聖文について学び，話し合って，その理解を深めるɻ生徒を鼓
舞する教授法を学び，練習するɻまた，生徒の登録，出席，修了を૿やすためのア
イデアを分かち合い，現ࡏ必要とされている事項について協ٞし，また管理運営上
のを果たす方法を学ぶɻ

ɹ現職訓練のもう一つの面は，クラス参観に関するものであるɻ教師は，自分の教
授法を見て༗ӹなフィードバックをしてくれるようにコーディωーターやߍ長，ಉ྅
の教師にґ頼するとඇৗに役立つであろうɻ参観者には，しばしば，教師が伸ば
そうと努めている特定の教授技術に関して۩ମ的なフィードバックをするようにґ
頼できるɻػ会があるॴでは，教師はほかの教師を見ることからもӹを得られるɻ

ɹ信仰をもって，また学んで改善したいという心からの望みをもって現職訓
練にྟむ人々は，ண実な成長とਐาを経験するであろうɻ

生徒の準備 〔4.2〕
ɹ聖典には，霊的な学習に努める人々の心と思いの備えのঢ়
態のことが述べられているɻ例えば，چ約聖書の中の࢘ࡇで
あり学者であるエズラは，「心をこめて主の律法を調べ……
たɻ」（エズラ 7：10）使徒行伝には，「心から教

ㆈ㆗ㆆ

をडけい
れʤたʥ」忠実な聖徒のことが述べられている（使徒 17：
11）ɻ救い主は，ニーファイのຽを๚れたとき，「明日の
ために心ʤをʥ備え……なさいɻわたしはもう一度あ
なたがたのところに来るであろう」と言われた（3 ニー
ファイ17：3）ɻ

授法を見て༗ӹなフィードバックをしてくれるようにコーディωーターやߍ長，ಉ྅
の教師にґ頼するとඇৗに役立つであろうɻ参観者には，しばしば，教師が伸ば
そうと努めている特定の教授技術に関して۩ମ的なフィードバックをするようにґ
頼できるɻػ会があるॴでは，教師はほかの教師を見ることからもӹを得られるɻ

ɹ信仰をもって，また学んで改善したいという心からの望みをもって現職訓
練にྟむ人々は，ண実な成長とਐาを経験するであろうɻ

ɹ聖典には，霊的な学習に努める人々の心と思いの備えのঢ়
態のことが述べられているɻ例えば，چ約聖書の中の࢘ࡇで
あり学者であるエズラは，「心をこめて主の律法を調べ……

教
ㆈ㆗ㆆ

をडけい
れʤたʥ」忠実な聖徒のことが述べられている（使徒 17：
11）ɻ救い主は，ニーファイのຽを๚れたとき，「明日の
ために心ʤをʥ備え……なさいɻわたしはもう一度あ
なたがたのところに来るであろう」と言われた（3 ニー
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福音を教え学ぶ

メモ ɹ生徒は学習経験の中で教化をもたらす聖霊の影響力を感じるために，「御
ㆿ

言
㆓ㆨ

葉
ㆰ

をฉく用意」ができていなければならない（アルマ 32：6）ɻクラスで，生徒は，思
いを研͗ますとき，学習経験に注意を集中するとき，また御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

によって教えられ
ることを喜んでडけ入れる気持ちを示すとき，学ぶ準備が整っているɻ生徒が福
音を学ぶためにその心と思いを備えられるように，教師はҎԼのことをؚめ，ଟくの
ことについて助けを与えることができるɻ

生徒のために祈る。教師は，「喜んで」「御言葉をडけ入れるように……心を備えさ
せるために」生徒に御霊を注いでくださるよう主におئいすることができる（アル
マ16：16－17）ɻ

愛と敬意のある雰囲気をはぐくむ。教師やほかの生徒から愛され，信頼され，価値
ある者とೝめられていると感じている生徒は，もっと御霊の影響をडけ，参加した
いという強い望みをもってクラスに来るであろうɻ

目的意識を確立する。教師は，クラスに出席するのは天の御父と御子イエス・キリ
ストを知るようになるためであり，また聖典と預言者の言葉に見いだされるままの
福音を学ぶことによって永遠の命に向かってਐาするためであると，生徒が理解で
きるように助けなければならないɻ

興味を引く，時宜にかなった，教化するレッスンを行う。教師が教化するレッスン
を準備していつもそれを行うと，生徒は，クラスに出席する度にԿかを学べるとظ
するようになるɻボイド・K・パッカー長は次のように教えているɻ「あなた
がクラスを教えている合，……ʤ生徒はʥԿかを学ばないか͗り，熱い思いをもっ
てって来ることはないɻって来たいと思うԿかを学ばなければならないɻク
ラスで得るものがあれば……自ൃ的に，実に熱心に来るであろうɻ」（5FBDI� :F�
DiMiHFOUMZ �182）

クラスの始めに聖霊を招く。祈り，賛美歌，聖文を読んで考えたことのൃ表をؚ
む，よく準備された，生徒が࢘会するディボーショナルは，しばしば御霊を招き，生
徒を一致させ，霊的な学習に対して生徒の思いと心を備えさせるɻ

生徒の興味を引き，維持する。教師は，生徒のڵ味を引き，より大きな目的をもって
聖文を調べるように生徒を導く方法で毎ճのレッスンを࢝めることによって，生徒
の心を学習経験に集中させることができるɻ例えば，教師は，ホワイトボード（ま
たは，黒板）にڵ味を引く質問を書いたり，物や絵，ࣸ 真を見せたりして，クラスに
来る生徒のڵ味を引くことができるɻ

ɹଟくの生徒が注意力を持続できる時間には限度があるので，ݡ明な教師は，レッ
スン中にԿ度か生徒のڵ味と熱意を࠶び引き出す方法を探すものであるɻこれ
は，学んでいる聖文に生徒の注意を集中させる方法で行わなければならないɻ

学習者としての役割をよく果たすように生徒を備える。教師は，参加するように生
徒に勧める前に，生徒からਘͶられたことについてはっきりと説明し，模範を示し，
準備し実ફする時間を生徒に与え，その後，学習のա程において生徒が自らの役
割を果たすように勧め，また൴らが努力していることをೝめなければならないɻ学
習者としての役割を果たすように生徒を備える教師は，「セミナリー・インスティ
テュートの目的」のୡ成についてはるかに大きな成ޭをऩめるであろうɻ
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メモレッスンの準備 〔4.3〕

レッスンの準備のための資料 〔4.3.1〕

聖典
ɹ4つのセミナリーコースと，ঝೝされているインスティテュートのコースのほとんど
で，標準聖典を学ぶɻこれらのコースで教える事柄を決めるときの第 1の資料は，
聖典そのものであるɻセミナリーとインスティテュートの教師への話の中で，エズラ・
タフト・ベンソン大管長は次のように教えているɻ「聖典と生ける預言者の言葉の
代わりを十分果たせるようなものなどないことを，ৗに覚えておいてくださいɻ聖
典と生ける預言者の言葉を基本の資料としなければなりませんɻ」（ʠ5IF� GPTQFM�
5FBDIFS�BOE�HiT�MFTTBHFʡʤ$ES 宗教教育者へのߨ話，1976 年 9݄17日ʥ，3）

ɹインスティテュートのコースの中には，標準聖典の学習ではなく，福音のテーマに
焦点を当てているものがあるɻこれらのコースを教える教師は，準備のための第 1
の資料として（聖典とಉ༷に）インスティテュートの教科課程で提Ҋされている資
料を考ྀしなければならないɻ教師は，これらのコースで教える教義と原則を明
らかにし説明するために，聖典と預言者の言葉を使用するػ会をいつも探さなけ
ればならないɻ

セミナリーとインスティテュートの教科課程
ɹセミナリーとインスティテュートの教科課程用資料は，効果的なレッスンを準備し
て教えるのに役立つおもな資料として提供されたものであるɻ教科課程には，聖句
とその背景に関する背景の情報，難しい言葉と語句の説明，聖文中で教えられてい
る教義や原則についての中ԝװ෦の見解，またどの内容と教義と原則を教えるか
についての提Ҋも書かれているɻ教師は聖句ブロックの学習に教科課程を活用す
ると，聖霊の霊感をडけ，生徒の必要をຬたすレッスンをすることができるɻ

ɹヘンリー・B・アイリング長は，教科課程の準備と活用について次のように説
明しているɻ「教会で教える教義が正確であることを確ೝするために預言者によっ
てঌされている人々は，皆さんがडけ取るその教科課程の中のすべての言葉，す
べてのࣸ真，すべての図表をݕ࠶討しますɻ教科課程は神から霊感されたもので
あるという信仰を働かせることによってのみ，教科課程の力を引き出せるのですɻ
……

ɹ教科課程の内容とその配列に忠実であれば，わたしたちが持つたぐいない教
授のࣀ

㆟ㆾ

物
㇂ㆮ

はえられることなく，引き出されることでしΐうɻ」（ʠ5IF� -PSE� WiMM�
MVMUiQMZ� UIF� HBSvFTUʡʤヘンリー・B・アイリング長との༦べ，1998 年 2݄�
6日ʥ，4－5）

その他の資料
ɹ教師は，聖句ブロックをもっとよく理解する助けとして，教会ػ関ࢽ，特に૯大会
からの教えなど，そのଞの資料を使用することができるɻそのଞの資料を用いて，
推測やセンセーショナルな表現にったり，教会が明確にしていない֓೦を教えた
りすることがあってはならないɻҎ前に確ೝされ，ެ 表されたものであっても，クラ
スで使用するのに適切でないものがあるかもしれないɻレッスンは生徒の信仰と
証
ㆀㆉ㆗

を築くものでなければならないɻ
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メモ 教える事柄とそれを教える方法を決める 〔4.3.2〕

ɹ教師は皆，レッスンを準備するときに，「Կを教えるか」，また「それをどのように
教えるか」を決めなければならないɻ「教える事柄」とは，背景（背後の事情，文
化，ঢ়گなど），内容（話のྲྀれ，人物，出来事，説教，霊感に基づく説明など），ま
た聖句ブロック内にある重要な福音の真理であるɻ「教える方法」とは，生徒に理
解させるために教師が用いる方法，採り上げ方，活動（クラス討論，視聴覚資料，
筆記活動，খ人のグループ学習など）であるɻ教える方法を選ぶ前に教える事
柄を決める必要があるɻそうすれば，方法や技術ではなく，いつも聖文に焦
点を合わせることができるɻ

ɹ教師は，レッスンを準備するとき，教える事柄と教える方法の྆方を決めるため
に十分に時間をかけ，努力しなければならないɻレッスンの準備で教える事柄に
ばかり力を入れると，生徒を学習に参加させる方法を考える時間を十分に取れなく
なるɻそうすると，レッスンはୀ۶で，ͻどく教師本位なものになるڪれがあるɻま
た，教える方法に集中しす͗ると，レッスンは，目的と力を欠いた，ちぐはぐなもの
になってしまう可能性があるɻ

教える事柄を決める 〔4.3.3〕

ɹ教師は，教えようとする事柄を準備するときに 4つの基本的なஈ֊を౿むɻま
ず，聖句ブロックの背景と内容を理解するように努めるɻ第 2に，ブロック内に見
られる教義と原則を見つけ，理解するɻ第 3に，生徒が学び，応用するためにどの
原則が最も重要かをஅするɻ第 4に，聖句ブロックの֤セグメントをどの程度強
調するかを決めるɻ

1. 教える聖句ブロックの背景と内容を理解する。
ɹ教師は，聖句ブロックの背景，すなわち背景を理解し，その内容がよく分かるよ
うになるまでその聖句ブロックに集中するように努めなければならないɻ聖句に集
中するとは，読み，研究し，深く考え，読んだ事柄について霊感と理解を祈り求める
ことであるɻ

ɹ聖典の内容を理解するために行える最も༗ӹな方法の一つが，話題や行動が変
わる聖句ブロック内の自વな変わり目に注意することであるɻ教科課程と自分自
のಎ察を用いて，これらの自વな変わり目に基づき，聖句ブロックをよりখさなセグ
メント，すなわちઅのまとまりに分けることができるɻこれらのখさなセグメントは
重要な基ૅブロック，すなわちߏ成要ૉとなり，教師は後に準備をするときにこれ
を用いて，レッスンのྲྀれをみ立て，また聖句ブロック内のすべての内容に少な
くともある程度の注意を向けることができるɻ

ɹまた，この方法で聖句ブロックの要点をまとめるとき，重要であると思われる人
物，ॴ，出来事，原因と結果の関係について，また，難しい言葉や語句の意味に
ついて理解を૿すように努めなければならないɻ内容を十分に理解するために，
ෳの聖句ブロックを読む必要のあることがよくあるɻ
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2. 教義と原則を見つけ，理解する。
ɹ教師は，背景と内容を理解することに加えて，聖句ブロック内の教義と原則を注
意深く見つけて理解し，また教科課程で提Ҋされている教義と原則をݕ討しなけ
ればならないɻ教科課程に書かれていなければ，教義と原則を分かりやすい簡潔
な言葉で書き出すように努力しなければならないɻこうすることは，原則とその意
味の྆方を心の中でしっかりとまとめるのに役立つɻこれはまた，レッスンで学習
活動を指導するのに役立ち，生徒が理解力を૿し，応用にもっと集中できるように
する助けともなるɻ

3. 生徒が学び，応用するためにどの原則が最も重要かを判断する。
ɹී通の聖句ブロックには，ほとんどの合，クラスの時間内に༗意義な話し合
いを行えるҎ上のଟくの題材があるɻ教師は聖典と教科課程を研究した後，生徒
が理解し応用するためにどの教義と原則が最も重要であるかをஅする必要があ
るɻこのஅをする際に，教師はҎԼのことを考ྀしなければならないɻ

聖霊の促し。教師は，レッスンでどの原則と教義を強調するかஅする際に，ઈえ
ず聖霊の導きを求めなければならないɻ

霊感を受けた記録者の意図。教師は，預言者である記録者がԿを伝えたいと思っ
ていたか見ۃめるようにしなければならないɻエズラ・タフト・ベンソン大管長は
次のように述べているɻ「൴らʤ記録者ʥがわたしたちの時代を見，わたしたちの
ためになることを選んでくれたとしたならば，なおさらモルモン書を研究する必要
があるのではないでしΐうかɻh これを記録するように主がモルモン（モロナイある
いはアルマ）に霊感をお与えになったのはなͥだろうか，現代の生活への教訓とし
てԿを学べるのだろうか とɦઈえず自問する必要がありますɻ」（「モルモン書ʕ
わたしたちの宗教のかなめੴ」h リアホナʱ2011年 10݄߸，56）教師は，教える
聖典のコースがԿであっても，レッスンを準備するときにಉ༷の質問について考ྀ
しなければならないɻ

ɹ教師はまた，聖典中の預言者の主要な目的はৗにイエス・キリストについて
証
ㆀㆉ㆗

することであるということを心に留めておかなければならないɻ「わたしが
一心にࢤすのは，人々がアブラハムの神，イサクの神，Ϡコブの神のもとに
来て救われるように，説き勧めることであるɻ」（1ニーファイ6：4）した
がって，教師は，「この聖句ブロックは，生徒がイエス・キリストの教え
と贖

㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

について理解しそれに頼れるようにイエス・キリストのԿを教
えているだろうか」と自問しなければならないɻ

ɹ教師は，霊感をडけた記録者の意図をஅしようとするとき，聖典
に明らかにされている事柄をӽえないように注意しなければならな
いɻヘンリー・B・アイリング長は次のように注意をىשしているɻ
「記録者が言おうとしたすべての事柄，あるいは൴らが述べていない
事柄を自分は知っているとってはなりませんɻ」（ʠʞAOE� 5IVT� WF�
SFF�ʟ�HFMQiOH� B� SUVEFOU� iO� B�MPNFOU� PG�DPVCUʡʤヘンリー・B・
アイリング長との༦べ，1993 年 2݄ 5日ʥ，6）

改心を促す原則と基本的な教義。教師は，教える事柄を決めるとき，
次のことを考ྀしなければならないɻ「この聖句ブロックで強調で
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メモ きるすべての真理のうちでどれが，生徒を天の御父と救い主に近づけ，救いに導く
のに役立つだろうかɻ」ヘンリー・B・アイリング長は次のように助言しているɻ
「レッスンを準備するとき，改心を促す原則を探してくださいɻ……改心を促す原
則とは，神の御

ㆿ

心
㆓㆓㇍

に従うように導く原則ですɻ」（ʠ$POvFSUiOH� 1SiODiQMFTʡʤ-・ト
ム・ペリー長との༦べでの話，1996 年 2݄ 2日ʥ，1）

ɹ教師はまた，採り上げる聖句ブロックがセミナリー・インスティ
テュートによって強調するものとして選ばれている「基本的教義」
のどれかを教えるものであるかどうかもஅしなければならないɻ
これらの教義は，生徒が天の御父のܭըと教会の基本的な信を
理解できるようにするものである（35 ページの第 2�7�2 項「基本
的教義」を参照）ɻ

生徒の必要と能力。� 教師がよく生徒を知り，理解するようになれ
ばなるほど，すぐに応用できる重要な原則を見つけ，強調するのが
容қになるɻ教師は聖句ブロックを研究するとき，自分自にとっ
て感動的な，あるいは特に深い意義のある教えや֓೦を見つける
ことがあるかもしれないɻしかし，それが生徒たちの霊的な準備
や理解力とはかけれている合がある（例として，1コリント3：
2 に書かれているパウロのݎい৯物とೕについての勧ࠂを参照）ɻ
教師にとっては৽しくない，あるいはڵ味を感じない原則でも，生
徒にとってඇৗに重要な合があるɻ教師は生徒を教えているの
であり，レッスンのためのレッスンをしているのではないということ
を心に留める必要があるɻ教師は学習経験のを与えているので
あり，୯にレッスンの֓要を準備しているのではないɻどの原則と
教義が生徒にとって最も重要であるかをஅするときに，教科課
程は教師にとって特に助けとなるɻ

ɹリチャード・G・スコット長は次のように教えているɻ「皆さん
の生徒の個人的な能力と必要に応じて，最も༏ઌ順位がߴいもの
はԿかをஅしてくださいɻ生徒が重要な原則を理解し，自分の
ものとし，人生の手引きの一෦とするならば，最も重要な目的がୡ

成されたことになりますɻ」（ʠ5P�6OEFSTUBOE�BOE�-ivF�5SVUIʡʤリチャード・G・
スコット長との༦べ，2005 年 2݄ 4日ʥ，2－3）

ɹどの真理を強調するかを決めながら，教師は，聖句ブロックを採り上げる際に焦
点を当てる༧定のない原則や教義を簡୯に指ఠするようにܭըすることもできるɻ
こうすれば，レッスンで大きく焦点を当てるわけではないが，生徒個人にとって重
要である可能性のある原則を聖霊がその個人に理解させてくださるػ会を備える
ことになるɻ教師はまた，自分が気づかなかった，あるいは話し合う༧定のなかっ
たԿらかの福音の真理を，生徒が見つけたり，あるいは話し合いたいと思ったりす
ることがあるということを心に留めておかなければならないɻ

ɹ教師は，これらのことをすべて考えながら，御
ㆿ

霊
㆟ㆾ

の確ೝを求めるようにしなけれ
ばならないɻ御霊は，霊感をडけた聖典の記録者の意図や生徒の必要，また生徒
が天の御父と救い主に近づくのにどの福音の真理が助けとなるかを，教師がもっと
よく理解できるように助けるであろうɻ

「福音については二つの見解がありま
す。その両方とも真実です。それら
によって皆さんの教える力に非常に
大きな違いが生じます。一つの見解
は，福音とはすべての真理であると
いうものです。そのとおりです。福音とは真理です。
この見解によれば，わたしはクラスで真理であること
は何でもかなりよく教えることができます。わたし
は福音を教えていることになるでしょう。別の見解
は，福音とは，それを守り，従い，受け入れるならば永
遠の命に至る原則であり，戒めであり，儀式であると
いうものです。これも真実です。

　これらの見解のどちらかを選んで専らそれを自分
の教え方とするとき，大きな一歩を踏み出すことにな
ります。福音とは，それを守り，従い，受け入れるなら
ば永遠の命に至る儀式であり，原則であり，戒めであ
るという見解ではなく，福音とはすべての真理である
という見解を取るならば，生徒が汚れた海に耐えら
れるように助けるという競技からすでに身を引いて
しまったも同然なのです。」

（ヘンリー・B・アイリング，“Eyes to See, Ears to Hear”〔新約聖書
に関する CES シンポジウム，1984 年 8月16 日〕，6）
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メモ4. 聖句ブロックの各セグメントをどの程度強調するかを決める。
ɹ教師は，聖句ブロックの背景と内容を理解し，それをよりখさな，内容に関連し
たセグメントに分け，生徒が学び応用するための重要な福音の真理を見つけたの
で，ࠓや，聖句ブロックの֤セグメントをどの程度強調するかを決める準備が整っ
ているɻ教師は，レッスンで強調しようとする教義と原則がؚまれているそれらの
セグメントを最も強調するのがී通であるɻすなわち，教師は，これらのઅのまと
まりについて，生徒がその背景と内容を理解し，その中に見いだされる重要な教義
と原則を見つけて理解し，それらの教義と原則が真実であり重要であることを心
に感じ，これらの真理を生活に応用できる方法を知るように導くのであるɻ

ɹ聖句ブロックの別のセグメントでは，レッスンで強調されている真理にあまり焦
点が当てられていないかもしれないɻしかし，とばしたり，無視したりしてはならな
いɻ教師は，これらのઅのまとまりについてもಉ༷に，少なくとも要約するようにܭ
ըしなければならないɻ

注ʕ準備の時間が無制限にあるということはきわめてまれであるɻ教師がよく
൜す間ҧいは，読み，研究し，教える事柄を決めるのに時間をかけす͗て，教える
方法について十分に準備する時間をなくしてしまうことであるɻ毎ճのレッスンを
準備する際に教師が言う必要のある大切な事柄があるɻそれは，「教える事柄は
十分に理解できたと思うɻࠓ，それを効果的に教える方法を決める必要がある」と
いうものであるɻ

教える方法を決める 〔4.3.4〕

ɹ教師はී通，自分が教える聖句ブロックと自分が見つけた真理に感動を覚える
ものであるɻ教師は，研究し，理解し，御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

によって教えをडけるように熱心に努
力することによって教化され，自分が準備していたときに学んだ事柄を伝えたいと
自વに感じるものであるɻこれが適切なこともあるが，レッスンの目的は，生徒が
聖文を理解し，聖霊によって教えをडけ，൴らが学ぶことを応用するྭましを感じ
るようにすることであるのを覚えておかなければならないɻつまり，教師自が聖
文から学んだ事柄と，それが重要であると感じる理由を生徒にࠂげるҎ上のこと
がৗに必要なのであるɻまた，教師が聖句を読み，それを注釈し，次いで別の聖句
を読むҎ上のことを表しているɻ

ɹ生徒は，教師がレッスンの準備中に経験したこととಉ༷の学習のա程を౿むよう
に導かれるときに教化されるɻ理解するために聖文を調べ，自分自で福音の真
理を見つけるように生徒を導かなければならないɻ自分の言葉で福音を説明し，自
分が知っていることと感じていることを分かち合い，証

ㆀㆉ㆗

するػ会を与えなければな
らないɻこうすることは，൴らの಄から൴らの心に福音をҠす助けとなるɻ

ɹ生徒はこの方法でઈえず福音を学ぶ経験をすれば，自分自で聖文を研究し，
御霊によって学ぶ自分の能力に自信を持つɻそして，学んでいる事柄を生活に応用
したいという望みを感じるɻまた，自分が信じている事柄をほかの人々に説明し，
福音の教義と原則について証を述べる備えももっとよくできるようになるɻ

ɹ教師は，生徒がクラスで一緒に聖文を学ぶときにこの学習のա程を経験するの
に役立つ方法をܭըしなければならないɻ教師がレッスンプランを作成するとき
に，ҎԼの質問に対するえが教える方法を決める基準となるɻ
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福音を教え学ぶ

メモ �1��どのような方法または学習活動が，生徒が知る必要のある背景と内容を理解
するのに助けとなるだろうかɻ

�2��どのような方法が，生徒が重要な教義と原則を見つけ，言葉で表現できるように
なるのに助けとなり，またほかの教義と原則を見つけるػ会となるだろうかɻ

�3��生徒がこれらの原則と教義を理解するのを助けるのに，最良の方法はԿだろう
かɻ

�4��これらの原則が真実であり重要であることを感じるように生徒を導き，それに
ついて分かち合い証するように勧めるために，どのような方法または採り上げ方
があるだろうかɻ

�5��生徒がこれらの原則を生活に応用できる方法を知るのを助け，またそうするよ
うに൴らをྭますのに，効果的な方法はԿだろうかɻ

ɹҎԼは教える方法を決める際に考ྀすべきزつかの事項であるɻ

教授法が，教えるメッセージに調和しており，御霊の影響を受ける助けになること
を確認する。時として教師は，生徒を楽しませようとしたり，൴らのڵ味を引こうと
したりして，理解と教化にࢸらない方法を選んだり技術を使ったりすることがあるɻ
教授法を選ぶときは，その方法によって効果がߴまるか，それとも生徒に取り入れ
てもらおうとするメッセージから注意がそらされるか考えなければならないɻ例え
ば，教えることを目的としたήームは知識（聖書中の֤書の配列順など）を与える
のに楽しく効果的な方法であるɻしかし，最終的な目標が霊的な気持ちを引き出
すということであれば，それはほ΅間ҧいなくٯ効果となるɻখ人のグループに
よる活動も༗効であるが，この活動はかなりの時間を必要とするので，簡潔に述べ
られている原則を見つけるのには最良の方法とは言えないɻ

ɹ教師は，教授法と活動が福音を学ぶにふさわしく，だれもౖらせたりইつけた
りすることがなく，御霊の影響をडける助けになることを確ೝしなければならないɻ

教科課程を使用する。セミナリーとインスティテュートの教科課程
には，「福音を教え学ぶときの基本」を実行する，教える方法につ
いての提Ҋが書かれているɻ教師は֤レッスンを準備するとき，教
科課程を注意深くݕ討し，聖句ブロックを教えるためにどの情報と
方法を使用するかを選ばなければならないɻ教師は，教科課程の
聖句ブロックのための提Ҋのすべて，または一෦を選ぶことがで
きるɻあるいは，クラスの必要とঢ়گに合わせて提Ҋされているア
イデアを変更することができるɻ

関連性と目的をはっきりさせる。生徒は，聖句ブロックで学んでいる事柄と自分の
ঢ়گや事情の関連性を理解するとき，通ৗ，福音の教えを学んで応用するように
もっと動ػづけられるものであるɻまた，聖文から実生活のঢ়گの中で導きとな
るえと指示をどのように得られるかを知ることもできるɻ

ɹしたがって，教える方法を準備するとき，教師は，聖句ブロックにؚまれている永
遠の真理についてよく考え，それを生徒の生活にとって༗ӹで༗意義なものにでき
る方法をݕ討するとよいɻこのことを心に留める教師は，しばしば，生徒に関連の
ある質問，ঢ়گ，あるいは問題を採り上げてレッスンを࢝めるɻそのような質問，
ঢ়گ，あるいは問題を๊えている生徒は，導きと方向づけを与える福音の原則と教

「福音の優れた教師は定められたコー
ス資料を使い，イエス・キリストの福
音の教義と原則と聖約を教えること
に最も力を注ぎます。」

（ダリン・H・オークス「福音を教える」『リアホナ』
2000 年1月号，95 参照）
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教える準備をする

メモ義を知るために聖文を調べるようになるɻ教師は，レッスンを準備するとき，生徒
のڵ味を持続させ，ઈえず学習のա程に生徒を引き込む方法もܭըしなければな
らないɻ

時間配分を決める。教師は，聖句ブロックશମを採り上げるように熱心に努力しな
ければならないɻしかし，レッスンの༷々な෦分にどれだけの時間を使うか決める
とき，生徒を教えているのであり，レッスンのためのレッスンをしているのではない
ということを心に留めることが重要であるɻ教師は，レッスンプランにີݫに従う
ことに集中するあまり，クラスの時間に霊感をडける可能性やレッスンプランにない
生徒の参加の可能性をなくすようであってはならないɻそのためには，レッスンを
変える必要があるɻ

ɹ教師が最も൜しやすい間ҧいの一つは，レッスンの初めの方に時間をかけす͗
て時間がりなくなり，残りの෦分を大急͗で行わなければならないというレッス
ンల։であるɻ準備するときに，自分が選んだ方法を使うとレッスンの֤෦にどれ
くらいの時間がかかるかを༧測する必要があるɻほとんどの合，教師は限られた
レッスンの時間内で自分が伝えたいと思うすべてを教えることはできないので，Կ
を強調し，Կを要約するかを決める必要があるɻ

ɹ時間配分の必要性は，֤ レッスンだけでなく，コースશମについても言えるɻ例
えば，৽約聖書コースで，࢛福音書に時間をかけす͗れば，残りの書に見いだされ
る重要な福音の真理を適切に教えることができなくなってしまうɻ

ɹセミナリーとインスティテュートのほとんどの教科課程には，時間配分の提Ҋと
コースશମを採り上げるためのスケジュールが記されているɻ

生徒が役割を果たすように助けることに焦点を当てる。� 教師は教えようとする方
法の準備をするとき，教える事柄だけでなく，学習者に焦点を当て続けなければ
ならないɻまた，「ࠓ

ㆌ㇇ㆄ

日はクラスでԿをしようか」あるいは「生徒にԿを教えよう
か」と୯に考えるだけでなく，「ࠓ日はクラスで，生徒はԿをするだろうか」あるいは
「生徒が知る必要のあることを見つけるように，どう助けられるだろうか」と考えな
がらレッスンの準備をਐめなければならないɻ

様々な方法や採り上げ方を用いる。説得力のある教授技術でも，使いす͗れば，効
果がなくなったりୀ۶なものとなったりするɻ目ઌを変えるだけの方法を選んでは
ならないが，効果的に教えているଟくの教師は，֤ レッスンの時間内でも教え方に
変化を持たせ，また日によっても変化をつけているɻ生徒がڵ味をࣦった合や，
生徒が望ましい結果に౸ୡするのにࠓ行っていることが助けにならないと思われ
る合，レッスン中に方法を変えられるように準備しておかなければならないɻ

ɹ༷々な教授法を用いることは，生徒がҟなる方法で学べるようにするのにも役立
つɻ生徒が，視覚や聴覚，৮覚などの༷々な感覚を使用しなければならない教授
法や学習活動を取り入れれば，生徒はもっと参加するようになり，教えられた事柄
を記Աするのに助けとなるɻ

ɹ教師は一般的に，用いるのに楽で༗効であると思う方法を選ぶべきではあるが，
もっと効果的にできる৽しい方法や採り上げ方をਐんでࢼしてみなければならないɻ

ɹこの手引きの次の章では，教える方法を決めるときにݕ討できる༷々な教授法
と採り上げ方をհするɻ
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教授法，技術， 
採り上げ方
教えることは，ෳ合的かつଟ面的な職務であるɻ教える方法や技術をリストに

すれば，そのリストはଟくのアイデアと実例をؚみ，Կもの本になるであろ
うɻしかし，これらの事柄は，効果的な教授に不可欠なزつかの一般的な教授
法，技術，採り上げ方に分ྨすることができるɻ本章ではこれらの重要な分の
つかをհするɻز

ɹ教える際にどの方法を用いるかを決めるとき，方法と技術はそれ自ମが目的で
はなく，目的をୡ成する手ஈにす͗ないことを覚えておくことが重要であるɻ教師
は，生徒が特定の聖句ブロックの内容，教義，原則を理解するのに最も役立つ方
法，ならびに教化と応用を促す方法を選ばなければならないɻ特定の技術を使用
する目的を心に留めておくことは，もっと༗意義な方法でそれを用いるのに役立つ
であろうɻまた，御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

がなければ，最も効果的な教授法と採り上げ方を用いたとし
ても成ޭは得られないということも覚えておくことが重要であるɻ

質問 〔5.1〕
ɹ効果的な質問をすることは，教師が伸ばすことのできる最も重要な技術の一つ
であるɻ質問によって，生徒は聖文を理解するա程に入り，重要な福音の真理を見
つけて理解できるようになるɻまた，生徒は福音が自分の生活にどのような影響を
またক来，福音の原則をどのように応用できるか，ࡏしてきたかをよく考え，現΅ٴ
についても考えるようになるɻ効果的な質問をすることは，選択の自由を行使し，
学習のա程において自分の役割を果たすことによって学習経験の中に聖霊を招く
ように生徒を促すものであるɻ

ɹレッスンを準備するஈ֊で，生徒が学ぶときに理解できるように
導く質問と，生徒の思いと心を引きつける質問を努めて注意深く考
えておくのは価値のあることであるɻ教師は，質問を考えるとき，
その質問をする目的をまず決めなければならない（例えば，聖句か
ら情報を見つけてもらいたい，聖句の意味について考えてもらいた
い，あるいは原則が真実であるという証

ㆀㆉ㆗

を分かち合ってもらいた
い，など）ɻその後，その目的を心に留めてよく考えて質問をみ立

てなければならないɻ質問によって望んだ結果が得られるかどうかは，注意深く
選んだわずかな言葉によって大きくࠨӈされるɻ

ɹ教師は，考え，感じるように促す質問を準備して，その質問をするように努力しな
ければならないɻ一般的には，୯७に「はい」か「いいえ」でえられる質問や，
えがはっきりしす͗て生徒に考える気持ちをىこさせない質問は避けるべきであ
るɻまた，論争を招く可能性のある質問も避けるべきであるɻこれは生徒をࠞ乱
させるとともに，クラスに不和を生じさせ，御霊を൵しませるからである（3 ニーファ
イ11：29 参照）ɻ

「質問をし，質問に答えることが，教え
学ぶすべてのことの核心です。」

（ヘ ン リ ー・B・ ア イ リ ン グ，“The Lord Will 
Multiply the Harvest”〔ヘンリー・B・アイリン
グ長老との夕べ，1998 年 2 月 6 日〕，5－ 6）

5
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メモɹクラスで質問するときは，えについて考える時間を与えることが重要であるɻ
時ં，教師が質問をして 1，2 ඵってだれもすぐにฦ事をしてくれないと，うろた
えて自分でえを言ってしまうことがあるɻしかし，効果的な質問に対してしばし
ば必要とされるのが，考え，ख़考することであるɻまた，生徒は聖文の中からえ
を見つけたり，意味のあるえを考えたりするのに時間を必要とする合があるɻ
時には，言葉で述べる前にえを書き出す時間を生徒に与えると効果的であるɻ

ɹ偉大な教師であるイエス・キリストは，༷ 々な手法で質問をし，御自分が教えた
原則を考えて応用するように人々を促されたɻイエス・キリストの質問は，御自分が
教えている相手の生活にԿをもたらそうとしておられたかによって༷々であったɻ
ある質問は，「律法にはなんと書いてあるかɻあなたはどう読むか」とਘͶられた
ときのように，考えて聖文からえを引き出すようにฉき手を促すものであった（ル
カ10：26）ɻまた，別の質問は，「あなたがたはどのような人物であるべきか」と
ਘͶられたときのように，決意を引き出そうとするものであった（3 ニーファイ27：
27）ɻ

ɹ教師はଟ種ଟ༷な質問をすることができるが，福音を教え，学ぶの
に特に重要な質問は一般的に 4 種ྨであるɻ

�1��情報を探すように生徒に勧める質問
�2��分析して理解するように生徒を導く質問
�3��気持ちと証を促す質問
�4��応用するように促す質問

情報を探すように生徒に勧める質問 〔5.1.1〕

ɹ探す質問は，聖句ブロックの内容に関する大切な細かい事項を
調べるように勧めることによって，生徒が聖文の基本的な理解を
得られるように助けるものであるɻ探す質問は聖句の中の情報
を探すように促すものであるため，ઌにこのような質問をしておい
てから，えが出ているઅを読んでもらうとよいɻこれによって生
徒の注意力をߴめ，聖句の中からえを見つけ出してもらうこと
ができる

ɹ探す質問には，だれが，Կを，いつ，どのように，どこで，なͥ
などの言葉がしばしばؚまれるɻҎԼは，情報を探すように
生徒に勧める質問のزつかの例であるɻ

wçマタイ19：22 によれば，なͥۚ持ちの青年は൵し
みながら立ちڈったのでしΐうかɻ

wçサムエル上 17：24で，イスラエルの人々はゴリア
テを見たとき，どのようにৼる舞ったでしΐうかɻ 26
અで，ダビデはどのようにৼる舞ったでしΐうかɻ

wçアルマ 38：5－15 で，アルマはଉ子シブロンにԿを勧ࠂし
ているでしΐうかɻ

ɹ教師はଟ種ଟ༷な質問をすることができるが，福音を教え，学ぶの
に特に重要な質問は一般的に 4 種ྨであるɻ

 〔5.1.1〕

質問は，聖句ブロックの内容に関する大切な細かい事項を
調べるように勧めることによって，生徒が聖文の基本的な理解を
得られるように助けるものであるɻ探す質問は聖句の中の情報
を探すように促すものであるため，ઌにこのような質問をしておい
てから，えが出ているઅを読んでもらうとよいɻこれによって生
徒の注意力をߴめ，聖句の中からえを見つけ出してもらうこと

だれが，Կを，いつ，どのように，どこで，なͥ
情報を探すように

ۚ持ちの青年は൵し

サムエル上 17：24で，イスラエルの人々はゴリア
ৼる舞ったでしΐうかɻ 26
ৼる舞ったでしΐうかɻ

アルマ 38：5－15 で，アルマはଉ子シブロンにԿアルマ 38：5－15 で，アルマはଉ子シブロンにԿアルマ 38：5－15 で，アルマはଉ子シブロンに を勧ࠂし
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福音を教え学ぶ

メモ ɹ探す質問に対するえは，基本的な理解の基൫となるものであり，ほかのタイ
プの質問はその基൫の上に加えられるもので，より深い理解と応用を促すɻ「人々
は人の子をだれと言っているか」という救い主の質問は，情報の背景を与えている
（マタイ16：13）ɻそして，ఋ子たちのฦは，「それでは，あなたがたはわたしを
だれと言うか」（マタイ16：15）というさらに深い，さらにӶい質問に対する準備と
なったɻ

分析して理解するように生徒を導く質問 〔5.1.2〕

ɹ分析する質問は通ৗ，生徒が学んでいる聖句についてよく知るようになった後で
ਘͶるɻこの質問によって，学習者が聖文をよりく，またより深く理解しようとす
る気持ちを๊くように促すことができるɻまた，生徒が関係とパターンを調べたり，
聖文内の対比を見つけたりするのに役立つɻ分析する質問はほとんどの合，そ
のえがෳあるɻ

ɹ分析する質問は一般に，3 つの目的のうちの少なくとも一つを果たすものであ
るɻそれは生徒にとって次のことの助けとなるɻ

wç聖文の背景と内容をもっとよく理解するɻ
wç福音の原則と教義を見つけるɻ
wçそれらの原則と教義をより深く理解するようになるɻ

生徒が聖文の背景と内容をもっとよく理解するのに役立つ。分析する質問は，生
徒の歴史的また文化的背景の面から，あるいはほかの聖句と照らして聖句を調べ
てもらうことによって，聖文と出来事に対する理解を深める助けとなるɻまた，この
ような質問は，生徒が言葉や語句の意味を明確にするのにも役立ち，また，話のྲྀ
れのৄ細を分析してより深い意味を知るのにも助けとなるɻこのプロセスによって，
生徒は原則と教義を見つけることができるように備えられるɻ

ɹҎԼはこのタイプの質問の例であるɻ

wçマタイ13：18－23 のイエスの説明は，3－8 અのイエスの教えを理解す
るのにどのように役立つでしΐうかɻ

wç天使の指示に対するレーマンとレムエルの対応とニーファイの対応はどのよ
うにҧっていることが分かるでしΐうか（1ニーファイ3：31ʀ4：1－7 参
照）ɻ

wç主はジョセフ・スミスに「人を神よりもڪれてはならなかった」と勧ࠂされ
ましたが，116 ページをฆࣦするにࢸった原因はԿでしたか（教義と聖約
3：7）ɻ

生徒が福音の原則と教義を見つけるのに役立つ。生徒は，聖文の背景と内容を理
解するようになると，聖文にؚまれている原則と教義を見つける能力が૿すɻ分析
する質問は，生徒が結論を引き出し，聖句ブロックに見いだされる原則や教義を分
かりやすく説明する助けとなる（26 ページの 2�5�1 項「教義と原則を見つける」を
参照）ɻ
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教授法，技術，採り上げ方 

メモɹҎԼはこれらの質問のزつかの例であるɻ

wç大変なࠔ難にૺったにもかかわらずニーファイが真
㆗㇓

᭦
ㆡ㇅ㆄ

の൛を手に入れるこ
とに成ޭしたことによって，どのような原則が明らかにされているでしΐう
か（1ニーファイ3－4 章参照）ɻ

wç最初の示現から神のଐ性についてどのような教義を学べるでしΐうか
（ジョセフ・スミスʕ歴史 1：15－20 参照）ɻ
wç長݂をױっていた女性が救い主にさわろうとしたことと，その行為に救い
主が対応されたことから，どのような教訓を学べるでしΐうか（マルコ 5：
24－34 参照）ɻ

生徒が原則と教義をより深く理解するようになるのに役立つ。生徒は原則と教義を
༗意義に応用できるようになるには，それを見つけるほかに，理解する必要があるɻ
特定の原則や教義の意味をもっとよく理解する助けになる質問や，原則を現代のঢ়
に照らして考えるように生徒を促す質問，あるいは原則をどのように理解していگ
るか説明するように促す質問は，特に༗ӹであるɻҎԼはそのزつかの例であるɻ

wçわたしたちが「力と思いと力」をਚくして神を愛した証ڌとして，どのよ
うなことがڍげられるでしΐうか（モロナイ10：32）ɻ

wçほかの人々に思いやりのない言葉をかける༠や，御霊をৱするような
し物に参加する༠などにଧちউつために必要な霊的強さを得るうえ࠵
で，ৗに祈ることはなͥ助けとなるでしΐうか（教義と聖約10：5 参照）ɻ

wçキリストの基の上に築かれた人の生活には，どのような行動と特質が見ら
れるでしΐうか（ヒラマン 5：1－14 参照）ɻ

wçアルマ40 章で学んだことを用いて，わたしたちの教会の会һではない友
人に෮活の教義をどのように説明できるでしΐうかɻ

気持ちと証
あかし

を促す質問 〔5.1.3〕

ɹ生徒が福音の原則と教義について考え，理解するのに助けとなる質問もあれば，
霊的な経験についてよく考えさせ，福音の原則や教義が真実であり，生徒の生活に
とって重要であることをもっと深く感じるように導く質問もあるɻଟくの合，その
ように感じると，もっと忠実に福音の原則に従って生活しようという，より強い望み
を心の中に持つようになるɻ教会教育システムの宗教教育者への話の中で，ヘン
リー・B・アイリング長は，この種の質問について述べ，次のように語っているɻ

ɹ「霊感を招く質問がありますɻ偉大な教師はそのような質問をしますɻ……霊感
を招かない可能性のある質問として，次のようなものがありますɻh 真実の預言者
はどのようにして分かりますかɻɦ この質問に対するえは，リストࣜܗで，聖文と
生ける預言者の言葉についての記Աから引き出されますɻଟくの生徒が参加して
えることができますɻほとんどの人が少なくとも一つはまずまずの意見を述べるこ
とができますɻそして，思いが鼓舞されるでしΐうɻ

ɹしかし，少し変えて，次のように質問することもできますɻh 皆さんはいつ，自分
は預言者の前にいると感じましたかɻɦ この質問は，記Աの中の自分の気持ちを思
い出すように促しますɻ質問した後，少し時間をஔいてからだれかにえてもらう
のがݡ明ですɻ話をしない人々も霊的な経験について考えることでしΐうɻそれが
聖霊を招きますɻ」（ʠ5IF�-PSE�WiMM�MVMUiQMZ�UIF�HBSvFTUʡ�6）



62

福音を教え学ぶ

メモ ɹこのような質問は，աڈのことをよく考え，「記Աの中の自分の気持ちを」思い出
し，ࠓ話し合っている福音の教義や原則に関する自分の霊的な経験について考え
るように促すものであるɻしばしば，これらの質問から，生徒がその気持ちと経験
について話したり，教義や原則について証を述べたりすることがあるɻこれらの質
問は，福音を生徒の思いから生徒の心にҠす助けとなるɻまた，福音の教義や原
則が真実であり重要であると感じるとき，それを自分の生活にもっとよく応用する
ようになるɻ

ɹҎԼにڍげるのは，感じるように促し，証を述べるように勧める質問のزつかの
例であるɻ

wçほかの人をࣻ
㇆㇋

すことから得られるฏ҆と喜びを，いつ感じましたかɻ
wç自分の理解に頼るよりも主に信頼したことで，主から導かれて物事を決め
ることができたときのことを考えてください（ᝯ言 3：5－ 6 参照）ɻそう
することによって，どのように祝福されましたかɻ

wçあなたのためにってくださった٘ਜ਼について救い主に個人的に感ँを述
べることができるとしたら，Կを述べたいですかɻ

wç聖なるでىこったことのために，あなたの生活はどのように変わりました
かɻ

wç信仰をもってࢼ練に対応している人々を見たのは，いつですかɻその経験
からどのような影響をडけましたかɻ

注意ʕこの種の質問に対するえは，特に個人的なものであり，よく気を配る必
要があるɻ教師は，質問にえるように，自分の気持ちや経験について分かち合う
ように，あるいは証を述べるように強いられていると決して生徒に感じさせないよう
にしなければならないɻさらに教師は，個人の霊的な経験は神聖なものであるこ
とを生徒が理解するように助け，そのような経験については適切に話すように勧め
なければならない（教義と聖約 63：64 参照）ɻ

応用するように促す質問 〔5.1.4〕

ɹ結ہ，福音を教える目的は，生徒が聖典に見いだされる原則と教義を応用し，忠
実で従順な人々に約束されている祝福をडける資格を得られるように助けることで
あるɻաڈに福音の原則に従って生活することによってどれほど祝福をडけたか
理解することのできた生徒は，さらに大きな望みを持ち，ক来福音の原則をよく応
用するためにより良い備えをするであろうɻ生徒が現ࡏのঢ়گの中でこれらの原則
をどのように応用できるかを知り，またক来どのようにそれらを応用できるかを考え
るように促すのに，質問はきわめて重要な役割を果たすɻ

ɹҎԼは，生徒が自分の生活に原則と教義を応用できる方法について۩ମ的に考
えるのに役立つ質問のزつかの例であるɻ

wç҆ଉ日をもっとよく聖日としてकり，もっと十分に世のԚれにછまらないよ
うにするために，Կを変える必要があるでしΐうか（教義と聖約 59：9－
13 参照）ɻ

wç預言者から勧ࠂされていることでもっとີݫに従えることはԿでしΐうか
（アルマ 57：1－27 参照）ɻ



63

教授法，技術，採り上げ方 

メモwç最初に神のࠃを求めるならば人生のほかの事柄に祝福を
डけるという原則は，これから2，3 年ઌの目標と活動に༏
ઌ順位をつけるうえで，どのように役立つでしΐうか（マタイ
6：33 参照）ɻ

クラス討論 〔5.2〕
ɹ༗意義なクラス討論は，福音を教え学ぶにきわめて重要な役割
を果たすɻクラス討論は，学習を促す方法として教師が生徒と言
葉をަわし，生徒が互いに言葉をަわしてަྲྀするときに行われ
るものであるɻ良い討論は，生徒が重要な質問に対するえを求
めることの大切さと，ほかの人々のコメント，アイデア，経験をฉい
て学ぶことの価値を学ぶのに役立つɻまた，生徒がクラスで一定
レベルの集中と参加をҡ持するのにも役立つɻその結果，生徒は
しばしば，話し合っている福音の教義と原則をもっと深く理解し，
学び，感じる事柄を応用したいという望みをさらに心の中に強く
持つようになるɻ

ɹҎԼは，教師がクラス討論を行い，促すのに役立つزつかのアイデアであるɻ

討論を計画する。ほかの教授法とಉ༷，討論も入೦に準備し，御
ㆿ

霊
㆟ㆾ

の影響のԼで
行う必要があるɻ教師は，生徒が学ぶ必要のある事柄を理解するのに討論がどの
ように役立つか，その目的をୡ成できる質問はԿか，最も効果的にそのような質問
をするにはどうすればよいか，生徒のえで討論が望ましくない方向にそれた合
どのように対ॲするか，あらかじめ考えておく必要があるɻ

教師は解説しすぎないようにする。討論のテーマに関する解説をしす͗る教師は，
生徒の参加意欲をそぐ可能性があるɻ教師がえを与えたくてたまらないというこ
とを生徒が知るからであるɻ教師が解説しす͗ると，生徒は自分がݙߩする価値
はないと感じ，ڵ味をࣦうことになるɻ

参加するように生徒全員に勧める。教師は，༗意義な討論に参加するように生徒
શһに適切に勧める方法を見つける努力をしなければならないɻ༷々な理由で参
加をためらう生徒にも勧めるɻ教師は，える準備ができていないと分かっている
生徒を指໊してࠔさせることのないように気をつけなければならないɻ

ɹ時ં，一人の生徒や少の生徒がクラス討論を支配する傾向があるɻ教師は，
そのような人と個人的に話し，൴らの参加意欲を感ँし，クラスのશһに参加を促
すことがどれほど重要であるかを述べ，また൴らがਐんでえようとするときに指
໊されない可能性がある理由について説明する必要があるかもしれないɻ

生徒を名前で呼ぶ。生徒を໊前でݺんで質問にえてもらったり，意見を述べても
らったりすると，愛と敬意のある学習環境をઃけるのに役立つɻ

沈黙を恐れないɻ効果的な質問をするとき，生徒がすぐにはฦしないことが時
ંあるɻ沈黙が長す͗るのでなければ，教師はこの沈黙を心配することはないɻ
ԟ々にして生徒は，質問された事柄とその質問へのえ方についてよく考えるػ会
が必要であるɻこのようによく考えることによって，聖霊による教えが促されるɻ
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メモ 質問を別の言葉で言い換える。時々，質問の意味がよく分からなくて，生徒がฦ
にځすることがあるɻ教師は質問を別の言葉で言いえるか，あるいは質問の意
味が分かったかどうか生徒にਘͶるとよいɻ生徒が深く考えて適切なえをまとめ
られるように適切な時間を与えることなく，次 と々質問をするようなことは避けなけ
ればならないɻ

注意深く耳を傾け，関連質問をする。教師は時々，次に言うべきことや行うべきこ
とに気を取られて，生徒のൃ言に注意をわないことがあるɻ教師は，生徒を注
意深く観察し，耳を傾けることによって，൴らの必要を見分け，聖霊の指示のԼで
討論を導くことができるɻ教師は生徒のえを確実に理解するために，次のように
ਘͶるとよいɻ「それはどういう意味かわたしが理解できるようにしてもらえます
かɻ」「۩ମ的には，どのような例がありますかɻ」関連質問をすることによって，生
徒が考えていることと感じていることをもっと話してもらい，またしばしばそのฦ
に証
ㆀㆉ㆗

の霊を招くɻ教師は，ಉ༷に互いの意見に耳を傾けること，また人がൃ言して
いるときはޱをڬまないことを，生徒に留意させるɻ

生徒の意見や質問をほかの生徒に向ける。ଟくの合，クラス討
論は，教師が質問して生徒がえ，その後教師が生徒のえに自
分の考えを加し，さらに次の質問をするというパターンで行わ
れるɻ教師が一人の生徒からの質問や意見をほかの生徒たちに
向けるとき，討論はもっと༗意義で，活ൃで，効果的なものとなるɻ
「Կか加したいことがありますか」「その意見についてどう思い
ますか」というような簡୯な質問で，生徒が生徒にえるというパ
ターンができるɻこれによってしばしば学習経験がඇৗに๛かに
なるɻ通ৗは，時間に制限がないか͗り，意見を述べたい生徒の
શһに話すػ会を与えるɻ

生徒の答えに肯定的な態度で感謝を述べる。生徒がฦしたとき，教師はԿらか
の方法で感ँを伝える必要があるɻ「ありがとう」と言うだけでもよいし，その
えに対するコメントでもよいɻ正しくないえがฦってきたとき，その生徒にஏずか
しい思いをさせないように配ྀする必要があるɻ効果的に教える教師は，生徒が
述べた正しいコメントの一෦を引用して説明を加えるか，生徒がもう一度自分の
えについて考えるように関連質問をするɻ

クラスで一緒に聖文を読む 〔5.3〕
ɹクラスで聖文を読むことは，生徒が学んでいる聖句に精通し，それをもっとよく
理解する助けになるɻまた，自分自で聖文を読む能力にもっと自信を持つように
なるのにも役立つɻしかし教師は，よく読めない人やඇৗにஏずかしがりの人を当
させないように気をつける必要があるɻに出して読むのをまない生徒に無
理強いしてはならないɻしかし教師は，生徒がもっと気楽に参加できる方法を夫
して，生徒の参加を促すとよいɻ例えば，生徒に前もってい聖句を割り当ててそ
の生徒が読めるようにしておくことは，その生徒がクラスに参加するのに適切な方
法であるɻ

「あなたがた自身の中から一人の教師
を任命しなさい。そして，全員が同
時に語ることなく，一時に一人を語ら
せて，すべての者が彼の言うことに耳
を傾けるようにしなさい。それは，すべての者が語っ
て，すべての者が互いに教化し合うように……するた
めである。」

（教義と聖約 88：122）
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メモɹҎԼは，クラスで一緒に聖文を読むزつかの方法であるɻ

wç生徒に一人一人順൪に，あるいはશһ一緒に，に出して読んでもらうɻ
wç生徒ಉ࢜で互いに読み合ってもらうɻ
wç生徒に聖句を黙読してもらうɻ
wç物語の中に出て来る༷々な人が語った言葉を別々の生徒に割り当てて読
んでもらうɻ

wç教師がに出して読み，生徒は֤自の聖典のそのՕॴを黙読するɻ

教師の提示 〔5.4〕
ɹ生徒が学習のա程において役割をੵۃ的に果たそうとすることは，聖文を理解
し応用するうえで重要であるが，生徒が耳を傾ける༷々なػ会に教師が適切に情
報を提示することの必要性に代わるものではないɻこの手引きの目的上，教師が
語り，生徒が耳を傾けるこのような時間を，「教師の提示」とݺぶɻ教師の提示は，
適切にར用すれば，ほかの教授法の効果をߴめるものとなるɻしかし，使いす͗
れば，教師が中心のこの活動は，教授の効果をݮじ，生徒が研究と信仰によって学
ぶػ会を制限することになるɻ

ɹ大ྔの資料を要約したり，生徒に৽しい情報を提示したり，レッスンのある෦分
から別の෦分にҠ行したり，結論を引き出したりするときに，教師の提示はඇৗに
༗効であるɻ教師は，生徒が聖句ブロックの背景をもっとはっきりと理解できる
ようにするために，説明し，意味を明らかにし，例証する必要があるかもしれないɻ
また，重要な教義と原則を強調し，それを応用するように生徒に勧めることもでき
るɻڪらく最も重要なことであるが，教師は，福音の真理について証

ㆀㆉ㆗

し，天の御父
と御子を愛していることを述べるとよいɻ

ɹ教師は，Կかの教授法を用いるときとಉじように，教師の提示を用いるときも，
次のように自問してઈえず生徒のड容度を評価しなければならないɻ「生徒はڵ
味を持ち，集中しているだろうかɻ」「提示していることを，生徒は理解しているだろ
うかɻ」結ہ，この教授法やそのほかの教授法の༗効性は，生徒が御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

によって学
び，聖文を理解し，学んでいることを応用したいと思っているかど
うかによって決まるのであるɻ

ɹ教師がこの方法をもっと効果的にར用するために，ҎԼのアイ
デアが役立つであろうɻ

レッスンの中で教師の提示を用いる部分を計画する。時々，教師
は，レッスンのほかの෦分を入೦に準備しておきながら，自分が
ほとんどの時間話をする෦分にಉじ注意をわないことがあるɻ
教師の提示に関して心配なことの一つは，生徒がडけで学習
経験に参加するだけとなりやすい点であるɻそのために，教師の
提示にも入೦なܭըと準備が必要であるɻこの入೦なܭըと準
備には，提示を࢝める方法とےಓ立ててレッスンをల։する方法
を決めることがؚまれるɻ
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メモ ɹ教師の提示の活用をܭըするとき，どの෦分で生徒が役割をੵۃ的に果たすこ
とが特に重要か，教師は入೦に考ྀしなければならないɻ通ৗ，レッスンが聖句ブ
ロックの背景と内容を理解することから原則と教義のൃ見，話し合い，応用にల։
するとき，生徒が役割をੵۃ的に果たすことの重要性が૿してくるɻ

教師の提示をほかの方法と結びつける。クラスで教師の提示をもっと効果的に使
うには，レッスンプランશମの一෦としてそれを使い，レッスンの中にほかの方法
や採り上げ方をみ込むことであるɻ提示はॊೈであって，生徒がୀ۶している
かࠞ乱していることが明らかな合に変更できるものでなければならないɻこのよ
うにして，教師は話している最中も，生徒と学習に焦点を当て，必要に応じて変更
を加えるようにするɻ教師の提示を真चのωックレスのࢳにたとえた人がいるɻ真
चは教師の用いる༷々な方法（質問，討論，グループ学習，視聴覚プレゼンテー
ションなど）であるɻしかし，それらは教師の教えと説明というࢳに通して一つに
つながれているɻࢳだけでັ力的なωックレスは作れないɻ

適切な変化をつける。教師の提示に変化をもたせる方法は༷々あるɻ教師はの
༲ߴ， さ，大きさを変えることによって，また提示を行いながら෦をาきճるこ
とによって，提示が୯調にならないようにすることができるɻまた，提示する資料
の種ྨに変化を持たせることもできるɻ例えば，教師は，関連する話をհしたり，
適切なϢーモアを用いたり，ࣸ 真やそのଞのܝ示物を見せたり，引用文を読んだり，
ホワイトボードや黒板，視聴覚プレゼンテーションを使ったり，証を述べたりするこ
とができるɻ教師の提示に適切な変化をつけると，聖文を理解し応用する生徒の
能力が必ず૿すであろうɻ

物語 〔5.5〕
ɹ物語は生徒がイエス・キリストの福音を信じる信仰を築く助けになるɻ物語は
味を引きつけ，生徒がମ験によって福音を理解するのに役立つɻまた，生徒ڵ
が聖句ブロックで見つけた福音の原則を理解するのに特に༗効であるɻ聖文の背
景のほかに，物語の中の福音の原則を現代のঢ়گに照らして説明することによっ
て，生徒に，福音の原則が自分の生活にどのように関連しているかを理解させ，ま
た福音の原則を応用したいという望みを持たせることができるɻ

ɹブルース・R・マッコンキー長は次のように述べているɻ「もちろん，現代の信
仰を鼓舞する話，すなわちこの神権時代にىこったことを話すのにԿら問題はあ
りませんɻ……事実，これを最大限にྭするべきですɻੲの忠実な人々の間で
こっているということを教えるためىこったಉじ事柄が聖徒たちの生活の中でもى
に，わたしたちはあらΏる努力をわなければなりませんɻ……

ɹڪらく，信仰を鼓舞する話を提示する際の理的な方法は，聖文に見いだされる
ことについて教え，その後でそれを，この神権時代，このຽ，また最も理的には
わたしたち個人にىこったಉ༷かつಉの事柄をհして現実の生活と結びつけ
ることですɻ」（ʠ5IF�HPX�BOE�WIZ�PG�FBiUI－QSPNPUiOH�SUPSiFTʡ�/FX�ESB �
1978 年 7݄߸，4－5）
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メモɹ教師は，預言者の生֔の物語や教会歴史の物語，また૯大会の説教と教会ػ関
に見られる物語を分かち合うことができるɻまた，自分の経験から実話を分かࢽ
ち合うこともできるɻ最も༗意義で影響力のある学習経験が得られるのは，福音
の原則に従って生活することでどのように祝福されたかをࠂげる話を，生徒自の
生活の中から話してもらうときであるɻ

ɹ物語を用いるに当たっては，زつかの注意事項と助言に留意しなければならな
いɻ

wç物語をհすることが教授法や技術の主ྲྀとなる合，物語自ମがレッ
スンの中心となって，聖文に使う実際の時間が少なくなり，教える教義と
原則がܰ視されることになるɻ

wç教師は自分自の生活からあまりଟくの話をհすると，個人的なশ賛
を得て，「自分自を世の光とする」ことになってしまう（2 ニーファイ26：
29）ɻ

wç物語によって聖文の教えを明らかにし，活気づけ，生徒が御
ㆿ

霊
㆟ㆾ

の力を感じ
られるようにすることはできるが，決してそれを用いて感情をあおってはな
らないɻ

wç教師は，物語をもっとܶ的なもの，あるいは印深いものにしようとして実
話の内容を٭৭することのないように気をつけなければならないɻ

wç要点を例証するϢーモラスな話など，物語が実話でない合は，話の࢝め
に実話ではないࢫをはっきりと伝えなければならないɻ

小グループ討論と割り当て 〔5.6〕
ɹ生徒が学習活動や討論に一緒に参加できるように，時ં，ク
ラスを二人一かখグループに分けるとよいɻখグループ活動に
よってしばしば，よりଟくの生徒が参加できるようになり，生徒が
互いに気持ちや考え，証

ㆀㆉ㆗

を気݉Ͷなく分かち合える環境を提供
することができるɻまた，これらの活動は，生徒がほかの人々に
福音を教えるػ会となり，ক来福音を教える準備をするのに役
立つɻখグループでの討論によって，ڵ味と集中力をࣦっている
と思われる生徒を効果的に参加させることができ，また生徒のコ
ミュニケーション技術を伸ばし，適切なࣾ会的また霊的な関係を
強化することができるɻまた，内気な生徒に自信を持たせ，より
༗意義な参加を促すこともできるɻ

ɹ生徒に二人一かখグループで討論を行わせるとき，ҎԼの事項を心に留めてお
くとよいɻ

wç教師は，生徒をখグループに分ける前に，活動でԿを行うようにظされ
ているか明確な指示を与えなければならないɻこれらの指示事項をホワ
イトボード（または，黒板）に書くか，配付資料に印し，活動中に生徒が
それを参照できるようにしておくことがしばしば役に立つɻ

wç生徒の生活とঢ়گに関連づけるখグループの学習活動は，通ৗ，いっそう
のڵ味と参加を促すɻ
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メモ wç֤グループに生徒のリーダーを割り当て，また時間制限をઃけることは，
グループで討論を続けるのに役立つɻグループ活動の時間が長いと，し
ばしば，グループ討論の終わる時間がまちまちとなり，クラス内の秩序が
ࣦわれる可能性があるɻ

wç通ৗ，活動で学んだことをクラスで分かち合う準備をするように，あるいは
教える準備をするように事前に生徒に伝えておけば，生徒はもっとڵ味を
もって活動に参加するɻこれはまた，生徒がほかの人々に福音を教える練
習をするػ会ともなるɻ

wç生徒は一緒に集まる前に個人的に聖文を調べるか，引用文を読むか，Կか
ほかの課題を果たしておくと，しばしば，グループでもっと良い討論を行え
るɻ

wç5人Ҏ上のグループでは，֤ 人が༗意義な参加を行うのは難しくなる可能
性があるɻさらに，それҎ上の規模のグループでは，討論を続けるのが
時間的にもっとࠔ難になるɻ

wçখグループ討論は，生徒をグループ分けするのに時間がかかることを考え
ると，簡୯な質問にえるのに最良の方法ではないかもしれないɻ

wçグループによる学習活動は，使いす͗れば効果がബれることがあるɻ

ɹখグループ討論や割り当ての最中に，生徒は，活動の目的から気をそらしたり，
個人的なことを話したり，学ぶ努力をなお͟りにしたりすることがあるɻ֤グルー
プをճり，学習活動を見ながらੵۃ的にかかわりを持つ教師は，生徒がその活動
を続けて，その割り当てから最良のものを得る助けができるɻ

筆記活動 〔5.7〕
ɹ教師は，ϊートをとること，日記を書くこと，ワークシート，個人の思い，エッセイ
などの筆記活動に参加するように生徒に勧めるɻ時ં，考えるように促す質問に対
するえを書き留めるようにྭすることは，深く考えて，自分の考えをはっきりさ
せるのに役立つɻクラスで自分の考えを分かち合う前に質問に対するえを書き留
めるように勧めると，生徒は自分の考えをまとめることができ，それが聖霊の影響
をडける時間となるɻ生徒は最初に自分の考えを書くと，その考えをもっと分かち
合いたいと思うようになり，分かち合う事柄がもっと༗意義なものとなるɻとりわ
け，筆記の割り当てによって，生徒に次のようなػ会が与えられるɻすなわち，個人
として参加する，霊感をडける，ほかの人々を教えたり自分の気持ちを分かち合っ
たりする準備をする，自分の生活に主の手をೝめる，証

ㆀㆉ㆗

を述べるɻ教師は学習経
験としてどの筆記活動がふさわしいかをஅするとき，デビッド・A・ベドナー長
が述べた次の原則を考ྀすべきであるɻ「聖文を研究するとき，学んだことや考え
たこと，感じたことを書き留めるのは深く考える方法の一つであり，ܧ続して教えが
授けられるように聖霊を招く強力な方法となりますɻ」（「御

ㆿ

言
㆓ㆨ

葉
ㆰ

が目の前にあるの
で」h リアホナʱ2006 年 4݄߸，20 参照）

ɹ年ྸが若い生徒や十分な能力がない生徒の筆記活動は，それがうまくできるよ
うに生徒に合わせて調整しなければならないɻ例えば，教師は，ଟくの情報を提
供しながら，質問事項の少ない，ۭ ཝをຒめる問題を用意することができるɻこの
ような生徒を助けるために，い聖句や特定の質問に集中できる筆記の割り当て
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メモ

メモઢ上へ

と，その割り当てを果たす十分な時間を与えるとよいɻ

ɹ生徒は通ৗ，ҎԼのような合に筆記活動からよりଟくのものを得られるɻ

wç生徒が割り当てを果たす際にઈえず参照できるように，教師は書面にした
明確な指示を与えるɻ

wçその活動は生徒個人のঢ়گに関連のある福音の真理に生徒の思いを集中
させるものであるɻ

wçその活動は生徒がそれらの真理を個人として応用するうえで助けとなるɻ
wç筆記活動の間いつでも生徒は教師から支援と助けを得られるɻ
wç活動の難қ度に応じて時ં時間制限をઃけるɻ
wç生徒に活動から学んだ事柄について説明してもらったり，分かち合っても
らったり，証してもらったりするɻ

wç個人の気持ちや決意に焦点を当てた筆記活動は，生徒のڐ可なしには教
師をؚむほかの人々に分かち合うことはないと生徒にอ証するɻ

wçその活動はレッスンプランの༗意義な一෦であり，「時間つぶしの活動」
や行ّがѱいときのേとして行うものではないɻ

wç文章を書くのが難しい生徒に対しては，別の方法で思いや考えを記録でき
るようにするɻほかの生徒に筆記者となってもらう，録音ػ材を使うなど
の方法があるɻ

wç筆記活動を使いす͗ないɻ

ホワイトボードまたは黒板 〔5.8〕
ɹよく準備してホワイトボードや黒板を使うと，教師が十分に準備していることが
伝わり，クラスの目的を果たすという気持ちの表れにもなるɻレッスン時に効果的
に使うと，生徒は学ぶ準備ができ，特に視覚によって学ぶ傾向が
ある生徒に対しては༗意義な参加が促されるɻホワイトボードや
黒板を使う合，教師は，શһが見えるようにはっきりと大きく書
き，間ִをあけて整વと読みやすくするということを覚えておかな
ければならないɻホワイトボードや黒板を使えないॴでは，大き
なࢴかϙスターボードで代用してもよいɻ

ɹ教師は，ホワイトボードまたは黒板に，レッスンの要点や原則を
まとめたり，教義や出来事を図解したり，地図を描いたり，フロー
チャートを描いたり，聖文中の事柄を絵にしたり，歴史的な出来
事を表にしたり，生徒が聖文から見つけたことをリストにしたりす
ることができるɻあるいは，学習効果をߴめるそのଞのଟくの活
動を行えるɻ
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メモ 実物と絵 〔5.9〕
ɹ実ମのない福音の༷々な事項について教えるのは，ଟくの合難しいɻ霊的な
原則を生徒が理解する助けとして実物と絵を用いるのは，一つの効果的な方法で
あるɻ例えば，ੴけんのようなよく知られている物は，չい改めのようなよりந的
な原則を理解するのに役立つɻ救い主は，ฉき手が霊的な原則を理解できるよう
に，しばしばこの世の物（パン，ਫ，ろうそく，ঋなど）を引き合いに出して述べら
れたɻ

ɹ実物と絵を用いると，生徒が聖文中の人物，ॴ，出来事，物，がどのような
ものであるかを思い描くのに助けとなるɻ教師は，くびき（マタイ11：28－30 参
照）についてただ話すのではなく，クラスにくびきを持って来るか，その絵を見せる
か，黒板にそれを描くとよいɻ生徒は「のՖ」（マタイ6：28－29）について読む
とき，Ֆのにおいをか͗，Ֆに৮れることもできるɻ種入れ͵パンを味わってみる
のもよいɻ

ɹ地図やチャートをؚめて，実物と絵は，生徒が聖文を思い描き，分析し，理解す
るのに役立つものであるɻ特に討論を促すために使うと༗効であるɻ生徒がクラ
スに入って来るときに実物や絵がల示されていると，学ぶ雰囲気がߴめられ，生徒
の探求心が深まるɻ

ɹ実物と絵を使うときに考ྀすべき注意事項が二つあるɻ第 1に，それはレッスン
から気をそらさず，ৗにレッスンの目的を強化するものでなければならないɻ第 2
に，出来事の背景とৄ細をクラスで討論する資料として使うものは，その出来事や
物語についてのը家の解釈ではなく，ৗに聖文でなければならないɻ

視聴覚プレゼンテーションとコンピュータープレゼンテー
ション 〔5.10〕
ɹ主が主の子供たちに目と耳を通して教えを理解させようとされた話が，聖典には
ຬちている（1ニーファイ11－14 章ʀ教義と聖約 76 章ʀモーセ1：7－8，27－
29 参照）ɻ視聴覚資料およびテクϊロジーリソースは，適切かつ効果的に用いると
き，生徒がもっとよく聖文を理解し，福音の真理を学び，応用するのに役立つɻ

ɹ視聴覚資料は，聖典の重要な出来事を描ࣸし，生徒がこれらの出来事を思い描
き，ମ験するのに役立てることができるɻこれらの資料によって，人が課題や問題
をࠀするために福音をどのように応用できるかをܶ化することができ，また真理
について証

ㆀㆉ㆗

するػ会を御
ㆿ

霊
㆟ㆾ

に与えることができるɻ

ɹ教師は，コンピューター技術を使ってビデオの一෦を見せ，重要な質問やը૾，
中ԝװ෦の話の引用を表示し，レッスン中に見つけた原則と教義を強調すること
ができるɻレッスンの要点をまとめ，参照聖句を表示し，グループや個人の学習活
動に対する指示を視覚で伝えるために，ホワイトボードや黒板を使うのとಉじよう
にコンピュータープレゼンテーションを使用することもできるɻこれらの方法でテク
ϊロジーを用いることは，視覚で学ぶ生徒にとって役立ち，また生徒が学んでいる
事柄をみ立て，もっとよく理解する助けとすることができるɻ
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メモɹ視聴覚資料，コンピューターリソース，あるいはそのଞのテクϊ
ロジーリソースを使うとき，それはレッスンが明ྎで，ڵ味深く，
記Աに残るものとなるのに役立つようでなければならないɻ生徒
が御霊の影響を感じるのを્するようであってはならないɻ

ɹ視聴覚プレゼンテーションは，思いと気持ちを鼓舞して生徒を
聖文に向かわせるために使用するならば，生徒が福音の原則を学
び，応用するのにඇৗに良い助けとなるɻ生徒が探す۩ମ的な事
柄やプレゼンテーションを見たり聴いたりするときに考える質問
をホワイトボード（または，黒板）に書いておくと効果的であるɻ
プレゼンテーションを中அして，質問をしたり，生徒に役立つ情
報を指ఠしたりすることも効果があるɻ教師の目的をୡ成するの
に視聴覚資料の一෦分だけでよいという合もଟいɻ教師がメ
ディアやテクϊロジーと合わせて，討論や筆記活動など，ほかの方
法をみ入れると，生徒が福音の原則を理解して自分のものとする可能性が૿すɻ
ར用できる合に視聴覚プレゼンテーションのࣈນػ能を用いると，生徒，特に耳
の不自由な生徒が理解する助けになり，定ணがߴまるɻ

ɹレッスンで視聴覚資料やコンピューター技術を使う合，教師は，クラスが࢝ま
る前にثػをセットし，それが正しく動くことを確ೝしなければならないɻまた，
学習者のશһが自分の席からそのプレゼンテーションを視聴できることも確ೝす
るɻクラスの前に，レッスンで必要な適正なՕॴから࢝まるように視聴覚資料また
はコンピューターリソースの準備をしておかなければならないɻまた，レッスンで使
用する前にプレゼンテーション用のテクϊロジーの使い方を練習しておくのも教師
にとって良いことであるɻ
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メモ 指針 〔5.10.1〕

ɹ視聴覚資料とテクϊロジーを使う合，ڪらくほかの教授法Ҏ上に，زつかݻ༗
の問題がىこり，うまくいかなくなる可能性があるɻ教師は，視聴覚プレゼンテー
ションやコンピュータープレゼンテーションが適切であって学習経験に役立つかど
うかஅする際に，知ܙを使わなければならないɻテクϊロジーをա信すると，聖
文に基づく，学習者に焦点を当てたレッスンではなく，テクϊロジーとメディア主導
のレッスンになることがあるɻҎԼの問いは，教師が視聴覚資料とコンピューター
リソースを使用する際にݡ明なஅをԼす助けになるであろうɻ

�1��そのリソースは生徒が重要な事柄を学ぶのに役立つだろうかɻ視聴覚プレ
ゼンテーションは生徒にඇৗに楽しい気持ちや強い印を与えるものではあ
るが，それはレッスンの目的をୡ成し，生徒が学ぶ必要のある事柄を学ぶの
に役立つだろうかɻ楽しみのために，あるいは༨った時間をຒめるため
にこれらのリソースを使うのは，それを使用する十分な理由とはならないɻ教
師はクラスで使用する前にプレゼンテーションを視聴し，それが聖文ならびに
レッスンで教える教義と原則を補強あるいは立証するものであることを確ೝ
しなければならないɻ

�2��それはレッスンの資料だろうか，それともレッスンの中心となるものだろうかɻ
ボイド・K・パッカー長は次のように助言しているɻ「クラスで用いる視聴覚
教材は，その使い方によっては，祝福にもなり，のろいにもなるɻこれらの教材
は，৯事の際の߳ਏ料や調味料にたとえられるɻレッスンにアクセントをつけ
たり，レッスンをڵ味あるものにしたりするために߇えめに用いるべきであるɻ」
（5FBDI�:F�DiMiHFOUMZ�改గ൛ʤ1991年ʥ，265）
�3��それはふさわしい内容で，教会の標準に合っているだろうかɻそれは人を教化
するだろうかɻ世の中で作られるものには，良いメッセージを伝えるものもଟく
あるが，御霊に背くましくない内容，あるいは福音の教えと調和しない考え方
を容ೝするましくない内容のものもあるɻビデオやオーディオの一෦が適切
であっても，それが不適切な内容をؚむものから取ったのであれば，使用して
はならないɻ一般的にٞ論を招くものやڵ味本位のものは，信仰と証

ㆀㆉ㆗

を築かな
いɻ

�4��それは著作権法やそのଞの適用される法律を൜すものではないだろうかɻビ
デオや音楽，そのほかの視聴覚資料には，著作権法やར用規約で使用制限を
ઃけられているものがたくさんあるɻセミナリーとインスティテュートの教師な
らびに指導者は皆，自分が教えているࠃの著作権法に従い，適用される法律と
義務をकり，自分自や教会がૌুの対にならないようにすることが重要で
あるɻ

ɹҎԼの指針は，すべてのࠃにおけるセミナリーとインスティテュートの教師ならび
に指導者に適用されるものであるɻ

教会が制作した資料の利用 〔5.10.2〕

ɹ教会が制作した資料に特別な指示がないか͗り，教師と指導者は，教会が制
作したフィルム，ビデオ，ը૾，音楽録音を，教会ならびにセミナリー・インスティ
テュートでのඇ営རのར用のためにコピーすることができ，また見せることもでき
るɻh 賛美歌ʱh子供の歌集 なɦらびに教会ػ関ࢽに出ている音楽も，その賛美歌
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メモや歌に特に注意書きがなければ，教会ならびにセミナリー・インスティテュートで
のඇ営རのར用のために使用することができるɻセミナリーとインスティテュート
の教師ならびに指導者は，教会が制作した資料を，その資料について制限事項が
述べられていないか͗り，ダウンロードすることができ，また見せることもできるɻ

教会以外が制作した資料の利用 〔5.10.3〕

ɹ原則として，プログラム，ソフトウェア，視聴覚資料は，適切なライセンスをߪ入し
ていないか͗り，インターωットからダウンロードしたり，クラスで見せたりしてはな
らないɻビデオ，歌，そのଞの視聴覚資料は，教会ॴ༗のものでないか͗り，どこ
のࠃであっても，そのような資料をクラスで使用することは著作権法にҧ反する危
険性が大きいɻしたがって，原則として，શ世քのセミナリーとインスティテュート
の教師ならびに指導者は，教会が制作していない資料をクラスで見せるべきでは
ないɻ

ɹ著作権でอޢされた（楽ේや音楽録音など）音楽をؚむメディアをෳするこ
とは，著作権者による書面のڐ可がなければ，著作権法の的৵であるɻڐ
可がなければ，歌についている著作権でอޢされた歌ࢺのෳもҧ法であるɻ

ɹҎԼの指針は，アメリカ合ऺࠃの著作権法に対するزつかの例外を۩ମ的に
要約したものであるɻこの例外規定により，アメリカ合ऺࠃ内のセミナリーとイン
スティテュートの教師ならびに指導者は，事前にビデオの著作権者からライセンス
を得ないでクラスでビデオクリップを使用することができるɻଞのࠃ々でもಉ༷
の例外があるが，セミナリーとインスティテュートの教師は，業ビデオのビデオク
リップや，์ ૹまたはインターωットから録ըしたプログラムのビデオクリップを見
せる前に，そのࠃにおける特定の法律と例外を知るために教会の知的財産事務ॴ
（*OUFMMFDUVBM�1SPQFSUZ�OGGiDF）に連བྷするべきであるɻ

商業ビデオの利用。アメリカ合ऺࠃの法律には，ライセンスをߪ入しなくても教師
と生徒がクラスで業ビデオを使用できるという例外規定があるɻしかし，この
例外規定Լで業ビデオを使用することができるのは，ҎԼのすべての݅がຬ
たされる合のみであるɻ見せるビデオクリップは，（B）法律に従って作成された
ものであり，（C）対面して教えるときに使用し（すなわち，セミナリーとインスティ
テュートの教師や指導者がビデオクリップを見せるॴにいること），（D）教ࣨ，ま
たは教育の用に供するྨ似のॴで使用し，（E）セミナリーやインスティテュート
のクラスなど，ඇ営རの教育৫によって見せ，（F）ޘ楽のためではなく，コースの
教科課程に関係する教授目的のために見せなければならないɻレンタルある
いはߪ入した業メディアを，レッスン時やその前後にޘ楽の目的だけで見せるこ
とは，法律にҧ反し，不正であるɻ最初から最後まですべてを見せる合はまず間
ҧいなくҧ法となるɻ

放送から録画したプログラムの利用。アメリカ合ऺࠃでは，一般大ऺに無ঈで提
供されている์ૹから録ըしたテレビ൪は，ҎԼの݅をຬたす合のみクラ
スで使用することができるɻ（B）コピーのอଘظ間は 45日をӽえず，その後ち
にফڈするɻ（C）コピーを作成した日から10日Ҏ内にクラスでのみ使用する（最
初の10日Ҏ߱は，最初の 45日Ҏ内であれば，教師の評価のために，あるいはその
プログラムをক来のレッスンで使用するかどうか決めるためにそのコピーを使用で
きる）ɻ（D）コピーは 1ճだけ見せる（レッスンを補強する必要がある合のみ，�
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メモ 2 ճ見せることができる）ɻ（E）教ࣨ，または教育の用に供するྨ似のॴでのみ
使用するɻ（F）プログラムのશମのメッセージあるいは内容を変えないɻ（G）コ
ピーはほかの人にすためにෳしてはならないɻ（H）すべてのコピーに，録ը
したプログラムに対する著作権表示をしなければならないɻ（I）教育資料やその
ଞのものを作るために，別のプログラムのセグメントと（物理的に，あるいはి子的
に）結合しないɻ

ɹ前述の要݅に加えて，業ビデオのクリップや，์ ૹまたはインターωットから録
ըしたプログラムのクリップは，ҎԼの݅もຬたさなければならないɻ（B）ビデ
オまたはプログラムの一෦のみを見せるɻ（C）プログラムはいかなる修正もฤ集も
加えずに使用するɻ（D）プログラムの制作者やॴ༗者が教会やセミナリー・イン
スティテュートあるいはその教えを推しているかのような使い方，あるいは教会や
セミナリー・インスティテュートがプログラムやその作者またはॴ༗者を推して
いるかのような使い方をしないɻ（E）教会やセミナリー・インスティテュートを
ྭするかのような使い方をしないɻ（F）すでに知られている内容の規制と教会の
方針に従って使用するɻ

ɹセミナリーとインスティテュートの教師や指導者は，上記の指針でえられない
質問があれば，教会手引きの第 21�1�12 項の「著作権表示のある資料」を参照する
（h 手引き第 2 ෦ʕ教会の管理運営ʤɦ2010 年ʥ21�1�12）ɻその後，必要であ
れば，Լ記に連བྷするɻ

*OUFMMFDUVBM�1SPQFSUZ�OGGiDF�
50�E��/PSUI�5FNQMF�SUSFFU�RPPN�1888 �
SBMU�-BLF�$iUZ�65�84150�0018 �
ి話：1－801－240－3959，または 1－800－ 453－3860�内ઢ�2－3959 �
ファックス：�1�801�240�1187 �
ి子メール：DPS�iOUFMMFDUVBMQSPQFSUZ!METDIVSDI�PSH

音楽 〔5.11〕
ɹ音楽，特に教会の賛美歌は，生徒が福音の学習経験で聖霊の
影響を感じるのを助ける重要な役割を果たすɻ教会のh 賛美歌ʱ
のはしがきの中で，大管長会は次のように述べているɻ「霊を鼓
舞する音楽は，教会の集会に欠かすことができませんɻ賛美歌は
主の御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

を招き，敬
㆐ㆂ

虔
㆐㇓

な雰囲気をかもし出し，教会һを一つにし，
主に賛美をささげるػ会を与えてくれますɻ

ɹ賛美歌を歌うことが，すばらしい説教となることもありますɻ賛
美歌は，人をչい改めと善い行いへとۦり立て，証

ㆀㆉ㆗

と信仰を強め
てくれますɻまた，ർれた者をݩ気づけ，൵しむ者をҚめ，そして
最後までתえぶようにྭましを与えてくれますɻ」（h 賛美歌ʱ9
参照）ɻダリン・H・オークス長は次のように教えているɻ「集
会で，クラスで，家ఉで，わたしたちはこの天から授けられた財産
を十分に活用しているでしΐうかɻ……
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メモɹ神聖な音楽は福音を教え，祈る準備をするうえで大きな効果をൃشしますɻ」
（「音楽によるྱഈ」h 聖徒のಓʱ1995 年 1݄߸，11，13）教師は，生徒がྱഈに
おける音楽の重要性を理解できるように，また御霊がもっとよく働きかける雰囲気
を作るのに音楽がどれほど役立つかについても理解できるように助けなければな
らないɻ

ɹҎԼは，教師が音楽を使って生徒の福音の学習経験を๛かにすることのできる
つかの方法であるɻز

wç生徒が教ࣨに入って来るときや，生徒がレッスン中に割り当てをडけてԿ
かを書いているときに，霊的な音楽をかけるɻ

wçクラスで一緒に賛美歌を歌うときにੵۃ的に参加するように生徒を༠い，
促すɻ

wç福音の原則を෮習し，その日の教えに関係がある賛美歌，または賛
美歌の一અを歌って，レッスン中に加のಎ察を与えるɻそのためにར用
できる参照聖句ࡧ引と主題別ࡧ引がh 賛美歌 のɦ後෦にあるɻ

wç賛美歌の歌ࢺを読むことによって，生徒が福音の教義と原則について証
を築き，証を述べるػ会を与えるɻ

wçクラスで生徒にそのにふさわしい歌を歌ってもらうɻ

ɹ（バックグラウンドミュージック，マスター聖句，暗記など）Կかの目的をもってク
ラスで音楽を使おうとするときは，ボイド・K・パッカー長が述べた次の注意事
項を心に留めることが重要であるɻ「メッセージに若人の心を引きつけたいと思
い，神聖な福音のテーマを取ってそれを現代音楽に結びつけようとଟくの努力が
われてきたɻ……それをどのように行って霊性を૿すことができるか，わたしは知
らないɻそれは行えないと，わたしは思うɻ」（5IBU� AMM� MBZ� BF� EEiGiFEʤ1982
年ʥ，279）結ہ，学習経験の中で使用する音楽がどれも教会の標準に一致してお
り，決して主の御霊にٯらわないものであることを確ೝするのは，教師のであ
るɻ
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メモ 一般的な助言と注意 〔5.12〕
ɹ教師が生徒と良い関係を築きたいと望むのはふさわしいことであるɻしかし，
無意識であっても自制できない合でも，শ賛されたいという思いがある教師は，
生徒が学んで成長するのを助けようとするよりも，生徒からどのように思われるか
にもっと気を使うようになる可能性があるɻそうすると，聖霊を招くのに役立つ方
法ではなく，生徒の目に自分のイメージをমきつけるのに役立つ方法をしばしば使
うようになるɻこのわなにམちる教師は偽善売教の罪を൜しているɻ「རӹと世
の༪れを得るために……自分自を世の光とする」からである（2 ニーファイ26：
29）ɻおもしろがらせること，自分に注意を引きつけること，あるいは生徒のশ賛を
得ることを目的として，Ϣーモア，個人的な話，そのଞの教授法を使うことのないよ
うに，教師は気をつけなければならないɻそうではなく，宗教教育者は皆，天の御
父に栄光を帰し，生徒をイエス・キリストのもとに導くことに焦点を当てなければな
らないɻ

ɹハワード・W・ハンター大管長は次のように教えているɻ「福音ではなく皆さん
に忠心を持つように生徒を感化し，説得する危険性があるということに，皆さん
は気づいていると，わたしは確信していますɻ現ࡏ，それは取りまなければなら
ない大きな問題ですɻ皆さんશһがこのようなカリスマ的教師であることをئうば
かりですɻしかし，ここにほんとうの危険がありますɻ皆さんが聖文の解釈や提示
を与えるだけでなく，生徒を聖文そのものの中に招き入れなければならない理由は
そこにありますɻ主の御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

に関する皆さんの個人的な思いを伝えるだけでなく，主
の御霊を感じるように生徒を導かなければならない理由はそこにありますɻ結ہ，
どんなに上手な教え方であろうと，キリストの教義を教える人のもとに招くだけで
なく，にキリストのもとに生徒を招かなければならない理由はそこにありますɻ
これらの生徒が必ずしも皆さんのもとに来られるわけではありませんɻ൴らがߴ
や大学を出た後，皆さんは൴らの手を取って教えてあげることはできませんɻまߍ
た，皆さんには個人的なఋ子は必要ないのですɻ」（ʠEUFSOBM� *OvFTUNFOUTʡ�ʤハ
ワード・W・ハンター会長との༦べ，1989 年 2݄10日ʥ，2）

ɹさらに，次の助言と注意点が༷々な教授法とঢ়گに適用されるɻ

wç競争のར用ɻ教師は，クラスで競争する方法をར用するとき，特に生徒ಉ
論，མޱを競争させるときには，気をつけなければならないɻ競争は࢜
，あ͟けり，当を招き，御霊をࣦう原因となる可能性があるɻ

wç൱定的なことの強調ɻ教師は，クラスや生徒個人にࣦ望感を伝える際には
知ܙを使わなければならないɻほとんどの生徒は，ふさわしくないという
思いをある程度感じているので，ॴを強調するよりも，൴らを๙めてྭ
ますことが必要であるɻ

wç皮肉ɻ教師が生徒に，あるいは生徒がほかの生徒に言う皮肉は，ほとんど
の合，൱定的であり，༗であり，あ͟けりを招き，御霊をࣦう結果を招
く可能性があるɻ

wç不適切なコミュニケーションと言葉ɻ教師は生徒をどなりつけたり，生徒と
論したりしてはならないɻ宗教教育のにはޱ

ㆼㆄ

Ṑ
ㆨㆎ

とଏѱな言葉があっ
てはならないɻ
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メモwçମ力の使用ɻ教師はମの大きさや力のҧいを使って生徒をҖ֣あるいは
強制して物事を行わせようとしてはならないɻふ͟けてମに৮れることで
も，ޡ解を与えたり，それがエスカレートしてԿかもっと重大な事態になっ
たりすることがあるɻ教師が生徒のମに৮れてよいのは，ほかの生徒をक
るためにそうせ͟るを得ない合だけであるɻ

wç性別を表す言葉ɻ教師は聖文中の性別を表す言葉に気をつけ，හ感でな
ければならないɻある聖文では，聖文の基となった言語の性質上，男性を
指す言葉がしばしば使われているɻ教師は，男性の用語によっては男性
と女性の྆方を指すものがあるということを生徒に思い出させなければな
らないɻ「どこにいる人でもすべての人（ӳ文は，NFO）が，չい改めなけ
ればならない」と主がアダムに語られたとき（モーセ 6：57），主は明らか
に男性と女性の྆方について語っておられるɻ男性の用語がそのまま当
てはまる合もあるɻ例えば，神会の方々は男性であり，また神権の義務
に関する代໊ࢺは，男性にのみ当てはまるɻ
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教師として改善を続ける
教師はこの手引きに述べられている原則と方法を実行するように努力するとき，

ઈえず，しかし根気強く改善を図らなければならないɻ教師は，研究と信仰，
実ફ，経験によって，教えに教えを加え，効果的な教授法を学び，効果的な教授法
を習得しなければならないɻ教授法の༗効性を評価する方法と，改善法に関する
フィードバックと支援をडける方法はたくさんあるɻ教師の改善を助ける方法として
は，ಉ྅やスーパーバイβー，生徒による観察とフィードバックなど，正ࣜにମܥ化
された方法があるɻまた，生徒にฉく，ほかの教師を見る，あるいはಉ྅とアイデア
や経験を分かち合うなど，ඇެࣜの方法もあるɻ

ɹフィードバックの最も価値あるݯの一つは，聖霊の導きのԼに行う自己評価であ
るɻヘンリー・B・アイリング長は次のように教えているɻ

ɹ「クラスの後で，皆さんは，クラスでԿがىこり，また生徒たちの生活の中でԿが
こったかをはっきりと知るために，祈りの時間を見つけることができますɻ自分のى
方法でそれを行えますが，わたしが行いたいのは次のような方法ですɻこのように
祈りますɻh わたしが語ったり行ったりしたことや，൴らが語ったり行ったりしたこ
とで，൴らをߴめたものがありましたかɻɦ ……

ɹへりくだり，信仰をもって祈ってਘͶるならば，皆さんは，時ં，ڪらくしばしば，
そのクラスでの生徒の顔の表情やの調子，あるいはレッスンのある時点で生徒が
座りしてをり出した情景さえも皆さんの記Աとして思い出すことでしΐうɻそ
れによって，൴らがߴめられたという確信を皆さんは得ることでしΐうɻ

ɹしかし，それҎ上に重要なことは，それによって皆さんは学ぶػ会を得られると
いうことですɻ皆さんはクラスでԿがىこったかを知ることができ，したがって，Կ
度も܁りฦしそのような心が鼓舞される経験を生徒に与えるために自分にはԿが
できるかを知ることができるのですɻ」（ʠ$POvFSUiOH� 1SiODiQMFTʡʤ-・トム・ペ
リー長との༦べでの話，1996 年 2݄ 2日ʥ，2）

ɹ教師が改善を図りたいとئい，天の御父に喜ばれる方法で教えようとઈえず努
めるとき，天の御父は，教師が準備する際に霊感を授け，教師と生徒の関係を強く
し，クラスでの教師の働きに力をఴえ，御父の業をもっと十分に果たせるように御

ㆿ

霊
㆟ㆾ

を与えて祝福してくださるであろうɻまた，イエス・キリストの教えと贖
㆗㇇ㆎ

罪
㆖ㆂ

につい
て理解しそれに頼るように生徒を導く方法で教えようと教師が努力するとき，天の
御父は，教師が改善を図れる分を知ることができるように助けてくださるであろ
うɻ

ɹ結ہ，すべての宗教教育者の目標は，可能なか͗り，「神からこられた教師」であ
る世の救い主を代表することでなければならない（Ϥハω 3：2）ɻボイド・K・パッ
カー長は，セミナリーとインスティテュートの職һに次のように語っているɻ「わ
たしはすばらしい特権をき，Կ年にもわたってܑఋ࢞ຓの皆さんの中に見ること
のできたଐ性がありますɻそれは偉大な教師に見られる主の面影そのものですɻ
皆さんが๊えている問題やにより，皆さんがそれに対ॲする度合いに応じて，

6
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メモキリストの面影が皆さんの顔に刻まれると，わたしは信じていますɻ
そして実際には，そのときのそのクラスで，その表情により，その
鼓舞する言葉により，皆さんは主であり，そして主が皆さんなの
ですɻ」（ʠ5IF�*EFBM�5FBDIFSʡʤセミナリーとインスティテュー
トの職һへのߨ話，1962 年 6݄ 28日ʥ，5－ 6）

主の約束 〔6.1〕
ɹ福音を教えることは主の業であり，主はセミナリーとイン
スティテュートの教師がその業で成ޭをऩめるように望んで
おられるɻ教師と指導者は，毎日主にݺび求めるとき，助け
が与えられることを感じるであろうɻ主の福音に従って生活
し，福音を教えるように努力している人に，主は次のような約
束を与えておられるɻ

ɹ「それΏえ，まことに，わたしはあなたがたに言うɻこのຽに
向かってを上げなさいɻわたしがあなたがたの心の中に入れ
る思いを語りなさいɻそうすれば，あなたがたは人々の前でৱめ
られることはないであろうɻ

ɹあなたがたの言うべきことは，まさにそのときに，まことにそ
のॠ間にあなたがたに授けられるからであるɻ

ɹしかし，わたしはあなたがたに一つのռめを与えるɻあなた
がたがわたしの໊によってࠂげることはԿであろうと，すべて
のことについてॗݫな心とॊ和な心でࠂげなければならな
いɻ

ɹわたしはあなたがたにこの約束を与えるɻすなわち，
あなたがたがこれを行うならば，聖霊が注がれて，あ
なたがたの述べるすべてのことを証

ㆀㆉ㆗

するであろうɻ」
（教義と聖約100：5－8）

メモキリストの面影が皆さんの顔に刻まれると，わたしは信じていますɻ
そして実際には，そのときのそのクラスで，その表情により，その
鼓舞する言葉により，皆さんは主であり，そして主が皆さんなの
ですɻ」（ʠ5IF�*EFBM�5FBDIFSʡʤセミナリーとインスティテュー
トの職һへのߨ話，1962 年 6݄ 28日ʥ，5－ 6）

ɹ福音を教えることは主の業であり，主はセミナリーとイン
スティテュートの教師がその業で成ޭをऩめるように望んで
おられるɻ教師と指導者は，毎日主にݺび求めるとき，助け
が与えられることを感じるであろうɻ主の福音に従って生活
し，福音を教えるように努力している人に，主は次のような約

ɹ「それΏえ，まことに，わたしはあなたがたに言うɻこのຽに
向かってを上げなさいɻわたしがあなたがたの心の中に入れ
る思いを語りなさいɻそうすれば，あなたがたは人々の前でৱめ

ɹあなたがたの言うべきことは，まさにそのときに，まことにそ
のॠ間にあなたがたに授けられるからであるɻ

ɹしかし，わたしはあなたがたに一つのռめを与えるɻあなた
がたがわたしの໊によってࠂげることはԿであろうと，すべて
のことについてॗݫな心とॊ和な心でࠂげなければならな

ɹわたしはあなたがたにこの約束を与えるɻすなわち，
あなたがたがこれを行うならば，聖霊が注がれて，あ

するであろうɻ」
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あ

愛と敬意
「学習環境を作る，愛と敬意と目的意識
のある」「慈愛」の項も参照
主への＿，2，11，12，13－14，33，65
生徒への＿……13－15，18，47，50，63

アイリング，ヘンリー・B
祈りによって自己評価を行う…… 78
改心を促す原則を探す…… 54
現世の事柄を適切に行う…… 8
教科課程の内容に忠実であれば…… 51
教師として目指すもの……1－2
原則と教義をはっきり区別する……26
質問は教え学ぶことの核心である…… 58
生徒が信仰をもって自由に求める…… 6
聖文は渇きを癒す…… 48
聖文は生徒を引き寄せる…… 48
従順であり続けることによって改善がもた
らされる…… 3
聖典の記録者が言おうとしたすべてのこ
とを知ることはできない…… 53
福音については二つの見解がある…… 54
御霊について話すときには慎重になる……
13
御霊によってのみ……11
霊感を招く質問がある…… 61

証する……v－vi，12，30，33，40，43，55，
62，65

証を強める……v－vi，19，30，31，33，35，
55－56，62
「改宗・改心」「心の中に，福音を」の項
も参照

暗記する，聖句を…… 34

い

イエス・キリスト
教師は生徒を＿のもとに導くことに焦点を
当てなければならない…… 76
教師は＿を愛していることについて証しな
ければならない…… 33
生徒がクラスに出席するのは＿を知るよう
になるためである……15，50
生徒が深く考えることによって＿のように
なれるようにする……21
生徒を＿に近づけるのに役立つ真理を強
調する…… 53－54

聖典は＿に目を向けさせる…… 25

聖霊によって＿について学ぶ……11
＿に対する生徒の愛の気持ちを養う……
14
＿について学び従う生徒に授けられる祝
福……1
＿の面影を教師の顔に刻む…… 78－79
＿の模範と＿に関する話し合いに焦点を
当てることによって御霊を招く……12
＿のように教える…… v－vi，3，4，13，
59，70，78－79
＿のようになりたいという教師の望み……
3
福音はもっと＿のようになるのに役立つ
…… 26
福音を教える人への＿の約束…… 79
預言者は＿について証する…… 53

イエス・キリストの贖罪…… x，1，10，14，
23，25

一致…… 4，12，50
「学習環境を作る，愛と敬意と目的意識
のある」の項も参照

祈り…… 3，11－12，13，78
教える準備をするときの＿…… v，13，
47，52

生徒のための＿…… v，14，50

う

ウークトドルフ，ディーター・F
青少年の心をキリストに向ける…… 2

お

応用する，教義と原則を……10，20，26，
30－31，40，43，56，62，66，70
「質問，応用するように促す」の項も参
照

オークス，ダリン・H
愛に基づいて教える……13－14
教義と原則と聖約を教えることに力を注ぐ
…… 56
教師は主の業を助ける……1
天から授けられた財産である賛美歌……
74－75
特定の応用法を教えることを慎む…… 31
教える
一般的な助言と注意…… 76－77
教える事柄を決める…… 52－55
教える方法を決める…… 6，52，55－57

観察し，耳を傾け，見分ける……14，17，
47，64，65
教義と原則を＿…… 5，38－46
教授法，技術，採り上げ方…… 56，58－
77
宗教教育セミナリー・インスティテュート
で聖文を＿…… 38－46
推測を避ける…… 51
救い主の方法で＿…… v
配列順に聖文を＿…… 38
御霊によって＿
「御霊によって教え，学ぶ」の項を参照

教える事柄とそれを教える方法を決める……
52－57
教える事柄を決める…… 52－55
教える準備をする…… 47－57
教える方法を決める…… 6，52，55－57
思い描く…… 22，70
親，生徒の…… x，8，17，19
音楽……12，35，50，74－75

か

改宗・改心…… v，vii，2，6，13，26
「心の中に，福音を」「宗教教育セミナリー・
インスティテュートの目的」「目的，セミナ
リー・インスティテュートの」の項も参照

改心を促す原則…… 54
改善する，教師として…… 3，47－49，78－
79
書く…… 28，31，32
筆記活動…… 68－69，71
学習環境を作る，愛と敬意と目的意識のある
……10，13－19，50，63
学習者
「役割，学習者の」項を参照
家族を支援する…… 8
「神への務め」プログラム…… 9
関係
神権指導者との＿…… 3，8－9
生徒との＿…… 3，13－14，50，76，78
ほかの人との＿…… 2，3
感じる，教義と原則が真実であり重要である
ことを……10，26，29－30，40，44，56
管理運営する…… 7
プログラムと資産…… 8
関連性…… 24，56－57

索 引
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き

偽善売教…… 67，76
基本的教義…… 35－36，54
基本，福音の教授と学習の……10－37，39
－41

教育管理会…… ix
教化…… x，6，10，11，15，50，55，64
教会教育システム…… ix
教科課程……13，24，39，51，52，53，54，
56，57，73

教義と原則…… 5，26，38
＿について述べる……12，28，53，69，
71
＿を教える…… 5，6，38－46

教師
の外見……16
の提示…… 65－66
本位…… 52，55，57，63，65

競争…… 76
強調する…… 40，53－54，55，57
規律……17－18
気を散らすものを取り除く……16
キンボール，スペンサー・W
行うことによって学ぶ…… 32

く

クラーク・ジュニア，J・ルーベン
教師である皆さんは偉大な使命を負って
いる…… ix
聖典に見いだされるままの福音を教える
…… 5
青少年は御霊に関することに飢えている
…… 48
青少年は霊的な祝福を経験している……
32

クラスの環境……16
クラスの管理
「学習環境を作る，愛と敬意と目的意識
のある」の項を参照

クラスの手順……15
グループ活動…… 32，67－68

け

啓示と霊感……15，16，31，61，68－69
「聖霊，＿の影響力を招く」の項も参照
原因と結果の関係……27，38，52
言外に伝えられる原則…… 27
現職訓練集会…… 47，49

原則
「教義と原則」の項を参照

こ

心の中に，福音を…… vii，2，6，11，29，
30，39，55，62，63
「改宗・改心」の項も参照
個人に合ったものとする，レッスンを…… 7，
40－41，51，54

個人の聖文研究……19－23，25
コンピュータープレゼンテーション…… 70
－71

さ

探す質問
「質問，情報を探すように生徒に勧める」
の項を参照

座席……16
参加，生徒の…… 6－7，8，21，50，52，63，
67，69

賛美歌
「音楽」の項を参照
参観・観察…… 49，78

し

慈愛…… 3，7，14，47
視覚教材
「視聴覚プレゼンテーションとコンピュー
タープレゼンテーション」「実物と絵」
の項を参照

時間配分…… 57
視聴覚プレゼンテーションとコンピューター
プレゼンテーション…… 70－71
指針…… 72

実物と絵…… 50，70
質問…… v，22，29，50，56－57，58－63
応用するように促す＿…… 62－63
気持ちと証を促す＿…… 30，33，61－62
情報を探すように生徒に勧める＿…… 59
－60

分析して理解するように生徒を導く＿
……29，60－61

宗教教育…… ix，1
宗教教育セミナリー・インスティテュート
…… ix，8
宗教教育セミナリー・インスティテュートの
目的…… x，1－9，10，15，47，50
修了，学習コースの…… 8，49
順次聖典教授法
「教える，配列順に聖文を」の項を参照

準備，レッスンの
「レッスンの準備」の項を参照
個人的な＿…… 47－49
生徒の＿…… 6，49－50
神権指導者と協力して働く…… 7－8，17，
19
障がいのある生徒……14，20，69，71
印を付け，注釈を施す…… 21，28，68－69
人格，教師の…… 4
信仰…… 47－49
主を信じる…… 48
生徒を信頼する…… 48－49
＿に促された行為…… vi，6
「聖霊，＿の影響力を招く」「役割，学
習者の」の項も参照

御言葉を信頼する…… 47－48

す

スコット，リチャード・G
簡潔な原則…… 27
義にかなった人格を伸ばす…… 4
教授の効果を測る方法…… 30
教授の最も重要な目的…… 54
記録された聖句をそのまま引用する……
35
原則と枝葉的な事柄とを識別する……26
－27

原則は真理を凝縮したものである…… 5，
26
生徒に真理を深くしみ込ませる…… 30
生徒の参加は御霊を招く…… 7
青少年が聖文を愛するようにする……20
聖典は一種の手引きである…… 23
聖文の中の友…… 25
聖文を暗記することは友情を築くことに似
ている…… 35

スミス，ジョセフ
すべての霊は成長することができる……
14
聖文を理解する鍵…… 24

せ

聖句のグループ分け
「聖句ブロックのセグメント」の項を参照
聖句ブロックのセグメント…… 39，52，55
「成長するわたし」プログラム…… 9
精通する，重要な聖句と基本的教義に……
34－36

聖典の記録者の意図…… 23，24，27，38，
39，53
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生徒
＿の必要と能力…… 9，14，40，47，51，54
の学ぶ備え…… 6，49－50，57，70
の学ぶ役割
「役割，学習者の」の項を参照

ほかの人々に福音を教える…… 6－7，32，
55－56，67

生徒と良い関係を築く……13－15，50
生徒への助言……14，18－19，76－77
聖文・聖典・聖句
聖句ブロックの定義と説明…… 39
聖典研究補助資料…… 21
聖文研究の技術と方法…… 20－23
＿の教義と原則…… 5，26，53，60
＿はレッスンの準備のための第 1の資料
…… 51

マスター聖句…… 34－35
を教える…… v，5，38
聖文を自分に当てはめる…… 22，40
性別を表す言葉…… 77
聖霊
学習における＿の役割……1－2，6，10
－13，15，31，34，38，48，55

＿による教化…… 6
＿の影響力を招く…… 6，7，12－13，15，
17，30 ，31，41，49，50 ，56 ，58 ，
61，63，68，74
＿の働き……11
は準備するときに助けてくださる…… 51，
53－54，78
＿を伴侶とするため懸命に努力する……
2

説明する…… 28－29，32，40，55
福音の教義と原則を＿，分かち合い，証す
る…… 31－33

前後関係と内容…… 24－25，52
「理解する，聖典と預言者の言葉の文脈
と内容を」の項も参照

選択の自由
による信仰に促された行為…… 6－7
を使う学習者…… 6，58

そ

相互参照…… 22
備え，生徒の……15，49－50，56－57，70
「生徒，学ぶ備え」の項も参照

た

大管長会
賛美歌は主の御霊を招く…… 74

態度，教師の…… 4

ち

秩序を乱す行為や不適切な行為を正す……
17－18
著作権法…… 72
沈黙・静か……12，63

て

ディボーショナル……12，15，16－17，35，
50

天の御父
教えるときに＿に栄光を帰す…… 76
＿から求められることを成し遂げる準備
ができるように生徒を助ける……2
教師は＿を愛していることについて証しな
ければならない…… 33
障がいのある生徒も＿の子供であること
を思い出す……14
青少年を助けて＿とともに永遠の命にあ
ずかれるようにする…… x，1
生徒がクラスに出席するのは＿を知るよう
になるためである……15，50
生徒が＿を知って愛するように助ける
…… x，1
生徒は＿の御心にかなう選択をする強さ
を得る…… 5
生徒を＿に近づけるのに役立つ真理を強
調する…… 53－54
聖霊によって＿について学ぶ……11
＿にとって無限の価値があることを教える
……14
＿に喜ばれる方法で教えるときに祝福が
授けられる…… 78
＿のようになりたいという教師の望み……
3
＿は聖文を記すようにえり抜きの男女に霊
感を与えてこられた……23
＿は聖文を通じて生徒に語りかけられる
…… 34

と

登録…… 8，49
討論…… 63－64，71

に

日記…… 68

は

背景
地理的な＿……24
文化的な＿…… 24，60
歴史的な＿…… 24，60

パッカー，ボイド・K
証は実際に証を述べる中で見いだすもの
である…… 33
敬虔さが啓示をもたらす……16
視聴覚教材は祝福にもなり，のろいにもな
る…… 72
贖罪はキリスト教の教義の根本である……
1
真実の教義を理解すれば…… 5
救い主の面影が教師の顔に刻まれる……
78－79
救い主は教師の模範である…… v
生徒は霊的に得るものがあれば熱心に来
る…… 50
聖文の本質と目的…… 26
福音のテーマを現代音楽に結びつけよう
とする努力…… 75
御霊と調和した生活を続けるとき，力が与
えられる…… 47
霊的な事柄に無理強いはできない……12
パターン，聖文について考える…… 39
バラード，M・ラッセル
証は人の生活を変える…… 33
ハンター，ハワード・W
イエス・キリストの教えと模範…… 4
カリスマ的教師についての危険性…… 76
毎日聖文を勉強する……19－20
御霊の影響を模倣しようとしない……12
－13

若い人々が聖文を信頼するようになる……
34

ひ

比較と対比…… 22
ビデオ
「視聴覚プレゼンテーションとコンピュー
タープレゼンテーション」の項を参照

皮肉…… 76
ヒンクレー，ゴードン・B
成長し続ける…… 3
知識が十分な人はだれ一人いない…… 4

ふ

ファウスト，ジェームズ・E
真理を宣べ伝えなければならない（B・
H・ロバーツの言葉の引用）……28

フィードバック…… 49，78
深く考える…… 21，31，40，68－69
福音に従って生活する…… x，2，4，47
ふさわしさ…… 2，11，47
「福音に従って生活する」の項も参照
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学習者の＿…… 6，15，17，50，55，57，
58，66

よ

要約する…… 41，55，57，65
預言者と使徒の言葉…… 5，29，30，33
読む
クラスで一緒に聖文を＿…… 64－65
コースのテキストを＿…… 23

り

リー，ハロルド・B
証は次第にやせ細る……19
理解する
教義と原則を＿…… 6，28－29，32，40，
43－44，46，53，56，61，66，70

聖典と預言者の言葉の文脈と内容を＿……
10，23－25，34，39，40－41，43－
46，52，55－56，59－61，65

リストを作る…… 23
リフレッシュメント……16－17

る

ルカ5 章：例…… 42

れ

霊的なあおりや強制……12－13，67
レッスンの準備……13，15，51－57，58，65
教える事柄を決める…… 52－55
教える方法を決める…… 6，52，55－57
＿のための資料…… 51

ろ

ロールプレー…… 32
ロバーツ，B・H
真理を宣べ伝えなければならない……28

ロムニー，マリオン・G
聖文は原則を書き残したものである……
26

わ

分かち合う……v，12，30，32，40，43－46，
55，62，67，68
神聖な個人的な経験を＿ことについて……
32

マッコンキー，ブルース・R
現代の信仰を鼓舞する話…… 66

学ぶ
環境……13
御霊によって＿……10，17，20，55，65
「聖霊」「御霊によって教え，学ぶ」の
項も参照

み

御霊によって教え，学ぶ…… 6，10－13，15，
47
「聖霊」の項も参照
御霊によって教える
「聖霊」「御霊によって教え，学ぶ」の項
を参照

見つける
教義と原則を＿……26－28，39，43，53，
56，60－61
福音の教義と原則を＿，理解し，それらが
真実であり重要であることを感じ，それ
らを応用する……26－31

耳を傾ける，生徒の言葉に……14，64

む

難しい言葉と語句の意味を明確にする……
22，25，52

め

明白に述べられている原則…… 27－28

も

目的
セミナリー・インスティテュートの＿……
1，10，53－54，78
＿を果たす環境を整える……15，50，56
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